


























神様家族 Z




仮免天国








桑島由一





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ









『プロローグ』

『プロローグ２』

第一章『神様の住む街』

第二章『欠陥天使』

第三章『例の二人』

第四章『キャンディ』

第五章『仮免天国スピード地獄』

『エピローグ』

『エピローグ２』














プロローグ








プロローグ







　僕らの知っているあの世界とは違う世界。

　僕らの知っているあの冬とは違う冬。

　僕らの知っているあの夜とは違う夜。

　東京都世田谷せたがや区く菊きく本もと。

　小さな駅を降り商店街を抜けると、長い長い坂道の先に菊本高校がある。

　その校舎の屋上に、一人の少年が立っていた。

　時刻は深夜二時。本来なら校門は閉ざされ、敷地内には入ることさえできない。

　そんな場所で、彼はマフラーを鼻のすぐ下まで引っ張り上げ、ただただ空を見上げていた。手入れをしたばかりの芝生しばふのように、短く切りそろえられた髪の毛。背は少し低めで、ほっそりとした身体からだをしている。彼は寒そうに手に息を吹きかけ、何度かこすり合わせた。目に生気はなく、死んだ魚のような瞳ひとみをしている。どこか自信なさげな表情。

　彼の肩はだらしなく落ち、人生にうんざりしているように見えた。

　そう、少年はこの時、この瞬間、この場所で、人生を終わらせようとしていたのだ。

「残念だけど」

　乾燥した唇を動かし、彼は言った。

「もう、おしまいかな」

　思いつめた表情で、一歩、また一歩とフェンスへ近づいていく。

「だけど……」

　だけど。その先の言葉を、少年は無理やり飲み込んだ。月の光を避けるように視線を落とし、最後の決心をする。

「うん、さよならだ」

　彼がフェンスに手をかけた瞬間、どこからか不思議な声が聞こえてきた。

　それは耳ではなく心に直接響いてくる、特別なものだ。

『─少年よ、早まるでない。まだまだきみは若いのだ。先は長い。そんなに人生を悲観することなかれ』

　驚いて周囲を見回すが、人の気配はない。気のせいだろうか？　しかし、その声はさらにはっきりと、心の深い場所へと届く。

『結論を出すにはきみはまだ若すぎる。死ぬことはいかんです。辛つらく苦しいこともあるだろうけど、そう悲しむことではないのですよ。うむ。うむ。うむり』

「だ、誰だれっ!?」

　恐ろしくなって叫さけぶが、どこに向かって声を出していいのかわからない。彼の周りには誰一人として存在していないのだ。もしかして幽霊だろうか。

『誰？　誰だと聞いたね。今。確実に聞いたね？　ふふ、そう、ワシはなんと……』

　気がつけば屋上には濃いもやのようなものが漂い、彼の視界を遮っていた。深い森の中にいるような、神秘的な雰囲気である。そして、声は言った。

『なんと、なんと、なんとワシ、神様なんですー！』

「てっててれー、てってってっててーん!!」

　ファンファーレだ。しかも、あきらかに口で言ってるファンファーレだ。心に直接響いてくる声とは別に、なんか、すんごい近めのとこからファンファーレが聞こえてくるのだ。少年は反射的に声がするほうに振り返る。すると、あきらかに誰かがサッて、サッって感じで隠れるのが見えた。隠れるといっても、この屋上には隠れるような場所などない。

　ピンク色の髪の毛をした女の子が一人「やべえ、バレた」みたいな感じで、頭を手で覆ってしゃがみ込んだ姿が見えた。全然隠れてない。

「あの……、見えてますけど。全部」

　一応、少年は少女にそう言った。すると彼女は「いえいえ、あたしはただの、なんていうか、通りすがりのしゃがみ女なんで、気にしないでください。ただしゃがんでるだけなんで」という感じで、無言のまま中腰でコソコソと離れていく。

　そうか、この人には触れちゃいけないんだ。きっとかわいそうな感じの人なんだ。

　飲み込みの早い少年は、その子のことはなかったことにするのだった。

『まぁまぁ少年よ。そこのしゃがみ女は置いといて、もう一度聞くのだ」

　仕切り直しをするように、またしても心に直接話しかけてくる声が言った。

『そう！　ワシは、神様なのでーす!!』

「てっててれー、てってってっててーん!!」

　集中できない。すぐ近めのとこから口ファンファーレが聞こえてくるので、集中できない。

　ともかく。あきらかにしゃがんでる子によるファンファーレが終わると、少年の目の前には信じられない光景が映し出されたのである！　それは、なんと！




　空飛ぶブタの貯金箱に乗った、神様だったのだ!!




　いや、わかりにくいか。わかりにくいね。説明します。

　まず一般的なサイズのブタの貯金箱を想像して頂きたい。ブタの貯金箱に一般的とかあるか知らないが、片手で持てるサイズのものだ。

　そのブタには小さな白い羽がついており、なんとびっくりパタパタと空中を飛んでいるのである。しかし驚くのはまだ早い。その小さな貯金箱の上に、つま先立ちで、無理やり、神様っぽい格好をした男がプルプルと脚を震わせながら立っているのである。

　小さなブタに強引に乗っているので、ブタは重さで顔真っ赤だし、神様も神様でバランスを取るのに必死で視線が定まっていない。

　さらにその神様は、あきらかに作り物とわかる、サンタっぽい白いヒゲをつけている。そして手には棒。杖つえとかではない、そこらに落ちていそうな、ただの棒。その上、温かそうなダッフルコートを着ている。

　神様だったら、もうちょっと神様っぽい格好をして欲しいが、ダッフルコートにジーンズというカジュアルっぷりである。かなり不自然だ。

『というわけで、ワシは神様なのだー!!』

　そんな状況でなのだー言われても、少年も困ってしまう。ブタは神様を乗せてるのがもう限界なのか、変な汁を口からブクブクと出していた。

『ふははは、どうだ！　驚いたか！』

　汁にね。ブタの汁にまず驚きました。もちろん、棒持った男が、ブタに乗って空飛んでいるのだから、そりゃ驚く。どう見ても不審者である。

『コホン、というわけで神様なんですけどね、飛び降り自殺というのはいけないよ。少し考えて思い直してみてはいかがなものかと……』

　とりあえず言いたいことはたくさんあった。だけど、まずは、訂正だ。少年は神様の言葉を遮る。

「いや、あの、別に死のうとなんてしてないんだけど……」

「えっ!?」

　神様は急に素の声で驚いた。心に届く声じゃなくて、口から出る普通の声で。

「え、マジで？」

「うん」

「だってほら、こんな夜遅くに学校の屋上来ちゃうってことは飛び降りでしょ？　さあこれから落ちて死ぬかー、みたいな感じでしょ？　もうおしまいとか、さよならって言ってたし！」

「ううん、それは全然違う」

　動揺する神様に、少年は簡潔に答える。

「僕はただ、星を見ていただけだよ。それだけ。今日はあまり星が見えないから、もうおしまいかなって。それで、星にさよならだなって思っただけ」

「フェ、フェンスに手をかけてたじゃん！」

「ただ、かけただけ。よいしょ、て。さあ、帰ろう、って」

「…………へー」

　へーって。神様はポリポリと頭をかきながら、小声で「フェンスに手ーかけたら普通いくだろー、いくよなー」と呟つぶやいている。

「それで、僕になにか用？」

「いや、ううん。なんでもないです」

「じゃあ僕、帰るね」

　少年は屋上に置いてあった組み立て式の望遠鏡をばらすと、ビニールで出来た持ち運び用のケースに手て馴なれた様子でしまった。神様はブタに乗りながら「へー、そうやって運ぶんだねー」などとブツブツ言っている。自殺だと思って神こう々ごうしく登場したら、ただの勘違いだったのだ。正直、恥ずかしくて、なんか言ってないと間が持たない。

「まだなにかある？」

「え？　いや、えと、車とかダンプに気をつけてください」

「うん、わかった。それじゃあね」

「はーい。それではー」

　彼は振り向きもせずに去っていった。さっさと。

　屋上に残されたのは、ブタに乗った神様と、頭を抱えてしゃがみ込んでいる女の子だけである。派手に登場したものの、とんだ勘違いだった神様も恥ずかしいが、口で「てんてけてーん」とかファンファーレをしてしまった女の子はもっと恥ずかしい。顔真っ赤である。もう、このまま岩として一生過ごしたかった。

「えーと、コホン」

　完全に場違いな神様は、空を見上げてこう言った。

「こうして今日も一人の少年が救われたのであった……か」

　か、じゃない。

　そんながっかりな光景を、遥はるか上空から見つめている一人の少女がいた。

　彼女は背中についた大きな白い羽をゆっくりと羽ばたかせ、例のブタとは違い、優雅に空に浮かんでいる。彼女の細くて小さな身体からだには、薄い布がローブのようにして巻かれていた。風が吹くと金色の髪の毛がキラキラと空になびき、頭上には光り輝く輪が浮かんでいる。

「………………がっかりです」

　少女は透き通るような声でそう言った。とりあえず、透き通ってても透き通ってなくても、本ほん当とその通り、がっかりだった。








プロローグ２







　一人の少女によって、僕は作られた。

　空から地上に降りてきた僕のかけらたちは、彼女の気き紛まぐれによって、手の平に乗るほどの小さな玉になった。それを彼女は一口だけ齧かじり、「冷たい」と言って笑った。

　東京、世田谷せたがや、菊きく本もと。ゆっくりと夜が迫ってくる。どこからか届く夕食の香り。遠くで「カラスなぜ鳴くの？」と、スピーカーがしわがれた声で歌っていた。

「千ち恵え美み、ごはんよ」

　玄関から顔を出して、彼女の母親が言った。「いまいく」と少女は短く返事をして、彼女の家を囲むブロック塀の上に僕をそっと置いた。

「冷たいなぁ」

　彼女はもう一度言って、笑った。それから小走りで暖かい家の中に消えていく。

　僕は少女の家庭を想像する。暖かい部屋、湯気の立ち上る美お味いしい食事、僕には一生縁がないであろう、そういったものを。

　まだ空に残っていた僕のかけらたちは、風に背中を押され、いつの間にか雲と一緒にどこか別の場所へ移動していた。夜空では針先ほどの小さな星が、チカチカと僕に向かって光っている。

　僕は世界中を旅して、今日、ついにこの街に降り立った。道路に落ちて泥水になることもなく、太陽の光で消えてしまうこともなく、ちょうどいいタイミングで、彼女の家の庭にやってきたのだ。

　運が良かったんだと思う。上出来だ。だけど、あとどれぐらいこうしていられるかわからない。

　朝になれば、また太陽が顔を出す。そうすればどうなるか、ちゃんとわかってる。

　向こうから壁の上を忍び足で歩いてきた猫が、僕を見つけて不思議そうな顔をした。

「あんた……一体なんだい？」

　僕は返事に困って、苦笑いをしながら言った。

「さあ、なんでしょうか」

　僕は自分がなんなのかわからなかった。ただ気紛れに丸められた、小さな雪の塊。

「まあいいさ。あんたがなんだって関係ない。だけどね、そこは俺おれの散歩道なんだ。どいてくれるかな？」

「そうしたいのは山々なんですが、自分では動けないんです」

「……ふむ。確かにそうだね。見たところ、手も脚もないものな」

　じっと猫に見られていると、なんだか恥ずかしくなってきてしまった。僕が黙っていると、猫は気を使ったのか、つまらなそうに言う。

「だけど悪くない。なかなかいいよ、あんた」

　同情だろうか？　僕は複雑な気持ちでお礼を言った。猫は濡ぬれた前足で顔を撫なでながら続ける。

「ここは昼間、お日様がよくあたって気持ちがいいんだ。時間があれば横になって寝ることだってある。俺おれみたいな猫にとっちゃ都合がいいけど……あんたには困ったもんだろう？　明日になってもここにいたら、きれいさっぱり溶けちまうよ？」

「でも、僕にはどうすることもできないんです」

「なるほどね。だったら、俺がそこから落としてやろうか？　毛糸のボールで遊ぶみたいに、あんたを押してやる。そしたら地面に落ちて割れる。それで、おしまいだ」

「はい、それも手なのかもしれませんね」

　太陽の光にやられて、じりじりと溶けるぐらいなら一思いに砕けてしまったほうがいいかもしれない。僕は壁の上から地面を見下ろす。車のタイヤの跡が、何本もアスファルトに残っていた。

「どうするね？」

　少し考えた後に、僕はこう答えた。

「すみません。お申し出はありがたいのですが、もう少しここにいさせてください」

「そうかい。わかったよ。あんたがそう言うなら、それが一番だ」

　猫は僕を器用に避よけて歩き、壁伝いにぴょんぴょんと跳んで行ってしまった。

　そうして僕はまた一人きりになった。考えていたのは、あの子のことだ。

　僕はもう一度、あの女の子に会いたいと思った。僕を手の平で丸めた、あの女の子に。

　夜風が吹き、身体からだを心地よく冷やす。僕は風にまぎれて、小さくため息をついた。














第一章　『神様の住む街』








第一章「神様の住む街」







　神かみ山やま佐さ間ま太た郎ろうは、神様である。




　そんな神様であるところの佐間太郎は、朝から神様とは思えぬ、もんのすごい邪悪なオーラを漂わせながら、食卓に着いているのであった。

「あの、神山くん。顔、すごい怖いんだけど……」

「別に……。ふんっ！　ふんふんっ!!　フンガァー!!」

「ひっ!!」

　あきらかに憤慨している佐間太郎を見て、食事を運んでいた久く美み子こは完全に怯おびえていた。この黒髪ロングの正統派美少女久美子ちゃんは、訳あって佐間太郎の家─神山家─に居い候そうろうしている少女である。

　神様の住む家といっても、神殿だとか、教会だとか、神社だとか、そういった建物ではない。世田谷せたがや区くにある、ごくごく普通の木造二階建て一軒家である。

　ダイニングキッチンには大きなテーブルがあり、ちょうど今まさに朝食の時間ということで家族の全員が顔をそろえていた。

　黒髪ロングの正統派美少女久美子ちゃんが一人一人に食事を運んでいるので、ここでみなさんに家族の説明をしたいと思う。

　まず最初に、フンガフンガしている神様の佐間太郎。神山家の長男で、正真正銘、本物の神様だ。しかし、神様といっても一般的なイメージの姿をしているわけではない。どこにでもいるような、普通の男の子である。

　次に久美子が食事を運んだのは、元神様であり佐間太郎の父親の神山治おさむ、通称パパさんである。こちらも元神様のくせにそんな威厳は一切なく、どこにでもいる、いやむしろこの現代日本では珍しいのではないかというほどの「おっちゃんスタイル」だ。

　顎あごにたくわえられた男らしいヒゲと、意志の強そうな太い眉まゆ毛げが元神様っぽいっちゃーぽいが、ステテコに腹巻なので台無しである。

　彼の手にはふりかけ「のりたま」の容器がしっかりと握られており「まだかなー、まだかなー、いただきますはまだかなー」と、ゴハンにのりたまをかける気満々である。

　パパさんの隣にいるのは、神山ビーナスこと通称ママさん。彼女は元女神様で、佐間太郎の母親である。こちらは威厳のないパパさんとは違い、ビーナスという名前ぴったりのセクシーッダイナマイツッボディッをっしているのだった。母性、母性。

　Ａから数えるよりもＺから数えたほうが早いと噂うわさの大きな胸をテーブルの上にぷるんと乗せ、艶つややかなロングヘアーを意味もなく指に絡めクネクネとしている。母性、母性。

　パパさんにもたれかかるようにして身体からだを押し付け、耳に息フーしたり、胸の辺りをコチョコチョしたりしている。なんで朝からそんなエロスなことを、とみなさんはお思いかもしれない。だが、数年前までは家の中を全裸で走り回っていたのだから、それに比べたら大人しくなったものである。母性、母性。

　お次は「まだ寝たいんだけどー」という感じで、アクビをしながら新聞を眺めている少女。彼女は肩まで伸びた髪の毛をゴムでふたつに短くまとめ、それを指先でもてあそびつつ、パックのままの牛乳をゴキュゴキュと豪快に飲んでいる。

　キャミソールにショーツという、下着同然の姿でイスの上にあぐらをかく彼女こそ、元女神候補の美み佐さである。美佐は佐さ間ま太た郎ろうの姉だ。切れ長の涼しげな目元が特徴で、見つめられたら背筋がゾクゾクしてしまうほどの美人である。その上母親譲りの豊満な肉体をプリップリさせながら歩くのだから、健全な男子には目の毒だ。

　美佐とは対照的にまだ色気を身に着けていないのが妹のメメだ。もし学校に行っていれば小学生高学年ほどの年齢だろうか。朝から襟えりのついた服を着て、しっかりとお行儀良く食事を待っている。

　あまり感情を表に出さないクールな少女であるが、手にはパパさん同様「のりたま」のボトルを、しかも「お得用大増量」のでっかいやつを持っているので、こちらものりたまりまくる気満々という感じである。まだまだ幼く、イスに座ると脚が床に着かずにプラプラと持て余してしまう。彼女もまた元女神候補である。

　メメの隣には無人の席が……。いや、よく見るとイスの上には羽の生えた小さなブタの貯金箱が置いてあった。このブタの貯金箱、ただの貯金箱ではないのだ。こう見えて実は、元大天使のスグルなのである。天国から地上にやってくる際、ブタの貯金箱に姿を変えてしまったが、実はわりと偉いのである。

　最後に、一応ブタにも食事を与える優しい黒髪ロング正統派美少女久く美み子こちゃんの笑顔を見て、この紹介を終わりにしよう。

「ブタさん、ゴハンですよ？　にこっ☆」

　はい、終了。というわけで総勢六人と一匹による、朝食タイムが始まるのであった。

　それではみなさん、いただきますっ。

『いただきまぁーすっ!!』

「ちょっとまぁったああああああああああああ!!」

　と、バチコーンとテーブルを叩たたいて、いただきますを止める少女が一人。勢い良く立ち上がった彼女は「一人忘れてますけど！」と大声で久美子を怒ど鳴なった。

「ちょっと久美子さん、なんですかその嫌がらせは！　あたしだって家族の一員なんですよ、七人と一匹で神かみ山やま家のみなさんでしょー!!」

　そう叫さけんだのは、元天使のテンコであった。佐さ間ま太た郎ろうと同い年であるところの彼女は、頭から怒りの湯気をプシュプシュと噴き出しながら叫んでいる。

　その久く美み子こへの抗議に応こたえたのは佐間太郎であった。彼はテンコと同じようにテーブルをバチコーンと叩たたき、溜たまっていたストレスを全部吐き出すかのようにして言う。

「お前はゴハン抜きだ！　昨日の罰、わかったか！」

「うぬぬぬぬ、そんなのわかんないわよ、なんなのよ!!」

　それでは、少しの間二人の口げんかをお楽しみください。

「わかんないわけないだろ！　昨日の夜！　学校の屋上！　俺おれに恥かかせやがって！」

「あれはあたしが悪いんじゃないでしょ！　ちゃんと役割果たしましたし！　失敗したのは佐間太郎ですし!!」

「いいや違う、お前が悪い！　圧倒的に悪い！　なにが飛び降りだよ、ただの天体観測の少年じゃねえか！　それをお前が勘違いして『きゃー少年が自ら命を失おうとしてるわー、たまたろー助けてあげぽえーあばばばー』とか言うから俺が行ったんだろ！　お前のせいで大恥かいたんだ！」

「だってしょうがないでしょ！　スグルがそう報告してきたんだから！　まさか夜空の星にさよなら言うような、いかれロマンティック少年だったなんてしらないわよ！」












「あーあー、そうやってお前はすぐ人のせいにする！　そもそもあれなんだ、ほら、屋上で隠れてたけど、丸まってただけじゃねえか！　丸見えじゃねえか、あんなの！」

「う、うるさわいね！　しゃへーぶつがなかったんだから、しょうがないでしょ！」

「それにさ、棒持てば神っぽいとか言ってたけど、あんな棒いらねえだろ！　邪魔なだけじゃないか！　あとヒゲだヒゲ！　なんでヒゲだけ白いんだよ！　ツケヒゲだってバレバレだろ！　しかもお前『なんかカワイイから』って赤鼻までつけようとしてたろ！　俺おれが拒否しなかったら意味わかんねーことになってたぞ！」

「それじゃあ言わせてもらいますけどね、あんただってスグルの上に立ってた時、フラフラしてたでしょー！　威厳がないのよ、威厳が!!」

「しょうがねーだろ、このブタがちっせーんだからさ！　もっと安定感が欲しいのに、常につま先立ちだよ！　つま先立ちで登場して威厳なんてあるわけねーだろ、なあブタ!!」

「どうなのよブタ!!」

「そうだブタ!!」

「おい、ブタっ!!」

　佐さ間ま太た郎ろうとテンコに睨にらまれたスグルは、どうしていいかわからずにプルプルと小刻みに震えながら、久く美み子このほうへと飛んでいった。彼女が手を広げると、ポフンと音を立ててその胸の中に着地をする。

「神かみ山やまくん、テンコさん。ブタさん怖がってるじゃないですか。あんまりイジメないでくださいね？」

　そう言ってスグルをギュッと抱きしめる久美子を見て、テンコは言い放つ。

「全然かわいそうじゃない。よく見てみてよ」

「え？」

　そう言われてスグルを見てみると、彼はブタのくせに久美子の胸に顔を埋めて、ハァハァと息を荒げていた。

「きゃあああああ、変態いいいぃいいぃい!!　ゴムくさいいい!!」

　久美子は叫さけびながら、スグルを全力で、渾こん身しんの力を込めて、思い切り床に叩たたきつける。

　スグルはゴム製の貯金箱なので、バインバインと壁やら天井やらにバウンドしながら、最終的に窓ガラスを突き破って外へ飛んでいった。

「とにかく、神山くんにテンコさん！　争いは止やめてください！」

　テンコは納得がいかないふうに、頰ほおを膨らませる。

「そもそも久美子さんがあたしにゴハンくれないのが悪いんでしょ!?」

「だってそれは、神山くんがそうしろって言うから！」

「むかっ！　佐間太郎の言うことならなんでも聞くっての!?」

「そうですよう、だってわたし、神山くんにホの字ですからね!!」

「きいぃいいいぃ、なにそのストレートかつ古臭い言い回しは!!」

「なんですか、やるんですかー！　やるなら表出ますよ表！　相撲で勝負です！」

　争いは止やめてくださいと言っていた割には、率先して力で白黒つけようとする久く美み子こであった。正統派美少女ちゃんという肩書きは、残念ながら取り消しておこう。

　久美子はシャツの袖そでを捲まくり上げると、テンコと一緒に鼻息を荒くさせて庭へ出ていく。というかテンコはテンコで相撲勝負を受けるらしい。血気盛んである。

　取り残された佐さ間ま太た郎ろうは、感情のやり場を失い、ううううと唸うなりながら席に座る。

　その時、美み佐さが新聞をテーブルに置いて、なんでもないふうに言った。

「さ、ごはん食べますか」

　そう、こんなケンカは日常茶さ飯はん事じなのである。それが、神かみ山やま家。




　テンコと久美子のいない食卓。朝食の鮭しやけと玉子焼きを食べながら佐間太郎は思う。

　ああ、なんなんだこの状況は。なんなんだこの感じは。

　まったく同感である。話を少し整理しなくては、この七人と一匹の家庭を正しく理解することは不可能だ。というわけで、佐間太郎が頭の中で状況を整せい頓とんし始めたようだから、少しそれに付き合ってみることにしよう。

　もともと佐間太郎は、神様の息子としてこの世界に降り立った。

「人間」の心を理解して立派な神様になるために、「人間」として生活をしていたのだ。その時はパパさんは「神様」であったし、ママさんも「女神様」だった。テンコは「天使」、美佐とメメは「女神候補」、ついでにスグルは「大天使」。久美子は少しややこしいので置いておくとして、みんなそんなふうにそれぞれのポジションを持って暮らしていた。

　人間に交じってなんとなーく修行をしていれば終わると思っていた。しかしそうではなかった。突如として現れた「悪魔」により、佐間太郎は「昔の記憶」を思い出していく。神様の息子としてこの世界にやってくる前の記憶。昔の出来事、昔住んでいた世界。目まぐるしく状況が変わり、その過程でメメや美佐はこの世界から立ち去った。

　佐間太郎とテンコもそれは同様だった。しかるべき世界で、まっとうしなくてはならなかった人生を送るために、ここではない場所へ旅立ったのだ。

　その後、なんだかんだで戻ってきてみれば、メメや美佐も同じようにこっちの世界にいた。あの旅立ちの日からなにも変わらない世界。いつもの一軒家。まるで全すべてが夢だったかのように、当たり前のようにそれらが二人を待っていたのだ。

　と、最初はそう思っていた。

　しかし、一日、二日と生活していく内に、ここが以前の場所ではないということに気づいてしまった。佐間太郎が留守にしている間も、この世界の時間は確実に流れていたのだ。どうして自分はここに戻ってきたのか。なぜ時間が流れてしまったのか。

　いくら考えても答えは出なかった。全すべてを知っているであろうパパさんに聞いてみても「まあ、色々あったんだよね」という曖あい昧まいな返事しか返ってこない。パパさんらしいといえばパパさんらしいが、そんな適当なこと言われてもなあ、という感じである。

　長い時間悩み、考え、佐さ間ま太た郎ろうはあるひとつの結論を出した。それは……




　まあ、色々あって、今に至る。




　というものだった。なにそれ、全然整理できてないじゃん。そう皆さんはおっしゃるかもしれない。でも考えてもわからないものはわからないのだ。佐間太郎だって一応納得しているのだから、それ以上突っ込むのは野や暮ぼというものだ。

　ふーん、まあ色々あったのね。というふうに軽めに受け止めて頂ければ幸いである。

　さて。この世界に佐間太郎が戻ってきて、「神様の息子」から「神様」になったことで、神かみ山やま家のみなさんも色々とポジションが変化した。

　まずパパさん。「神様」から「大神様」になりました。「大神様」ってなんだ？　と疑問に思うのが普通ですが、まあ、謎なぞです。とりあえず神様よりも偉いらしい。なぜなら「大」がついてるからね。本人がそう言っているのだから仕方がない。

　そしてママさんも「女神様」から「大女神様」になったのである。とりあえず「大」をつけとけばいいや的な安易な感じはするけれど、とにかくそうなったのだ。

　美み佐さとメメは「女神候補」から「女神様」になった。しかし、やはりなにが変わった、というわけではない。見た目も、やってることも、以前と同じように思える。

　スグルはもともと「大天使」であったが、この度「大大天使」となった。とりあえずなんでもかんでも「大」をつければいいという、パパさんの考えによるものである。

　パパさんは自分でスグルを任命した後に「はっ！」という顔になって言ったものだ。

「パパさんは『大神様』でしょ？　スーさんは『大大天使』だよね？　『大』が二個もついてる！　あきらかにパパさんより偉い！　強い!!　ははーっ!!」

　パパさんは土下座をして、とりあえずスグルをテレビの上に置いたのだ（なんか大切にしてるっぽいから）。

　ブタは置いといて、テンコは「天使」から「大天使」になった。しかし、見た目も行動もなにも変わっていない。佐間太郎から見れば、テンコは以前のテンコのままだ。

　天使といっても背中に羽が生えているわけでもないし、頭の上に輪が浮かんでいるわけでもない。どこにでもいる、普通の女の子でしかない。

　さて、問題は久く美み子こである。久美子は以前とどう変わったのであろうか。ここは、パパさんの発言を忠実に再現したいと思う。

「えーと、久美子ちゃんは『小こ森もり久美子』だったよね？　じゃあ『大おお森もり久美子』にしようね！　やったね、久く美み子こちゃん！　『大』がついたよ!!」

「ガーン!!」

　もちろん、これにはさすがのママさんも反対した。なんでもかんでも「大」をつければいいというものではない。物事には程度というものがあるのだ。ママさんはキリッとした顔でこう言った。

「そうね！　それがいいわ！　さすがパパさん、あったまいー！」

　反対してなかった。キリッとさえしてなかった。キャッハーって感じだった。両手を挙げての賛成である。

　そんなわけで「小こ森もり久美子」は「大おお森もり久美子」になったのであった。

「はぁはぁ、久美子さん強くなったわね……さすが大森」

「テ、テンコさんこそあの腰の入れ方は相当なものですよ……はぁ、さすが大天使」

　頭の中を整理していた佐さ間ま太た郎ろうだったが、テンコと久美子声が家に戻ってきた声で我に返った。そして、本当に相撲をしていたという事実に驚きよう愕がくをした。二人は泥まみれの汗びょっしょりである。妙な爽さわやかさでお互いのファイトを称たたえあっているところを見ると、なかなか良い勝負をしたみたいだ。だがそんな名勝負は、いらない。

「あらあら、二人ともお疲れ様ねー。それで、なんなのよ、ケンカの原因は？」

　もぐもぐと朝食を食べながらママさんが言う。あんだけ大騒ぎしてモメていたのに、一切聞いていなかったようだ。佐間太郎は鮭しやけの切り身を口に放ほうり込みながら言う。

「だからさあ、テンコがヘマしたんだよ。大変なことが起こるって言うから行ってみればなんでもないしさあ。死んだ魚のような目をした少年がいるよーとか言って、実際見たらキラッキラの目だったし」

　ママさんはそれを聞いて、ほへへーと唸うなった。

「あらやだ。テンコちゃんが悪いのね。罰としてオデコにのりたまつけちゃいましょ！」

　ママさんはのりたまを一つまみ、テンコの額にピトッとつけた。軽い気持ちでやったものの、意外にきれいにのりたまが張り付いたものだから、お腹なかを抱えて大爆笑である。

「あはははは！　テンコちゃん！　デコに！　のりたまが！　お腹痛い！　お腹！」

「ママさん、やめてください！　人を指差して笑わないでください！　あたしは悪くないんですよ、全部佐間太郎のためを思ってやったんですからね！」

「俺おれのため俺のためって、恩着せがましいんだよ。神様である俺を助けるのがお前の仕事だろ？　だったらミスんないでやれよな！」

「だってまだ慣れてないんだからしょうがないでしょ！　あんただってもっと神様らしくしなさいよ！」

「俺だってまだ慣れてないんだから、しょうがないだろ!!」

　二人が言い争いになりかけた時、ママさんはバンッとテーブルを叩たたいて言った。

「コラッ！　いい加減にしなさい!!　ケンカばっかりしないの！　テンコちゃん、オデコにのりたまなんてつけて、ふざけてるの!?」

「ママさんがやったんでしょ！」

「あー」

「あーじゃないです!!　なんですかその『そういえばしたような』みたいな顔！　さっきしたでしょ、自分で！　確実に！　ピトッって!!」

「はにゃー？　そうだっけ？」

「首傾けないでください!!」

　この混こん沌とんとした状況にうんざりした佐さ間ま太た郎ろうは、食事もそこそこに席を立ってしまった。それを見たテンコは、慌あわてて彼を止めようとする。

「ちょっと佐間太郎、どこいくの!?　まだ話は終わってないんだけど！」

「仕事部屋。だから邪魔すんな」

「んもう、すぐそうやって逃げる！」

「逃げてねえよ！　オデコに香ばしいもんつけて偉そうにすんな！」

「だからこれはママさんが!!」

　ママさん、マッハでとぼける。

「はにゃー？」

「だから首傾かしげないでください！」

　テンコがママさんを怒っている内に、佐間太郎はプイッと顔を背けてダイニングから出ていってしまった。テンコは「うがああああ」とひとしきり唸うなったものの、あきらめたのか肩を落として食事の続きに戻った。

「…………」

　それを見ていたメメは、指をそっと伸ばし、小さな手で彼女の額についたのりたまを取ってやる。

「──あ。メメちゃん。……ありがとう」

　メメの優しさに触れたテンコは、少しホッとした気持ちになる。が、メメはその取ったのりたまを、そのまま彼女の鼻の頭につけた。

「わー。怪獣鼻のりたまだー。にげろぉー」

　メメは無表情でそう言うと、フッと微かすかに笑ってから食事の続きに戻った。

　なめられた。とテンコは思ったが、怒る気にもなれなかったので、鼻のりたまのまま食事をとった。もちろんメメはテンコをバカにしたわけではない、これは彼女なりの優しさなのだ。オデコより鼻についてたほうがいいよ、ずっとクールだよ、ということだ。なにがクールなんだかわからないが。

　バカにしていない証拠に、メメは自分の鼻の頭にものりたまをつけ「鼻のりたま。パートツー。みんなにげろぉー」と小声で言って、またフッと笑った。

　そんなところがかわいいと近所の奥様に人気です。





　　＊






「あーもー、本当に意味わかんねー!!」

　佐さ間ま太た郎ろうは仕事場である「神様の書斎」にて、床をゴロゴロと転げまわっていた。

　神様の書斎とは、神かみ山やま家から一枚のドア（天国への扉）を抜けて移動する不思議な場所である。佐間太郎の部屋の壁に立てかけてあるドアを開けると、どういう仕組みなのか天国へと繫つながっていて、雲の上を歩いていった先にあるのがこの場所だ。

　書斎の壁かべ際ぎわには難しそうな本がぎっしり詰まった棚があり、部屋の中心に仕事用の机がある。机には大きな地球儀が置いてあった。脇わきにはゾウさんの形をしたジョウロ。

　壁には窓がひとつ、開けると遥はるか下に人間たちの住む街が見える。それにより、ここが地上よりずっと高い場所に存在していることを改めて知ることができた。

　神様の書斎は本来パパさんの場所であったが、佐間太郎が神様に出世したことにより、彼の部屋になった。とりあえず彼は棚にある本がどんな物なのか手に取って調べてみたが、不思議な言葉で書かれているために読むことができなかった。

「佐間太郎様、落ち着いてください。テンコの無礼は、このスグルめがお詫わび致します」

　窓からパタパタと飛んできたのは、さきほどガラスを突き破って外に出たブタ大大天使のスグルであった。

「いいよ別に。ブタが悪いわけじゃないんだし」

「しかし、神様であるところの佐間太郎様にご迷惑をおかけしてしまい、本当に申し訳ない気持ちでいっぱいだブー」

　本当に悪いと思っているのだろうか。ブーとか言って。

「だからブタのくせに気にするなってば。俺おれも少し言いすぎたし」

「左様でございますか」

「それに俺、神様っていっても、まだ仮免だし」

「はぁ……。確かにそうですが、神様には変わりありません」

「いーや、全然違う。結局一人前じゃないんだよなあ……」

　そう、佐間太郎は仮免神様なのである。

　神様の息子として人間界で修行を積んだ。その後、色々あって神様になったわけだが、それでも新米なので仮免扱いだ。パパさんはこの世界に彼が戻ってきた時に、こう言った。

「うーん、基本的に佐間太郎は神様だけど、まだまだ甘いから仮免許ね。もっと立派になったら、ちゃんとした神様にしてあげる」

　そもそも神様になりたいなんて頼んでいたわけではないのだが、まだまだ甘いと言われるとシャクにさわる。だったら立派な神様になってやろやないけ、と思ったものの、これがまた大変だった。

「朝から地球儀に水やったり、常に困ってる人を探して助けたりとかさあ。なに、神様ってこんな地味なもんなの？　もっとこう、ブワーっとハデなもんじゃないの？」

　佐さ間ま太た郎ろうが文句を言うと、スグルはフルフルと小さな顔を振って答える。

「いえいえ佐間太郎様。神様の仕事というのは、とても地味な仕事でございます。そもそも全すべての人間を助けるなんてことはできません。ですから、毎日目に付いた人間を助ける、そういったことの繰り返しです」

「ふーん。面倒くさいなあ」

「ですが、それが神様というものでございます」

「それにさあ、神様になってもとくに力とかないじゃん。奇跡とかそういうの」

　彼にはそれもまた大きな不満であった。パパさんは神様時代に、奇跡で色々なことをすることができた。雨を降らしたり、突如としてなにかを出したり、時間を戻したり……。まさしく万能の力を持った神であった。それに引き換え佐間太郎は「なんもできない」のである。だからこそ、スグルに乗ってプルプル震えながら、つま先立ちで登場したりするのだ。空も飛べないから。

「これじゃあ神様修行してた時となんも変わってないじゃん。雑用が増えただけだよ」

「そうですか？　神様、というお立場になられたんですよ？」

「実感ないしなあ。仮免だしなあ。テンコ役に立たないしなあ」

「左様でございますか。やはりテンコのサポートでは足りませんか」

「全然足りないよ。それにブタのサポートも意味ないし」

「ブヒッ！　そ、そんな殺せつ生しような……。ところで、佐間太郎様。ひとつ聞いて頂きたいことがあるんですが、よろしいでしょうか？」

　スグルはブヒブヒ言いながら、甘えるような調子で佐間太郎に近寄る。

「な、なんだよ。気持ち悪いな。質感が」

「質感がですか……。えと、その、スグルめはですね、スグルという名前がちゃんとあるわけです。それなのにブタ扱いは少し酷ひどいのではないかと。せめてもう少し柔らかいニックネーム的なものをつけて頂きたいと思いますが」

「ニックネームね……」

　佐間太郎は起き上がると、イスに座ってうーんと考える。ブタのくせに生意気な、と思ったものの、確かに彼だって天使なのだ。もう少し気を使ってやってもいいだろう。

「じゃあさ、『東京エックス』っていうのはどうかな」

「東京エックス!!　なんかそれ、カッコイイです！　気に入りました！　スグル、今日からエックスになります！」

「ところでエックス」

「はい。なんでございましょうか」

「昨日さ、変な視線感じなかった？」

　巨大な地球儀を指でツンツンしつつ、佐さ間ま太た郎ろうは真面目まじめな調子で言った。スグルもまたその視線に気づいていたのか、表情を引き締める。

「やはり佐間太郎様もお感じになっておりましたか？　実はこの東京エックスも感じておりました。あれは遥はるか上空からの視線であったと思われます。しかし、不思議なのです。それが何者かがわかりません。気配はあったのですが、心が見えないのです」

「お前、人の心とか見えんの？」

「見えません」

「……じゃあ最初から見えないじゃん」

「そうなのですが、なんというか、とっかかりさえ摑つかめないと言いますか」

「ふーん。まあ変なことが起きないといいけどな」

「左様でございますね」

　二人は窓から外を見る。いつの間にか灰色の雲が辺りを覆いつくしていた。

　それはなにか、不吉なことの予兆のようにも思えたし、ただの曇り空にも見えた。
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「しゃままま、しゃままままー!!」

　一応最初に断っておく。これは、泣き声である。

「しゃままひーん！　たまたろが、たまたろがいじめるー!!」

　こちらは地上、神かみ山やま家のテンコの部屋。机に突っ伏して鼻水をたりゅんたりゅん流しながら号泣しているのは、佐間太郎のサポート役テンコである。手には「天使の心得」と書かれたノートが握られているが、そこに書かれているのは「佐間太郎ゆるさん」「佐間太郎ムカつく」「佐間太郎投げる」などの恨み辛つらみであった。全然心得ではない。

「まぁまぁ、あいつも神様になってまだ間もないんだからしょうがないんじゃないの？　もうちょっとすれば上う手まくいくようになるって」

　珍しくテンコを慰めているのは、女神の美み佐さだ。慰めつつも床に座り込んで、マニキュアを塗っているところを見ると、それほど親身にはなっていないようだが。

「うう、美佐さん、でもね、でもね、あいつったらね、あたしのね、悪口ばっかりでね、うがああああ、うがああああ！」

　唸うなりながらノートを開き「佐間太郎いつか潰つぶす（ハンパなく重いもので）」と殴り書きをするテンコ。気持ちを落ち着かせるために書いてるようだが、涙は一向に止まらない。

「まぁまぁ。落ち着いて。これ、食べる？」

　同じく部屋にいた女神のメメが、手に持っていたツナピコをテンコの口に無理やり押し込んだ。食べる？　と聞きつつも、選択の余地は与えない。もちろん嫌がらせではない。それが彼女の優しさであり、近所で奥様です（略した）。

「うう、ツナピコまずいよぉ、濡ぬれたおがくずみたいだよぉ」

　ツナピコ会社の社長が聞いたら怒りそうなことを言いながらも、テンコはモグモグとそれを食べた。そして、これまた珍しいことに、同室にいた久く美み子こも声をかける。

「テンコさん、さっきはわたしも言いすぎました。だから泣き止やんでくださいね？」

　さらに声をかけたのは、ベッドの上でイチャイチャしてるパパさんとママさんである。

「テンコちゃーん、パパさんは笑った顔のほうが好きだぞー？」

「そうよそうよ。テンコちゃんは泣くと顔が酷ひどい感じになるから、せめて笑っててねー」

　テンコは勢い良く立ち上がると、振り返って叫さけぶ。

「っていうか、なんで全員あたしの部屋にいるんですか！　狭いんですけど!!」

　そう。朝食の後、しょぼしょぼして自室に向かう彼女を見て「なんか面白そうだから」ということで、みんな部屋までついてきてしまったのだ。六畳の部屋に合計六人もいるのだから、息苦しくて仕方がない。

「だってパパさん、神様引退してやることないから暇ひまなんだもーん」

「ママさんはパパさんについてきちゃったー。えへ」

　二人が言った後に、美み佐さとメメが続く。

「最近学校行ってないから暇でしょー？　だから」

「同じく」

　そして最後に久美子。

「わたしは暇だからとかじゃなくて!!　……あ、やっぱり暇だからです」

「あたしゃ暇ひま潰つぶしかい!!　もう、出ていってください！　ここはあたしの部屋なんですから、一人にさせてください!!」

　頭から湯気を出しながら怒るテンコを見て、「ちぇ」「もっと泣くかと思ったのに」などと言いながら、退場していくみなさん。最後に部屋から出ていったメメは、床にツナピコを一個置いて「お腹なか空すいたらお食べ」と優しいコメントを残していった。

「うううう、みんなしてバカにしてー。ちくひょー！」

　一通り泣いて気が済むんだのか、今度はため息をついてベッドに寝転ぶ。

「こっちに戻ってきて一週間かぁ。確かに今まで失敗ばっかりだな……」

　テンコや佐さ間ま太た郎ろうがこの世界に戻ってきたのはちょうど一週間前。それと同時に神様としての仕事が始まった。佐間太郎のサポートをするのはテンコとスグルの役目になったが、どうも上う手まくいかない。困ってる人を助けるのが神様の役目。そしてそれをサポートするのが天使。それなのに、足を引っ張ってばかりである。

「やっぱりあたし、天使に向いてないのかな……」

　しょぼくれつつ、またしても涙目になるテンコさん。ああいかん、また泣いてしまう。そんな時に彼女は、いつもこう考えることにしている。

「でもあたしたち……付き合ってるしね」

　にへっ。口が奇妙な形に歪ゆがんだ。正直、乙女おとめの恥じらいとはほど遠い。

　佐さ間ま太た郎ろうとテンコは、これまた色々あった末に今、現在お付き合いをしているのだ。最初はわりとラブラブだったものの、今では険悪なムードにしかならない。あらやだこれが倦けん怠たい期きかしら、とテンコは悩んだりもしたが、それもこれも彼女自身の失敗に佐間太郎が呆あきれているというのが実際のところである。

「でもさあ……彼女……に向かってあんな言い方しなくてもいいのにさぁ。ちぇっ」

　彼女、という時にちょっとニヘッとするのがあれです。

「それに失敗してるのは佐間太郎だってお互い様なのにさぁ。あたしのことばっかり責めて……。はっ！　もしかして!!」

　テンコの頭に久く美み子この顔が浮かぶ。

「佐間太郎のやつ、もうあたしに飽きたのかしら!?　あたしを捨てて久美子さんに乗り換えようとしてるのかしら！　うあああ、やだやだ、そんなのやだですうひいいん!!」

　またしても号泣。両手両脚をバタバタ動かしながら、ベッドの上を転がりまわる。

「そりゃ確かに久美子さんのほうがかわいいしさ、胸も大きいしさ、相撲も強いしさ、小悪魔的だけどさ、だからって浮うわ気きすることないじゃないのあんなヘボ女にきいいいいいい！　佐間太郎いつか呪のろう!!　っていうか今呪う!!」

　最終的に佐間太郎への恨みで心がいっぱいになったテンコは、ベッドから飛び上がると机の上に妙な円陣を書いて祈り始めた。

「あのアホな佐間太郎が、あたしの魅力に気づきますように、あのアホなさまたろが魅力にきづきますように、さまたろがきええええええっ！」

　と叫さけんだ直後に真顔。そしてため息。ベッドに戻り、枕まくらに顔を埋める。

「……こんなに好きなのに……。なんでケンカばっかりなんだろう……」

　妙な呪いは中止したようだ。ハァと息を吐き、身体からだを反転させ天井を見上げる。

「好きなのにさ……変なことばっかり言っちゃう。仲良くしたいのに、それと逆のことしちゃう……。あたしって変なのかな……。うーん」

　考えても答えは見つからない。見つかったのは、床の上に置いてあるツナピコだけだ。

「……うー」

　テンコはツナピコを拾い、包み紙を開けて口に入れる。

　もぐもぐもぐ

「だからまずいっ!!」

　包み紙を床に叩たたきつけ、また一人でワーワー騒ぐのであった。
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　そんなワーワー騒ぐテンコの部屋の階下。神かみ山やま家のリビング。

　大きなソファと脚の短いテーブル、テレビには見ても見なくてもどっちでもいいような番組が流れる中で、彼女の部屋を追い出された五人がモフモフとツナピコを食べながら会議をしていた。

「やっぱりあいつに神様は、まだ早かったんじゃないの？　テンコもすぐネガティブになるし。ブタは役に立たないし。モフモフ」

　美み佐さが下着姿でソファに寝転びながら言った。

「うーん、あの三人で上う手まくやってくれると思ったんだけどなあモフモフ」

　パパさんはソファではなく床に直接座って、モフモフと首をひねる。

「大丈夫よ、きっと佐さ間ま太た郎ろうちゃんならやってくれるわよモフモフ」

　そう言ったのはママさんだ。メメも同意見なのか、モフモフと頷うなずいた。

「でもわたしは思うんですけど、やっぱりテンコさんが全面的に悪いんじゃないですかね。ほら、仕組みはわからないけど、興奮すると頭から湯気出るし。頭から湯気が出るような人に神山くんを任せてはいけないと思うんです。だから、わたしをパートナーにしてください。そしたらほら、ねえ、色々上手くいきますよモフモフ」

　久く美み子こが言うと、ママさんは突然怖い顔になって彼女の頭をテシッとはたく。そして口からツナピコを撒まき散らしながら、大きな声で叫さけんだ。

「チョロ美は黙ってなさい！　あんたどうせ佐間太郎ちゃんを狙ねらってるんでしょ？　いーい、ママさんはね、テンコちゃんと佐間太郎ちゃんの仲だって認めたわけじゃないんだからね！　いつかママさんが奪ってやるんだから。かわいいかわいい佐間太郎ちゃんは誰だれにも渡さないのよ！」

　フンフン、と鼻息を荒くしてママさんは訴える。久美子は涙目になって「ごめんなさい」と身を縮めた。ママさんの息子への溺でき愛あいっぷりに、いまだに久美子は驚かされる。そして、なぜか自分を「チョロ美」と呼び続けることにもっと驚かされる。なぜチョロ美なんだろうか。謎なぞだ。

「でもやっぱり助すけっ人とがあと一人くらい必要かなぁ……」

　パパさんは窓の外、空を見上げながら呟つぶやいた。

「一応用意はしてるんだけど……。あの子で大丈夫かな」

「ねえ、あの子って？」

　メメはその独り言のような声を聞き逃さずに、パパさんに近づいて問いかける。

「うーん。その、まあ、念の為ために準備はしてあるんだけどね。でもまあ、あの子もまだまだあれだからなあ」

「だからあの子って誰だれ。おい」

　パパさんのヒゲをグイッと引っ張るメメ。

「いたたた。いやね、うん。明日にはくると思うよ。今はまだこの世界の様子を見てもらってるから」

「ふーん。秘密主義？」

　メメは頰ほおを膨らませてプイッと横を向いた。頭の横で二つに結んでいた髪の毛が、尻尾しつぽのように揺れる。

「いや、そうじゃないけどね、うん」

「そうじゃないって、喋しやべってくれないじゃない。これだから大人は」

　プイプイッとさらに顔を背けると、わりと首が痛い角度になった。それでもメメは「しらないもんね」という態度を示すために、首の筋をピキーンいわせながら頑張る。

「うーん、メメちゃんには勝てないなぁ」

　パパさんは立ち上がって彼女を抱き上げると、そっと耳打ちするように言った。

「あのね、こしょこしょこしょこしょ……」

　それを聞いてメメの目が丸く、大きく開かれる。

「ええええええ！　本当に!?」

「うん、本当だよ」

「それは一ひと悶もん着ちやくありそうね。フッ。………………モフモフ」

　メメはパパさんの腕に抱かれながら、ツナピコを一口頰ほお張ばるのであった。
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　天国に戻って神様の書斎。佐さ間ま太た郎ろうは午前の仕事を必死にこなしていた。

　地球儀を注意深く見て、どこか様子がおかしい場所はないかとチェックをする。乾燥している場所があればジョウロで水を与え、逆に水気の多い部分はドライヤーを使って乾かしてやる。ゴミがあれば手で払い、氷が溶けそうになっている部分は……まあ、あきらめる。そんなふうにして、地球を手入れしているのだ。

「なーエックス。こんなことして意味あんの？」

「ありますよ佐間太郎様。この地球儀は、地球そのものです。佐間太郎様がそうすることによって、この世界に反映されるんですよ？」

「……本当かなぁ。なんか噓うそくさいなあ」

「本当です。だから手を抜かないでくださいね」

「うーん……」

　確かに目の前にある地球儀は、作り物などではないことがわかった。虫メガネを使えば、海が波打っているのがわかるし、木々がさざめいているのも見える。しかし、ここでこうしてやっていることが、本当に世界に影響を与えているのか疑問だ。

　だけど、それぐらいがいいのかもしれない。もし自分のやっていることが、世界中に影響を与えていると実感してしまったら、怖くて触ることすらできなくなってしまうだろう。ほんまかいなと思いながら水をあげているぐらいがちょうどいいのだ。

「んー、ちょっと休憩」

　佐さ間ま太た郎ろうは余計な考え事をしないように、イスに座って背伸びをした。机の上の置時計を見ると、針が正午を指している。集中して作業をしていたので、時間が経たつのもあっという間だ。

『さまたろー。お昼ごはんの時間ですよー』

　耳ではなく、心の中に直接声が届く。それはテンコの声だった。

　神かみ山やま家のみなさんは、スグルや久く美み子こも含め、心の声というものを使うことができる。

　それはどんなに遠くに離れていても、直接やりとりができる不思議な力だ。これは、テレビ電話のようにして映像を相手に送ることもできる。

『返事しなさいよ、佐間太郎っ』

　地球儀の上にポワンという煙が立ったかと思うと、上半身だけのテンコが現れた。

『あー、ごめん、仕事中』

　佐間太郎も彼女と同じようにして、自分の姿を向こうに送った。イスに座ってアクビをしている彼を見て、テンコはむむむっと眉まゆをひそめる。

『ちょっと、なにが仕事中なのよ。サボってるじゃない』

『違うよ！　今までやってたんだって！　ちょっと休憩してたの！』

『本当かぁー？　それ本当かぁー？』

『本当だよ、ちょっと休憩したらまた仕事しようとしてたし』

『言い訳じゃないの？　んもー』

　信じてくれないテンコの態度に、佐間太郎は徐々に苛いら立だってくる。

『あー、そんなこと言われたらヤル気なくした。もうやんない、俺おれ仕事やんない！　テンコが悪い！』

『なによ、人のせいにして！　んもう、わかったからゴハン食べに早くきなさい!!』

『だからいまいくー！　いまいくってばー!!』

　それまで黙っていたスグルが、二人の間にズズッと入ってくる。

『まぁまぁ落ち着いてくだされ。確かに佐さ間ま太た郎ろう様は、きちんとお仕事をしておりましたよ？　それはこの、東京エックスがしかと見届けておりました!!』

　胸を張るスグルを見て、テンコがポカンと口を開けた。

『東京エックス？』

『えへん！　そうです、それがスグルの新しいニックネームです！』

　テンコはため息をついてから、こう告げた。

『それ、お肉屋さんで売ってる、豚肉の名前だけど』

　はっ！　と佐間太郎のほうを素早く振り向くスグル。しかし佐間太郎も同じスピードでそっぽを向いた。

『……まあエックスでもなんでもいいから、早くきてね。冷めちゃうから』

　そう言ってテンコは心の声を終えた。残されたのは二人。書斎には静寂と、いやーな空気が張り詰める。

「……佐間太郎様。スグルに、グラムいくらの名前をつけましたね……」

「さ、ゴハン食べに下にいくかー！」

「酷ひどい！　佐間太郎様のこと信じてたのに!!　ブヒッ、ブヒヒヒッ!!」

「大丈夫だ、東京エックスは割りと高級なブランド豚肉だし」

「へー、高級なんですか。じゃあそれでもいいかな。うんうん。って、高級でもよくありません！　ブヒヒ!!　ブヒヒ!!」

　そんなおとぼけコントをしつつ、二人はドアを開けて書斎から出ていく。

　誰だれもいなくなった書斎。地球儀だけが音も無くゆっくりと回転を続けている。そんな部屋に、窓から一人の少女が風のようにして入ってきた。背中に羽、頭の上には黄金の輪。昨夜、学校の上空から一部始終を見ていた彼女だ。

「……無駄な会話が多すぎますね。あれで本当に神様でしょうか」

　彼女はさっきまで佐間太郎が座っていたイスに腰をおろし、フゥとため息をついた。

「どうしてもっと手早くできないのでしょう？」

　少女が指をパチンと鳴らすと、ジョウロとドライヤーがひとりでに動き出し、地球儀の周囲を飛び始めた。

「二人とも、うーの言うことを聞いてください」

　ジョウロとドライヤーは意思を持ったようにして頷うなずき、彼女の指先が示す場所へ水を与え、熱い風を送った。少女はつまらなそうにその作業をしていたが、十分後には「はい、おしまい」と言って立ち上がる。

「もっと良い世界に、住みやすい世界にうーがしないといけませんね」

　彼女はダンスステップのように軽やかに二、三歩歩き、そのまま窓から外へ飛んでいってしまった。少女が去ってしまうと、ジョウロとドライヤーは、プツリと糸が切れたようにして地面に落ちた。彼女の座っていた場所には金色の粉が輝いていたけれど、それもすぐに消えてしまった。
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　またまた地上の神かみ山やま家。一家揃そろって楽しい団だん欒らんのようなものは存在せず、佐さ間ま太た郎ろうとテンコの視線がテーブル上で火花を散らすのを見ながら、みなさんは昼食（塩ラーメン）を食べ終えた。

「それじゃテンコ、行くぞパトロール」

「うん」

　佐間太郎の一日のスケジュールは、午前に地球のお手入れ、午後は近所のパトロールと決まっている。ひたすらそこらを歩き続け、困っている人がいないか探し、神様として助けるのである。神様なのに行動範囲が狭すぎる！　そう思われた方もいるだろう。

　しかし、できる範囲でできることをする。それがパパさんのモットーなのだ。佐間太郎はそれを受け継いだだけに過ぎない。

　というわけで、佐間太郎、テンコ、スグルの三人は雪の積もる菊きく本もと町をテケテケと歩き出した。スグルは飛ぶことができるものの、ブタが飛んでいるのは不自然なのでテンコが脇わきに抱えての移動である。まあ、ブタを抱えた少女っていうのも不自然なのには変わりはないが。












「今日はずいぶんと天気が良いなあ」

　佐さ間ま太た郎ろうの何気ない一言に、テンコは若干トキメキながら返事をした。

「本当。ポカポカしてて気持ちいいね。なんか、デートみたい」

「デートじゃねえよ。仕事だろ、仕事」

「そうだけどさ……」

　トキメキ終了。会話も長く続かない。テンコは本当に不安になってきた。佐間太郎が自分から興味を失っているように思えたのだ。ゴクンと唾つばを飲み、思い切って聞いてみる。

「ねえたまたろ。もしかしてさあ、他ほかに好きな人できた？」

「………………は？」

　三歩先を進む佐間太郎は、振り返りもせずあからさまに不機嫌な声を発した。その声を聞いただけでテンコの心は痛んだ。もっと普通に話してくれればいいのに、なんでそんな怖い声を出すの？　違うなら違うって、そう言ってくれればいいのに。

「だってさたまたろ、最近冷たいじゃんけ」

「別に変わんねーよ。前からこんなん」

「あたしたち……付き合ってるんでしょ？」

　佐間太郎の背中に言葉を投げつける。彼は僅わずかに身体からだをピクッと震わせた。

「まあな」

「だったらもっと恋人らしいことしてくれてもいいじゃない」

「今は仕事が第一だろ？」

「仕事とあたしどっちが大切なのよ!!」

　答えにくい質問だとはわかっていた。それでも彼女はきちんと答えて欲しかった。

　佐間太郎は、ゆっくりと振り返り静かに言う。

「……ブタ、死ぬぞ」

「へ？　……はっ!!」

　気がつくと、興奮のあまりスグルを雑ぞう巾きんのように全力でねじっているテンコであった。

　スグルは棒状にねじられながら、小声で「いたい。いたい」と訴えている。

「ああ、ごめんっ」

　と言って手を離しても、スグルは棒状にねじれたまま元の形に戻らない。棒状のブタを眺めつつ「まあお湯かければ元の形に戻るかな」とテンコは思う。ヘコんだピンポン玉を戻すのと同じ方法だ。

「ねじれブタは今はどうでもいいの。仕事とテンコ、どっちが大切なの？」

「そんな質問すんなってば」

「だって不安なんだもん。最近愛してるとか好きとか言ってくれないしさ。一言いってくれるだけで安心するのに、全然ないじゃん。そんなの」

「うるさいなぁ」

「言ってよ。好きって言って？　お願いだから」

「はいはい、すきすき」

「そうじゃなくて、もっと、ちゃんと……」

　やれやれ、と佐さ間ま太た郎ろうは思う。確かにテンコのことは好きだし大切だ。だからと言って、催促されて「愛してる」とか「好き」なんて言うものじゃない。

「言って？」

　棒状のブタを持ちながら目をうるませるテンコを見ていると、安心させてやりたいという気持ちにもなる。だが、やはり、なんつか、そういうのって恥ずかしい。面と向かって「好き」なんて言うのは恥ずかしすぎる。そもそも好きだから付き合ってるわけだし、好きじゃなくなったら別れているだろう。だから、付き合ってるって時点で好きなのわかるじゃんと思う。だがきっと、テンコにはそういった大前提さえ見えなくなるほど不安なのだろう。安心させてやりたい。だが恥ずかしい。うむむむ。

　悩む神様。泣きそうな天使。棒状のブタ。

　佐間太郎は考え抜いた末、あきらめたように言った。

「わかった、言う」

「え、本当に!?　どきどきどきどき。言って、言って、言ってみ」

「う、うん。えーと。俺おれはですね。その、テンコが……」

「テンコが？　テンコがなんだ？　たまたろはテンコがなんなんだ？　ん？」

「……す」

「す？」

　興奮のあまり徐々に顔を近づけてくるテンコ。目がキラキラと輝いている。

「す、す、す……」

「す？　す？　す？」

「す………………………………………………………………し」

「し？　すし？　え？　すし？」

「う、うん。すし」

「おごりで？」

「おごりで」




「ヘイらっしゃーい！　二名様ご案内ー!!」

　ドアを開けると、威勢の良い大将の声が聞こえてくる。狭い店内には、カウンターの隅に男性客が一人いるだけだ。テンコは我先にとカウンターにダッシュし、ケースに並べてあるネタをじゅるじゅるしながら見つめる。

「えへへ、あたしね、イカとね、タコとね、タマゴとね、イカとね、タコとね、タマゴとね、イカとね、タコとね、ハマチ！　わーい！　あとイカ！　おごりでお寿す司しなんて初めてだー！　佐さ間ま太た郎ろうってばどういう風の吹き回し!?」

　むしろテンコの頭の中こそどういう風が吹き回されているのだろうか。さっきまで不安だなんだと言っていたのに、「すし」という言葉で完全にスイッチが切り替わったようだ。もちろん佐間太郎は「すし」なんて言うつもりはなかった。それなのに、ついつい恥ずかしさで口が滑ってしまった。

　テンコはそれを聞いた途端「キャッホーイ！」とマリオのように片手をあげてジャンプし、すぐに近くの寿司屋へと走った。

　店に到着しても、彼女は子供のようにはしゃぎ続ける。佐間太郎はねじれブタを小こ脇わきに抱え、こんなつもりじゃなかったのに、とお茶を飲む。

「勢いで言ったとはいえ、この出費は痛い……」

「えー、佐間太郎なんか言った？　ほら、どのイカ食べる？　ねえねえ」

「はぁ……。大将、安いのにしてね」

　佐間太郎とテンコを見て、大将はニッコリと笑う。

「なんだよお前ら、デートで寿す司し屋やか？　しかも昼間っから！　いやあぁ、豪勢だねえ。羨うらやましいねえ！」

　大将の言葉にテンコは反応して、カウンターをバシバシ叩たたきながら叫さけぶ。

「んもー大将ってばデートだなんて！　デートに見えます!?　カッポーに見えますか!?　いやハーン、やだわやだわもう!!　ついでにこのブタも握っちゃって!!」

「え？　お嬢ちゃん、そんな棒状のねじれたブタ見たことないよー！　冗談キツいぜー！　つうかそれ、ねじりハチマキだろ？　俺おれ、頭に巻いちゃうよ!!」

　大将の頭に巻かれるスグル。それを見てテンコはにっこり。

「あらやだお似合い！　それお似合い！」

「そうかい？　そうかい？　ねじれてるかい!?　ねじりきれてるかい!?」

「おほほほほほ！」

「わははははは！」

　なにこの妙なテンション。佐間太郎はポケットから財さい布ふを取り出し、中身を確認する。以前は財布など持っていなかったが、神様になったんだから財布ぐらい、というよくわからない理由で持つようになった。中には二千円。寿司屋、二千円じゃたぶん足りない。

「さあ、ようこそ『お寿司屋カンちゃん』へ！　俺は大将のカンちゃんだ！　なんでも好きな物言ってくんな！　お好みで握るぜ！」

「えーと、大将。とりあえずいいかな」

　佐さ間ま太た郎ろうは気を取り直して注文をすることにした。

「へい！　大将じゃなくて、カンちゃんって呼んでくれな！」

「じゃあカンちゃん。テンコに水。俺おれに塩水。以上」

「はいよ！　水と塩水ー！」

　その時のテンコの顔ってば。

　そんなほのぼのムード（？）を壊すかのように、店のドアが乱暴に開かれた。三人同時に音のしたほうを見るが、そこには誰だれもいない。出口付近のカウンターに座っていた客の姿がきれいに消えていた。

「く、く、食い逃げだあああああ！」

　カンちゃんがそう叫さけぶと同時に、佐間太郎は弾はじかれたようにして立ち上がる。テンコのほうに視線を送り、キリッとした顔で言い放った。

「テンコ、行くぞ！　捕まえるんだ！」

　テンコも言い放った。

「やだぷ」

「やだぷじゃねえよ、食い逃げだっつてんだから、追いかけないと！」

「え───、だってお寿す司しがあああ」

「んなもん後でたらふく飲ましてやるよ！」

「飲ますって今言ったじゃん！　あきらかに水の話じゃん！　あたしはお寿司が！」

「うるさいっ！　カンちゃん、犯人の特徴は!?」

　カンちゃんはねじりハチマキ（スグル）をキュッと締めなおし、男の風ふう貌ぼうを思い出す。

「えー、歳としの頃ころなら三十歳、黒ブチメガネに黒い髪、灰色コートに赤マフラー、ブーツは古くて重そうで、金の時計もしてたっけ！」

「わかった、捕まえてくる！　行くぞテンコ！」

「やだぷうううううう！」

「やだぷじゃねえの！　ほらほら、さっさとしろ！　逃げちゃうだろ！」

　イスにしがみ付き、必死で抵抗するテンコをなんとか引き剝はがして、佐間太郎は外に飛び出す。寿司屋を出るとすぐに商店街だ。灰色のコートを捜して目を凝らす。

「うー、ハマチ……」

「いいからお前も捜せ！」

「はいはい。えーと、どれどれ。あ、発見」

　テンコは灰色のコートの男が、必死で遠くに走っているのを見つけた。

「でかしたっ！」

　佐間太郎はテンコの頭をポンッと叩たたき、そのまま男を追いかけるために走り出す。

　その時のテンコさんの感想です。

「いやね、ちょっとしたことだと思いますよ。頭をポンて叩たたくなんてね。ですがね、でかしたなんて褒められたのなんてどれぐらい振りでしょうか？　ものすごく嬉うれしくてですね。胸の奥がトクン……てしたんですよ。わかりますか、トクン……ですよ。ドキドキとかキュンキュンじゃなくて、トクン……ですよ。この『トクン』の後の『……（余韻）』が大事なんですね。つまり、なんていうのかな、すごくトキめいちゃってですね。その結果が、みなさんご存知の、例のキュピーンですよ」

　テンコさん、ありがとうございました。それでは実際のキュピーンの様子をご覧ください。

「きゃー！　んもー！　たまたろってば、でかしただなんて、ああああ、うきゃきゃきゃきゃ!!　キュッピィイイィイイイイイィイイィンッ!!」

　テンコはそう叫さけぶと、頭から湯気を噴き出し、猛烈なスピードで走り出した。

「お、おい、テンコ！　そんなスピードで走ったら！」

「たいちょぷれす！　テンコそんなスピードでもたいちょぷれす！　ほらほら、こんなにハイスピードでぼごあわわあああわあ!!」

　彼女はうっすらと積もる雪に脚を滑らせ、カーリング選手のようなフォームで灰色コートの男に突っ込んだ。

「ぎゃあああ！」

　男は悲鳴を上げて地面に倒れこむ。どんな状態であれ、捕獲は捕獲だ。佐さ間ま太た郎ろうは男を捕まえるために駆け寄る。

「やい、お前、食い逃げとは……。あれ？」

　男を見ると、灰色のコートは着ていたものの、メガネもかけておらず、マフラーは黒。まったくの別人であることがわかった。しかも手には「ツナピコ」と書いてあるダンボールを持っている。

「はっ！　もしやあなたは、偶然通りかかったツナピコ会社の社長さんでは!?」

　男は服についた雪を手で払いながら言った。

「はい、いかにもわたしは、ここを偶然通りかかったツナピコ会社の社長さんです！」

「しまった、じゃあ犯人は!?」

　振り返ると、灰色のコートの男が遥はるか彼方かなたに走り去っていくのが見えた。これじゃあもう間に合わない。だがしかし、ここであきらめるわけにはいかないのだ。

　なぜなら手柄も取らずに店に戻ったら、「それじゃ食事をば」ってんでテンコに寿す司しをねだられる！　犯人を捕まえてカンちゃんに引き渡し、そのまま色々ごまかしてフェードアウトしなくては、財さい布ふの、いや、人類の危機だ！

「テンコ、あきらめずにダッシュだ！　正義のために走れ！」

　ツナピコ社長にぶつかって、目をグルグル回しているテンコの腕を引っ張り、佐さ間ま太た郎ろうは走った。通行人をかきわけ、やってくる自転車にぶつかり、迷惑そうな目で見られても走り続けた。

　しかし男との距離は縮まらない。それどころか、少しずつ離されてさえいる。

「はぁはぁ、佐間太郎、もうあきらめようよう」

　彼に引っ張られながら、息を切らしてテンコが弱音を吐く。

「うるさい、いいからダッシュだ！」

「もういいよう、お寿す司しもあきらめるよう」

「え、そう？」

　急ブレーキをかけて止まる佐間太郎。そんなことだから仮免なのだ。

　しかし、それと同時に前を走っていた男も動きを止めた。いや、動いてはいるが、その場でバタバタ足踏みをしているようである。

「なんかあの犯人、様子おかしくないか？」

「確かに。どうしたんだろうな？　行ってみるか」

　二人が男に近づいてみれば、なんと彼の脚は地面から数十センチほど離れた状態であった。男は上から糸で釣られたように、身体からだを宙に浮かべている。

「わああ、なんだこれ、ふざけんな、離せええええ！」

　喚わめいてはいるが、本人もなぜそんな状態になっているのか理解できないようだ。

「なにこれ……どういうこと？」

　テンコが言うと、佐間太郎はうむうむと頷うなずく。

「悪いことをしたから、天罰だな」

「天罰って、神様はあんたでしょ？　誰だれがこんなことを？」

　男は散々暴れ続けたが、しばらくすると体力も限界を超え、力尽きるようにして地面にドサッと落ちた。佐間太郎はグッタリしている男に近づき、とりあえず腕を摑つかんでみた。

「えと、つ、つかまえたぞー、わーい」

「お、おめでとー、さまたろー」

　一応そう言ってみたものの、なんでこんなことになったのかまったくわからない。二人は目をパチクリとさせて顔を見合わせる。

「ねえ佐間太郎、これ、どうなってるの？」

　テンコの言葉に何者かが返事をした。

「うーです」

　その時、二人の前に、一人の少女が空から降りてきた。

　頭の上には黄金の輪、背中に純白の羽。薄い布を身体に巻いただけという、冬には珍しい、夏にだって珍しい格好で、素足のまま雪の上にふわりと着地する。

「え……だ、だれ？」

　佐さ間ま太た郎ろうは少女を見て、ゴクリと唾つばを飲んだ。彼女の肌は粉雪のように淡い白で、大きな瞳ひとみは磨かれた鏡のように輝いていた。一番目を引いたのは、絹糸のように繊細な髪の毛だ。太陽の光を反射し、目に痛いほど美しく黄金に光っている。

「うーは、天使です。あなたを手伝いにきました」

　天使、と聞いてテンコの顔がひきつる。なに、天使って？　どういうこと？

「あなた、うーっていう名前なの？」

　そう質問したテンコに、少女はクスッと笑った。

「違います。うーは名前ではありません。うーは、うー」

　よくわからない返事だったが、「うー」という名前ではないらしい。

「じゃあ、きみ、なんて名前？」

　佐間太郎が至極真っ当な質問をする。彼女は自分の髪をゆっくり撫なでながら言った。

「名前なんてありません。必要ありますか？」

　それが彼女との、最初の出会いだった。














第二章　『欠陥天使』








第二章「欠陥天使」







　僕はまだ自分の身に起こった出来事が信じられなかった。

　公園のベンチにお尻しりで座り、白い息を口から吐き出す。それから、自分の身体からだから伸びている、手、脚、を、何度も何度も見つめた。

「あ……あー」

　声を出す。まだ発声になれてないせいか、少し擦かすれている。それでも僕にとってはありがたい。まるで夢みたいだ。僕が人間になるなんて。

　朝のことを思い出す。思い出す、じゃないな。僕はずっとそのことばかり考えていた。夜が終わり、太陽がゆっくりと昇り始め、僕は少しずつ溶け始めていた。直射日光が、僕の身体を容赦なく照らしつける。

　ただの塊のまま、終わってしまうんだと僕は思っていた。せめて、せめて最後にもう一度彼女の……千ち恵え美みと呼ばれた少女の顔が見たかった。

　だけどその願いも叶わないだろう、徐々に街の温度が上がっていくのがわかった。僕は後悔をした。こんなことなら、あの時に声をかけてくれた猫に、塀の上から落としてもらえばよかったんだ。こんなじりじりと、恐ろしくゆっくりと消えてしまうよりはずっとましだった。

　そんなことを思っていると、玄関のドアが開き、千恵美さんが出てきた。パジャマの上にマフラーを巻いて、寒そうに手をこすっている。ああ、よかった。最後に彼女の姿を見ることができて、本当によかった。

　千恵美さんは僕を見つけてにっこりと笑った。

「よしっ」

　彼女はそう言うと、僕の身体を温かい手で撫なで始めた。されるがままになっていると、彼女は少し考えてから一いつ旦たん家の中に戻り、また僕の元へとやってきた。手には二粒のジェリービーンズと細いチョコレートバーを持っている。

　名な残ごり惜しそうにそれを見つめてから、千恵美さんは覚悟を決めて僕の身体に全部を埋め込んだ。

「えへへ。かんせいっ」

　僕にはよくわからなかった。なにが完成したのか。僕がどうなっているのか。

　パジャマのポケットから千恵美さんは携帯電話を出して、カメラ機能を使って僕を写す。

「ほらね、かわいいでしょ？」

　彼女は僕に写真を見せてくれた。液晶には、昨日までただの塊だった僕が、小さな雪ダルマになって写っていた。二つのジェリービーンズが目、チョコレートバーは口。鼻はなかったけれど、彼女はとてもきれいに僕の顔を作ってくれた。

「ばいばいっ」

　そう言って千ち恵え美みさんは、僕にキスをした。もしかしたら、チョコレートバーを一口かじっただけかもしれないけど。

　でもそれは、僕にとっての紛まぎれもないファーストキスだった。短いお別れを言った後に、彼女は家の中に戻る。それからまた僕は、一人きりになった。

　一人になると、さっきまでの高揚感は噓うそのように消えうせた。だけど、彼女の唇の感覚は、まだ熱く残っている。

　幸せだし、不幸だった。せっかく千恵美さんの姿をもう一度見ることができたのに、それにキスだってしたのに。僕は、もうすぐ溶けてしまう。

　そんなのいやだ、もっとこの世界にいたい。

　心の底からそう思った。でもね、僕に心なんてあったんだろうか？　ただの雪の塊に。さっきようやく雪ダルマになった僕に、そんなことを思う心が本当にあるのか。

　太陽の光を遮って、空から影が落ちてきたんだ。

「どうしました？」

　影は僕に声をかけた。それは天使だった。金色の髪をした、少女の天使だったんだ。

「呼びましたか？」

　あまりに突然のことに、僕は言葉を失う。

「ねえ、聞いてるんです。うーを呼びましたか？」

　僕はなんとか言った。

「いえ、呼んではいません」

「そうですか、呼ばれた気がしたんですが」

「あの……僕の言葉、わかるんですか？」

　天使はちょっと意外そうな顔をして答える。

「もちろん。どうしてですか？」

「いえ、動物さんと話したことはあったんですが、人と……人じゃないですね、まさか、天使さんと話せるとは思わなかったもので。というか、天使が本当にいるなんて」

「なるほど。あなた、雪ダルマですよね？」

　天使はそう言って空を見上げた。

「今日の天気だと、もうすぐ溶けてしまいますね」

「はい、溶けてしまいます。せめて動ければいいんですが」

「動きたいんですか？」

「それは、もちろん」

「だったらそう言ってください。すぐそうしますから」

　彼女の言っている意味がわからなかった。僕は雪ダルマだし、動けるわけがない。

「はい、もう動けますよ」

「え？　なにを言ってるんですか、動けるわけ……」

　僕はバランスを崩して塀から落ちそうになる。

「落ちたら壊れますよ。あなたは雪なんですから」

　天使に言われて、慌あわてて塀にしがみつく。しがみつく？　なんで？

「その姿でも、気温が高いと溶けます。なにしろもともとが雪ですからね。なるべく日陰にいるべきですね」

「は、はぁ……」

「それでは」

　あ、あの！　僕の言葉は天使には届かなかった。彼女はあっという間に空の彼方かなたへ飛んでいってしまった。僕は一人、塀にしがみつき、呆ぼう然ぜんとした。しがみついている、ということが信じられなかった。

　僕の視界には、見慣れないものが見えていた。それは僕の思い通りに動き、塀から僕を下ろした。とても不思議な気分だった。見慣れないもの……腕と、脚。

　道路に立ち、地面にあった水みず溜たまりに自分の姿を映す。

　ねえ、信じられるかな。そこに映っていた僕は、人間の姿をしていたんだ。
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『エリート天使ぃいいぃぃ!?』

　一同・驚きよう愕がく。

　以下、一同の内訳。

　佐さ間ま太た郎ろう（驚愕）、テンコ（驚愕）、久く美み子こ（驚愕）、美み佐さ（やや驚愕）、ママさん（全然聞いてなかったけど、みんなが驚いているのでとりあえず驚愕）。

　というわけで、神かみ山やま家の廊下にて、一・同・驚・愕・！

　もちろん一同を驚愕させているのは、例の金髪少女天使である。突如として佐間太郎とテンコの前に現れた彼女は「それでは、ひとまず家に戻りましょう」と言うやいなや二人を置いてさっさと飛んでいってしまった。慌てて家に帰ってみると、家族のみなさんが廊下に集合し、ドアの隙すき間まからリビングのソファに座る彼女を盗み見していたのである。

　佐間太郎も彼女に見つからないように、そっとリビングを覗のぞき、パパさんに「あれ誰だれ？」と聞いた。その答えこそが、さきほどの驚愕の理由である。

「でもオヤジ、なんだよエリート天使ってさ」

「んー？　佐さ間ま太た郎ろう、助すけっ人とが欲しいみたいなこと言ってたでしょ？　だからパパさん、天国から一人呼び寄せちゃったわけ」

「呼び寄せちゃったじゃないですよ!!」

　力強く叫さけんだのはテンコだ。頭から湯気をプシュプシュ出し、パパさんに抗議をする。

「あたしという大天使がありながら、なんであんな小娘を呼び寄せるんですかっ。必要ありません、帰ってもらってください。いらねえよ、あんなの。ね、久く美み子こさん！」

　テンコに言われて、久美子もうんうんと激しく頷うなずいた。

「そうですよ、よりによって、あんなちっこくてかわいらしー天使連れてくることないじゃないですか！　テンコさんみたいな中途半端なバカ天使で十分ですよ！」

「そうそう、中途半端でいいんです、あんないかにも美少女みたいな天使がきたら、あたしの存在意義が……ってうぉい!!　なに言ってんの久美子さん!!」

「なんですかテンコさん、相撲で勝負ですか!?　受けて立ちますよ！」

　その間にニュルッと入って仲裁したのは美み佐さだった。いつもなら二人のケンカを面白がって見る彼女がそんなことをするとは、意外である。

「まぁまぁ二人とも。来ちゃったもんはしょうがないじゃない。追い返すわけにはいかないし。かわいそうでしょー」

「まーそれもそうですけどぉ」

　いかにも納得のいかない様子で、テンコは頰ほおを膨らませる。

「それに、ライバルは多いほうが面白いって、ね？　佐間太郎ってば年下好きだから……」

　美佐の視線は、ソファの天使を舐なめるように動く。天使は、佐間太郎よりも二、三歳年下に見えた。

「んふ。佐間太郎ってば、あれぐらいの女の子には目がないわよねー」

　テンコと久美子は眉まゆをしかめたが、一番反応したのは、ママさんだった。

「なになに!?　佐間太郎ちゃんてばロリのコンなの!?　うう、それはママさんに対する嫌味なのかしらっ!?　母親っていうのはね、どう頑張っても息子より年下になれないイバラの道なわけなのよ!?　やだわ、やだわ、ママさんこんなに佐間太郎ちゃんのこと愛してるっていうのに、なんでそんなロリのコンになっちゃったのぉ!?　うううう、許せない！　あたい、あのロリ天使が許せない!!　大女神として、ブッ潰つぶしてやるうぅうぅう!!」

「いや、待て、俺おれは別に年下が好きなわけじゃないってば!!」

　佐間太郎が反論するが、ママさんはパーなので聞く耳持たずである。

「黙らっしゃい！　ママさんの怖さを見せてあげるわ!!」

　ドアを勢い良く蹴け破やぶり、ママさんはリビングへドスドスと突入した。一同は慌あわてて止めようとするが、既にママさんは少女の目の前に仁に王おう立だちしている。

「ちょっとちょっとぉ～、あんたが新入りの天使なわけ？　佐さ間ま太た郎ろうちゃんに手を出そうたって、そうはいかないんだからねぇ～」

　ペシン、と手首のスナップを最大限に利用し、天使の頭をはたくママさん。廊下の一同は、その手の早さに啞あ然ぜんとする。頭をはたかれた天使は、とくに何の反応も示さずにソファに座ったままだ。

「なっ、なによ！　この大女神様に文句あるっての!?」

　今度は天使のほっぺを指でつまみ、ヌヌヌーンと横に引っ張る。少女の整った顔が一瞬でヘモヘモになるが、それでも無反応だ。

「んんんぅ、なによう！　ママさんのこと無視しちゃって！　ムキー!!」

　怒ったママさんは、つまんでいた頰ほおを上下にゆすったり、ぐるんぐるんとねじったりするが、それでも、やっぱり、彼女はなにも言わなかった。ママさんが手を離すと、つまんだ部分だけが肌が赤くなっているのがわかった。

　少女の頰が痛々しく赤く染まる。それを見たママさんは、徐々に目をうるませ、最終的には天使にガバッと抱きついた。

「わーん！　許してちょうだい！　ちょっとしたデキ心でやったのよー！　決してあなたを傷つけようとしたわけじゃないの！　ご、ごめんなさーい!!　痛かった？　許してね？　悪いママさんを許してねー！　ノーモアドモスティコーバイオレンス！」

　罪悪感。少女が抵抗してこないからこそ、ものすごい反省をしたママさんであった。

　しかし、天使はママさんを押しのけるようにして、身体からだを離す。ママさんは「あう！　拒否!?　許してくれないの!?　裁判!?　家庭内暴力で裁判!?」と泣き崩れた。

　だがそうではない。天使はママさんの肩に手をポンと置き、こう言った。

「ビーナス様がお話をしていらしたので、最後まで聞こうと思い黙っていただけです。誤解を招いてしまったのならば謝罪します。無視をしたわけではありません。いいですか、ビーナス様。神様である佐間太郎様に手を出すなんて、とんでもありません。うーは天使。佐間太郎様は神様。身分が違います。ですから、安心なさってください」

　むしろ、こっちがビーナスなんじゃないの、というぐらい落ち着いた声で少女は言った。大女神のママさんでさえ、うっかり感動してしまう程であった。

「あああああ、ありがとうごじゃりますぅうぅ、ママさんが悪かったですぅうぅ、ごめんねー！　ごめんねー!!　ロリコンちゃんごめんーひんひんひーん！」

　ママさんはそう言いながら、フルパワーの頰ほお擦ずりを延々と繰り返すのであった。
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「なにあれー、ちょっと感じ悪くなーい!?」

　で、ご機嫌ナナメなのはテンコですよ。家にきて五分で、神かみ山やま家の一番めんどくさい人を手なずけてしまったのだから、彼女としては面白くない。テンコの部屋には久く美み子こもやってきていて、お菓子をつまみながらストレス発散をしていた。

「そうなんですよー。なんなんですかの優等生な感じ！　あの子ってば絶対裏でなんか企たくらんでますよ。性格悪いですよ、あれは」

「きっとそうだよね！　なんかこう、実は悪魔！　とかそんなんだよね？　悪魔って性格悪いしねー！　なんか指から変な臭いするし！　さっさと本性現さないかしら!!」

「……ぐすぐす。ごめんなさい」

「なんで久美子さんが泣くの!?　違うの、今はあの子の悪口言ってるんだから、ね、根拠もないのに、けなしてるだけなんだから！」

「うう。は、はい。でも、ママさんもわたしにはいつまで経たってもチョロ美扱いのくせに、ナデナデしたりスリスリしたり、膝ひざの上に乗せたり、胸の谷間に顔埋めさせたり、耳たぶ甘あま嚙がみしたり、ちょっとひいきしすぎです！」

「そうだ！　ママさんは、あの天使をひいきしすぎだー！」

「しすぎだー！」

「あの天使ついほー！」

「ついほー！　……は、どうかと思いますけども。でも、ちょっと、切ないです」

　ベッドの上にゴロンと寝転がるテンコの横に、久美子はそっと座る。

「神山くんはロリのコンではないと思うので、変なことにはならないと思うんですけど。だけど、正直不安です。神山くんてば、神様だけど男の子だから……」

「ただでさえ久美子さんがうざいのに、あんなのまで来たら困っちゃうよ……」

「あの、一応わたし、目の前にいるんで、うざいとかはやめてもらえます？」

「あ、ごめん。でもさー、久美子さん佐さ間ま太た郎ろうのことあきらめないんだもん」

　久美子はベッドに腰を下ろしながら、ンーと背伸びをした。

「だって、神山くんはわたしを救ってくれた人ですから。忘れられないですよ……」

「……けっ」

「それに神山くんは……わたしの……初恋の相手……ですから……きゃっん！」

　顔を赤く染め、いやんいやんと首を振る久美子。テンコはそれを見て「ちっ」とよく響く舌打ちをした。確かに、今佐間太郎と付き合っているのはテンコだが、久美子だってまだあきらめてはいないのだ。油断ならない。

「最悪、埋めるか……」

「テンコさん、今なんて？　ねえ、なんて？」

「あははは、いやいやいや。なんでもないよう。ただ、最悪の場合は久美子さん邪魔だから山かなんかに埋めようかなって思っただけ★」

「ごまかしてください！　思ってても言わないでください！」

「はーい！　わかりましたよーだ。ぷー」

　冗談のように聞こえるが、テンコの部屋のクローゼットにはでっかいスコップがあることを久く美み子こは知らないのであった。
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　一方天国、神様の書斎。イスに深く腰掛けて悩む佐さ間ま太た郎ろうをよそに、パパさんは床に寝転がって漫画雑誌を読んでいた。

「あの、オヤジ、なんでここにいんの？」

「え？　あー、だってさあ、ママさんあの子に夢中になって、全然パパさんの相手してくれないんだもん……。パパさんカナスィー」

「悲しいのはいいんだけどさ……。んで、あの子はなんなんだよ」

「え？　だから、天使だってば。言ったじゃない、エリート天使」

　軽快に『まんがタイム』を読み進めるパパさんに、佐間太郎は呆あきれた調子で続ける。

「エリートってなに？　天使って専門学校でもあんの？」

「えー。ないけど。出来がいいからエリートかなあって。パパさんも、よくわかんないんだよね」

「オヤジさあ、大神様だろ？　よくわかんないってなんだよ」

「しょうがないじゃん、神様にだってわからないことはいっぱいあるんだもーん」

　ゴロンゴロンと床を転がるパパさん。調子に乗りすぎて、ガコッと足の親指を机のカドにぶつけ、悶もん絶ぜつしている。本来神様、女神様、天使などは物質的な痛みを感じることはないが、ママさんに放置されている心のダメージが反映されたのであろう。

「急にメンバー増やされても困るんだよね。こっちも事情あるんだし」

「いつつつ……親指、熱くなってる、熱く……」

「テンコもヘソ曲げるし、めんどくさいよ」

「熱いよ……。でもねでもね、佐間太郎だって言ってたじゃない。助すけっ人と欲しいって」

「言ったっけ、そんなこと」

「言ってなかったっけ？」

「とにかく、俺おれがあの子を説得する。帰ってもらうからな」

「ふぅーん、まあ佐間太郎は神様なんだから、好きにしたらー？」

「好きにしてやるっ」

　佐間太郎は書斎のドアを開け、雲の上をフワフワと歩き、地上へ通じる天国の扉へ向かった。ノブを回せば、すぐに目の前が佐間太郎の部屋である。以前「天国への扉」はパパさんとママさんの寝室に置かれていたのだが、今は彼の部屋の壁に立てかけてある。

　廊下を抜け階段へ向かう途中、美み佐さが自分の部屋のドアから顔だけ出して、ニヤニヤとしているのが見えた。

「ふふふ。どうしたの佐さ間ま太た郎ろうくん」

「帰ってもらうの。あの子に」

「あらそーあらそー。もったいないわねえ、せっかくの美少女だのにーなーぜー♪」

「そんなの関係ない。これ以上人増やしたらややこしくなるし」

　美佐の顔を押し込むようにして彼女の部屋のドアを閉め、階段を下りる。一階にくると、メメがオレンジジュースを手に持ってトコトコと歩いてた。

「お兄ちゃん」

　コップに挿してあるストローをくわえながら、彼女は言った。

「な、なんだよ」

「モテモテじゃんね」

「だからそういうんじゃないってば」

「ふーん……。でも、テンコと久く美み子こお姉ちゃん、さっき二人で相撲取った後に部屋に閉じこもってブーブー言ってたよ」

「結局取ったのかよ、相撲……」

「ま、ほどほどにしとけよ、な」

　テテテテと階段をのぼり自室へ向かうメメの背中に、佐間太郎は「だからそういうんじゃないからなー！」と念を押した。

「はぁ、面倒くさいなあもう」

　リビングのドアを開けると、ママさんが天使の少女を抱きしめ、テレビを見ていた。抱き枕まくらとかヌイグルミとか、そんな感覚で扱っているみたいだ。

「なあおふくろ。その子にちょっと用事があるんだけど」

「な、なによ佐間太郎ちゃん！　この子をママさんから奪うの!?　がるるる」

「いや、そうじゃないんだけどね。ちょっとね」

「はっ!?　まさかこの子と浮うわ気き!?　きゃああ、許せない！　ママさん、許せない!!　いっそ佐間太郎ちゃんと一緒に死ぬしか！」

　ギャーギャー騒ぐママさんの唇に、天使の少女は指先をピタッと当てた。

「ビーナス様。神様がうーに用があるみたいですので、失礼致します」

　人差し指で口を塞ふさがれたママさんは、少女の凛りんとした態度に息をのみ、黙ったままコクリと頷うなずく。まるでなにか魔法を使ったようにも見えた。

「お話があるなら、二階に参りましょう。いいですか、神様」

「う、うん」

　佐さ間ま太た郎ろうは少女の迫力に押され、これまた素直に頷うなずくのだった。
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「なんですか、この壁は……」

　佐間太郎の部屋に着くと、天使は不思議そうに言った。そう、彼の部屋の真ん中には、あきらかに不自然な感じでベニヤ板のツギハギで作られた壁が存在しているのだ。

　日曜大工以下のクオリティのそれは、六畳の部屋を無理やり半分にセパレートするために作られたものだった。もともとここは佐間太郎の部屋であるが、実は久く美み子この部屋でもある。ベニヤ板で部屋を分割し、向こう側で彼女が生活をしているのだ。

　板には一箇所だけ、ネズミが壁に作るような半円の穴が開いており、久美子は四よつん這ばいになって出入りをする。

　このような構造になったのには色々な理由があるわけだが、佐間太郎は天使に一言でそれを説明した。

「ま、色々あったんだよね」

　便利な言葉である。

「そうですか、色々あったんですね」












　天使も納得。物分かりが良いというよりは、あまり興味がないみたいだ。

「でね、きみには申し訳ないんだけどさ、なんて言うのかな、もう十分メンバー足りてるから、帰って欲しいんだよね」

　ベッドに天使を座らせ、佐さ間ま太た郎ろうは単刀直入に切り出した。

「テンコもヤキモチ焼くしさ。その、ほら、ややこしくなるだろ？　だから本当にごめんなんだけど、帰ってくれるかな」

「それはできません」

　しかし天使は、まったく臆おくすることなく返事をした。

「うーは大神様の命令でやってきました。ですから、帰るわけにはいかないのです」

「いや、そうだろうけど……。オヤジには俺おれから言っておくから。ね？」

「いいえ。実は先日から神様の仕事を拝見させて頂いていたのですが、非効率的です。無駄が多すぎます。そもそも、テンコ様が役に立っているようには見えないのです。逆に足を引っ張っておられるようです。うーのほうが仕事を円滑に進ませることができます。それはおわかりですか？」

　寿す司し屋やで食い逃げ犯を捕まえた時のことを思い出す。この天使は不思議な力を使って犯人を宙に浮かべ、あっという間に捕まえてしまった。それに比べてテンコは、無実の社長に体当たりをしただけだ。

「まあ確かにそうなんだけどさ……」

「うーは忠実です。テンコ様のように反抗したりもしません。お気に召しませんか？」

　佐間太郎は、落ち着いて、色々な要素を踏まえた上で判断する。考えれば考えるほど、テンコよりも彼女のほうが役立つという結論になってしまう。

「いやでもね、うん、テンコでいいんだよ。確かに役には立たないけど、気が楽だし」

「うーに気を使うことはありません。神様のお好きなようになさってください」

「そうなんだろうけど……」

　天使の言うことは正論だった。しかし、正論だけがいつも正しいわけではない。それを上う手まく言葉にして説明できないことがもどかしかった。

「ねえ、さまたろ……」

　その時、ドアが開きテンコが部屋を覗のぞき込んだ。部屋の中には天使と佐間太郎の二人きり。彼女は当然のように頭から湯気を噴き出し、うわああと叫さけんだ。

「まさかとは思ってたけど、もう部屋に連れ込んでんの!?　なに考えてるのよ!!」

「待て、そうじゃない、誤解だ、ちょっと話をだな！」

「うるさーい！　佐間太郎の浮うわ気き者！　佐間太郎のバカ！　佐間太郎のカメ虫!!　嫌い嫌い嫌い大嫌いー!!　ぽかぽかぽかぽか！」

　ぽかぽかぽか、というかわいらしい音とは裏腹に、みぞおちに拳こぶしを的確に入れていくテンコ。佐さ間ま太た郎ろうは「うぉっ」とリアルにうめき、床に倒れる。

「なにすんだよ、本当に誤解なんだってば……」

「じゃあこの子に聞いてみる!!　ねえあんた、佐間太郎に連れ込まれたんでしょ!?」

　天使は金色の髪の毛をサッと手で払うと、冷静に言った。

「ではこうしましょう。うーとテンコ様、どちらが神様のパートナーとして相応ふさわしいかをハッキリさせるんです。そうすれば、うーを追い返す気になんてならないはずです」

　予想外の話をされて、テンコは目をパチクリとさせる。

「ほへ……。ぱ、ぱーとなーって、恋人、って、ことけ？　どっちが恋人に相応しいかって話け!?　うああああ、負けないけん、あたし、こんなちっちゃい子に負けないですけん!!　受けて立っちまいますからねええええ!!」

「はい。ではテンコ様が了承してくださったので、決定です。神様もよろしいですね？」

　天使は立ち上がり、佐間太郎の目を真まっ直すぐ見つめて言った。反論の余地はない。反論したかったけど、できなかった。そんな勝負、テンコが負けるに決まっているのに。それでも文句は言えなかった。

「う、うん」

「ではうーは街を見回ってきます。失礼します」

「え？　いやその、ほら、やっぱ無し！　そうじゃなくて…………えと、ねえ!!」

　佐間太郎は彼女の名を呼ぼうとしたが、それが存在しないことを思い出し口ごもってしまった。その間に天使は、ドアを勢い良く閉め、部屋を出ていってしまう。

「んきぃ、なにあの子！　本当に嫌なやつ!!　あたしと勝負なんて、良い度胸してるじゃない!!　やってやんよー!!」

「テンコ……お前、勝てると思ってんのか？」

「はっ!?　佐間太郎までそんなことを!!　勝てるに決まってるじゃない！　なにしろあたしは、大天使なのよ！　きゅんきゅん!!」

「果たしてそれはどうかな」

　二人しかいないはずの部屋に、声が響いた。二人は部屋を見回すが、誰だれもいない。

「誰だ!?　どこにいる!?」

「ここです」

　ドア。ドアに挟まった、ねじれた棒状のなにか。

「あ、スグル」

　天使が出ていった時、ちょうど部屋に入ってこよーかなーっと思っていたスグルは、閉まるドアに挟まれてしまったのであった。棒状のままで。

「あんた、今までどこにいたのよ！　役立たず!!」

「テンコよ、それはないのではないかね。ねえ。とりあえず、私をここから出したまえ。身動きが一切取れないのだ」

「あー！　面倒くさいブタだわね!!」

　棒のはしっこを（たぶん頭）を手で摑つかみ、グイッとスグルを引っこ抜いた。

「なあスグル、あの子がなんなのか教えろよ」

「はい、佐さ間ま太た郎ろう様。寿す司し屋やに放置されたものの、すっかりハチマキとして馴な染じんでいた、このスグルめが説明させて頂きます。彼女は少し前に天国にやってきた天使なわけですが、様々な能力が使える、エリート天使でございます。ですが細かいことはスグルめにもわかりません。知っているのは大神様だけでございます」

「オヤジか。全然話してくれないからなあ、オヤジは……」

　佐間太郎は今までに、パパさんに色々なことを聞いてきた。しかしいつも話をはぐらかされてしまい、真相は闇やみの中だ。

「どうして名前がないんだよ。呼びにくいったらありゃしない」

「それもわかりません。しかし確かに名前がないのは不便です。そこで、スグルが彼女の名前を考えました。このような名前はいかがでしょうか？」

　スグルは棒状のまま、静かに言う。

「天使だから、テンコ、というのは」

「それいいな」

　佐間太郎、即同意。もちろんテンコは棒状のスグルを蹴けっ飛ばし、文句を言った。

「なに考えてんのよ！　あたしがテンコでしょ！　テンコは二人もいらないの！」

「いやでもテンコ。天使だからテンコ、というのは納得がいくぞ」

　冷静に答える佐間太郎に、彼女は鼻息を荒くする。

「そりゃね！　他ほかにテンコがいなけりゃ納得はするけど、既にあたしがそうだから！　かぶってるから！　二人もテンコいたらややこしいから!!」

「じゃあ、お前がテンコ二号で、あの子がテンコっていうのは？」

「なんで最初のあたしが二号なのよ！　おかしいでしょー、普通に考えておかしいでしょー！　つけるなら他の名前にしなさいよ！　せめて、あっちを二号にしなさい！」

「では、こんなのはいかがでしょうか？」

　棒状のスグルは、蹴られた勢いでベニヤの板に突き刺さりながら提案する。

「天使だから、アンジェラ、というのは？」

「それいいな」

　佐間太郎、即同意。しかもニヤけ顔で。もちろんテンコは壁に刺さったスグルを、ガンガン叩たたきながら反論する。

「ちょっと待ってよ！　なんであたしがテンコで、あいつがアンジェラなのよ！　なんかこう、力の入れ方が違わない？　そっちのほうが素敵っぽくない？　あたしの名前、比べたらすごい適当じゃない!?」

「でもさあ、お前は『テンコっ！』って感じだけど、あの子は『……アンジェラ♥』って感じなんだよなあ。ぴったりだ」

「納得いかないんですけど!!　ニュアンス的な話に納得いかないんですけど！」

　テンコに叩たたかれたことにより、壁の向こう側まで身体からだ半分突き抜け、ちょっとしたコートかけみたいになったスグルが言った。

「では、アンジェラで決定ということで。よろしいですね」

「うん、問題ない」

　というわけで、多数決により彼女の名前はアンジェラとなった。

「なによアンジェラって。ガマ親分とか、ギニョさんでいいじゃない……」

　不満そうにテンコは言うが、多数決、民主主義なのだから仕方がない。

「じゃあさっそく名前ができたことをあの子に伝えよう」

　佐さ間ま太た郎ろうは心の声を使って、アンジェラに報告しようとした。しかし、いくら呼びかけても彼女からの返事はない。おかしいなと思っていると、スグルが付け足した。

「佐間太郎様。アンジェラは様々な力を持っているのですが、使えない力もあるのです」

「なによ、それは……」

　興奮気味にテンコが口を挟む。

「アンジェラは、心の声が使えないのです」

　神かみ山やま家の全員が使うことのできる「心の声」。テンコだって使える。それを、優秀な天使であるアンジェラは使うことができないのだ。

「な、なんで？」

　佐間太郎の疑問に、スグルはため息混じりで答える。

「さあ、わかりません。なぜでしょうか？　もしかして閉ざしているのかもしれません」

「閉ざしているって？」

　次に聞いたのはテンコだ。スグルは少し考えてから、こう言った。

「心を、です」
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　その頃ころアンジェラと名づけられた天使は、上空から菊きく本もと町を眺めていた。飛んでいる時に何人かの人間に姿を見られたものの、彼らが「えっ？」と思って目をこすっている間に過ぎ去っていたので、正体がバレたりはしなかった。そもそも「天使が飛んでるのを見た」と言って、信じる人間なんていないだろう。

　街を歩く人々の顔は暗く、誰だれもが悩みを抱えていることがすぐにわかる。

「こんなに不幸せな人間ばかりじゃ、救っても救ってもキリがないですね」

　なにか効率的な方法はないかと考えるが、一人の人間を見つけてそれを止やめた。正確には人間ではない、アンジェラが人間にした雪ダルマだ。彼は昼下がりの街を、陽ひの当たらない裏路地を選んで歩いていた。彼女は気き紛まぐれに彼の前に降り立つ。

「あ！　天使さん！」

「元気そうですね。もう溶けていたかと思ってました」

　嫌味ではなくアンジェラは言った。雪ダルマは少し申し訳なさそうに返事をする。

「はい、まだ溶けていません。なるべく寒い場所を選んで歩いてますからね。でもこの街はどこに行ってもエアコンが利きいていて、暖かいんです。僕には生き難にくい場所です」

「寒い冬なんて過去の話です」

「そうなんでしょうけどね。なんだか、変ですよね」

「そうでしょうか？」

「まあその、別にいいんですけど」

　北風が吹き、二人の身体からだを冷やす。雪ダルマは気持ち良さそうに目を細めた。

「そうだ、天使さんのお名前を聞きたかったんですが、いいですか？」

「名前はありません。そんなものは必要ありませんから。あなたにも名前は必要ないですよね。いずれ溶けてしまうわけですから」

　雪ダルマは困ったような顔をした。

「それはそうなんですが……。はぁ、まあ、そうですね。どうせ僕は近い内に溶けてしまうでしょうし、そうなればあなたに会うこともない」

「そういうことです」

「あ、そうだ。この服も、ありがとうございました。とても快適です」

　雪ダルマは人間の姿になった時に、洋服もあつらえてもらっていた。コート、シャツ、ズボン、帽子、どれも厚手で、日差しから身を守ってくれるようにできていた。

「人間の姿に変えて、服を与えないわけにはいかないですからね」

「ありがとうございます……」

　言葉とは裏腹に、雪ダルマの表情は暗い。アンジェラはそれが気になった。心配ということではなく、天使の仕事として、だ。

「どうかしましたか？」

「あ。はい、その、僕を作ってくれた女の子に……千ち恵え美みさんていうんですけど、お礼をしたいんですよ。でも、急に出ていって、ありがとうございます、あなたに作って頂いた雪ダルマです、なんて言ったら変ですよね？」

「それは変でしょうね。頭がおかしいと思われます」

「だから困ってるんです。せめてお礼ぐらいはと思うんですけどね」

「いけません」

「はい？」

「あなたを人間にしました。ですから、それ以上は願いを叶える気はありません。だってそうでしょう？　同じ人の願いばかり叶えていたら、平等ではありません」

「いえいえ、そうではありません。催促をしたわけではないのです。ただ、それが気になっているというだけです」

「なるほど」

　アンジェラは、もう雪ダルマとなにも話すことはないと判断したようだった。彼もそれを察していたので、話を切り上げることにする。

「本当にありがとうございました。僕なりに、なんとかやってみます」

「いずれ溶けてしまうんだから、悔いのないように」

「ありがとうございます。それでは失礼します」

　背中を丸めた雪ダルマは、日陰を選んで小走りに去る。

　アンジェラは小さくアクビをしてから、羽を動かして空へ舞い上がった。
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　佐さ間ま太た郎ろうとテンコがアンジェラを捜しに外に出ると、バイクに乗って出前をするカンちゃんに出会った。

「よお、さっきはありがとなっ」

「いやいやーあたしは当然のことをしたまでですからー。えへへ」

　なにもしてないテンコがニッコリと笑い、佐間太郎がため息をつく。そしてスグルは、またハチマキ代わりにされやしないかと怯おびえ、テンコのポケットの中にそっと逃げ込んだ。

「カンちゃんて大将なんでしょ？　一番偉いんでしょ？　なのに出前？」

　テンコの質問に、彼は鼻の下を指でこすって答える。

「大将だけど、俺おれはまだまだ新米だからな。出前でも掃除でもなんでもやるんだよ」

「その間店はどうするの？」

「うちのオヤジに任せてある！　引退するからって俺が店を引き継いだのに、本当はまだまだ握りたいんだなあ、きっと」

　カンちゃんの言葉に、テンコはホホウと声を上げた。

「なるほどね、どこも同じってことね」

「ん？　同じってどういうことだ？」

「ううん、なんでもないの」

「まあいいや。どっか行くなら乗ってくかい？」

　佐さ間ま太た郎ろうは「うん、のるのるー」と軽く返事をして、荷台の上に跨またがってしまった。

「ちょっと佐間太郎！　いいの？　そんなことして……」

「いや……うん。よかないんだけど……。あれ？　あれれ？」

「なに？」

「昔も、こんなことなかったっけ？」

　彼にそう言われ、テンコははっとした。確かに、以前にもこんなことをした記憶がある。寿す司し屋やのカンちゃんにだって、今日会ったのは初めてではないかもしれない。

「うーん、どういうことかしら……。デジャブ？」

　などと考え込んでいると、佐間太郎は急にバイクから離れ一目散に走り出した。

「ちょっと、佐間太郎!?　どしたの!?」

　声をかけても返事をしない。慌あわててテンコも後を追う。

「おーい、二人とも、そんな慌ててどうしたー？」

「わかんなーい、またねーカンちゃーん!!」

　佐間太郎を追いながら、心の声を使って彼に話しかける。

『急にどうしたの!?　あの天使でも見つけたの？』

『違う！　昨日の、ほら、屋上の男の子いただろ？』

『屋上の？　ああ、あの天体観測の？　うん。彼がどうかしたの？』

『いまそこの道を通ったんだけど、顔が傷だらけだったんだ』

　それを聞いて、テンコも走るスピードを上げた。もしかしてケンカ？　それともイジメ？　何度か角を曲がった後に、佐間太郎は急にピタッと止まる。テンコは彼の背中にぶつかり、尻しり餅もちをついた。

「いてて……。止まる時は止まるって言ってよね……」

「いや、あいつ、薬局に入って行ったんだ。どうしたんだろうな」

　電柱に隠れ薬局を覗のぞく二人の背後から声が聞こえる。

「気になるなら調べればいいだけです」

　振り返ると、いつの間にかアンジェラが立ってこっちを見ていた。

「突然失礼します。上から見つけたんですが、走り出したものだから声をかけるタイミングがなかなか……。それで、彼ですよね？　気になるなら、彼について調べましょう。暴力を受けているかどうかを調べるなんて簡単なことです」

　いとも簡単に言ってのけるアンジェラに、テンコはムッと頰ほおを膨らます。

「そんなこと言って、どうやって調べるっていうのよ？」

「簡単です。彼の通っている学校に生徒として潜入すればいいだけです」

「潜入たって、見慣れないやつが校内にいたら教師に怪しまれるだろ？」

　佐間太郎も文句を言うが、彼女はまったく動じずに、なにを言っているんだろうというふうに答える。

「ですから、怪しまれないようにすればいいだけです」

「だから、どうやって？」

「転入生として学校に行けばいいんです。書類を書き換えるぐらい簡単です」

　あっさりとアンジェラは言ったが、佐さ間ま太た郎ろうとテンコにはそんなことは到底無理に思えた。なにか特別な力を使わなければ、できっこない。

「しばらくお待ちください。……はい、完了です」

　アンジェラは一瞬目を閉じた後に、そう言ったのだ。もう、問題はありません、と。

「では今日はこれくらいにしましょう。初日ですし、あまり深入りはしないことです。覗のぞいているのがバレたらつまらないですし。それに……」

「ちょっと待ってよ、完了って、ねえ、どういうことなの？」

　まだ状況を理解できないテンコに、アンジェラはため息をつく。

「ですから、書き換えたんです。さっき、書類を」

「どうやって？」

　神様である佐間太郎でさえ、そんな力は持っていない。なぜいち天使の彼女に、不思議な力があるのか彼は純粋な疑問として聞いてみた。

　しかしアンジェラは興味なさそうに言う。

「わかりません。できるんです。それだけです」

　はぁー、そうっすか。と、佐間太郎とテンコは声をそろえて言った。この天使、只ただ者ものじゃない。心の中でそう思う。

「それでは帰りましょう。実は、本当に申し訳ないのですが、うー、ちょっと、あれなんです。ちょっとっていうか、ものすごく、あれなんです」

　ここにきて、初めてアンジェラが言葉を濁す。もちろんテンコは気になってそれを突っついた。

「あれって、なによ」

「神様やテンコ様の前で言うのも申し訳ないのですが……」

　彼女はそう言って、大きなアクビをした。

「眠いんです。もーれつに……。あ」

　と、今度はそのまま目を閉じ、地面に倒れそうになる。佐間太郎が咄とつ嗟さに身体からだを抱きかかえると、彼女はもう腕の中でスヤスヤと気持ち良さそうな寝息を立てて眠っていた。

　その寝顔は純粋な子供のように、まったく穢けがれのないものだった。佐間太郎が思わずニヤッとすると、テンコはもちろん彼の頭を引っぱたいた。落ちてた石で。
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　さて、神かみ山やま家に帰ってきた一同ではあるが、問題はどこに彼女を寝かせるかである。

　一同はリビングに集まり「神山家家族会議」を開催することにした。まずママさんの主張はこうだ。

「この子はママさんと一緒に寝るの！　だってかわいいじゃない！　それがダメなら、佐さ間ま太た郎ろうちゃんがママさんと一緒に寝て？　ママさんの胸、枕まくらにしていいのよ？」

　却下。続いて美み佐さ。

「佐間太郎が一緒に寝ればいいじゃん。だってその子天使なんでしょ？　なんでも言うこと聞いてくれそうだし。へへへ、きっと手とかつないで寝てくれるわよ？　ほらほら！　あんたの中の獣がむっくりと目を覚まそ（却下）」

　久く美み子こは進んで手を挙げてくる。

「はいはい！　わたしの部屋……部屋じゃないですね。神山くんとはんぶんこだから。えーと、わたしのスペースがいいと思います。ほら、結構わたしってば面倒見がいいから、かわいがってあげますよ！」

　と笑顔で言う久美子であったが、ガビョウ的なものを手に持っていたので、いじめられる可能性があるので却下。彼女もアンジェラに対抗意識を持っているのだ。

　メメはうーむと考えた後に、ポンと手を打って言った。

「テンコの部屋でいいじゃない。天使同士だし」

　しかしこれにはテンコが猛反対した。

「やだやだやだ！　だってあの子、あたしに宣戦布告してきたのよ!?　なんで同じ部屋で寝なくちゃいけないのよ！」

「そういうことでしたらこのスグルめが……」

　棒状のまま宙に浮かんでいるスグルは、鼻息を荒くし、さらにプルプルと小刻みに震えながら言った。テンコはそれをペシッと叩たたき落として却下した。そしてグリグリ踏んだ。

「そもそもブタに部屋、ないでしょ。いつも適当な場所で寝てるじゃない。廊下とか」

「う。そ、そうですが……」

　パパさんは神様の書斎でまだ漫画を読んでいるので、この議論には参加していない。ちなみに、みんながああだこうだ言ってる間、アンジェラはずっと佐間太郎に抱きかかえられて眠っている。彼の腕の中でスウスウいってる天使を見て、テンコの機嫌は悪くなる一方だ。あたしだってお姫様抱っことかしてもらえないのに、なんでこの若造が！　コワッパが！　という気持ちでいっぱいなのである。

「わかった、じゃあこうしよう」

　答えの見えない会議に、佐間太郎が結論を述べた。

「アンジェラは、俺おれのベッドで眠る」

「へんたあああああああああい!!」

　テンコのハイキックと、久く美み子この投げたガビョウが佐さ間ま太た郎ろうに同時に炸さく裂れつする。良い子のみんなは真ま似ねしてはいけない。神様だからキックとかガビョウが大丈夫なのだ。

「いてえな！　違うよ、この子は俺おれのベッドで寝るけど、俺は一緒に寝ない。書斎があるだろ？　あそこで寝る」

「ふふふ、そういうことでしたら……」

　不適に笑いながら床に落ちたガビョウを回収する久美子に、彼は言う。

「一応言っておくけどね、アンジェラの靴にガビョウを入れようとしても無駄だからね、あいつ常に裸足はだしだから」

「しまったあああああああああ、って、いたいいいいいいい!!」

　両手にガビョウを持ったまま頭を抱えた久美子。コメカミにガビョウを突き刺してしまい、それ以降、ちょっと無口になった。

「じゃあ俺はこいつを寝かせてくるから」

　多少のブーイングを背に受けつつ、佐間太郎は自室にアンジェラを運び、ベッドに丁寧に寝かせた。まだ彼女がやってきてから僅わずかしか経たっていないのに、この騒ぎだ。これからどうなるんだろう。

　彼は深いため息をつき、部屋の電気を消した。
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　あっという間の一日だった。テンコは膨れるし、久美子はずっとコメカミの痛みを訴えてるし、スグルは棒状だし、ママさんは佐間太郎が自分と寝てくれないことに腹を立てるし、美み佐さは寝てるアンジェラの服を脱がせようとするし、メメは……とくになにもしてないけど、とにかく大変だったのだ。

　夕食を終え、みんながお風ふ呂ろに入ってもアンジェラは眠ったままだった。初めて神様と対話したり、女神や他ほかの天使と触れ合ったことに疲労したのだろうか？

　家族のみなさんは寝る時間となり、それぞれの部屋に入っていく。漫画を読んでいたパパさんも、大人しく書斎からママさんとの寝室へ戻った。

　佐間太郎は久美子に「アンジェラのこといじめないでね」と念を押してから、天国への扉を使って神様の書斎へと移動する。

　書斎の窓を開けると、冷たい風が吹き込んでくる。外は真っ暗で、月の光だけがぼんやりと辺りを照らしていた。

　イスに座り、息を吐きながら背伸びをする。神様として仕事を始めて以来、こんなに疲れたことはなかった。机の上で絶えず回転している小さな地球を眺めながら、とりあえず布団ふとんとかないけど、どうしよう俺おれ……と悩む。

「あ、そういえば……」

　彼は机の引き出しを開けると、小さな木箱を取り出した。片手に乗る程の木箱は、大神様であるパパさんからの贈り物だ。

『佐さ間ま太た郎ろう。神様の仕事をしていて、もし困ったことがあったら、どうしても自分の力じゃ問題を解決できないと思ったら。本当に緊急の時だけ、これを使いなさい』

　神様の仕事の初日、家族の誰だれにも内緒でパパさんはそれを佐間太郎に渡したのだった。

　今まで気にしなかったが、意識しだすとその中身がなんなのかものすごく気になってくる。開けたい。開けまくりたい。だが今は緊急でもないし、困ってもいない。でも中は見たい。あのパパさんが、自分になにを渡してくれたのか知りたくてしょうがない。

　佐間太郎は辺りをキョロキョロして、誰も見ていないことを確認してから、自分にだけ聞こえる小さな声で言った。

「あー、眠たいのに布団がないぞー、困ったなあ、これは緊急事態だあ、箱を開けるしかないぞぉー。……よし」

　なにが「よし」なのかわからないが、自分に対する言い訳なのだ。彼は机の上に箱を置き、慎重に、ゆっくりとフタを開けた。大事な割には鍵かぎなどもないその箱は、パコッという気持ちの良い音と共に、あっさりと開く。

「う」

　それを見て、佐間太郎は驚きよう愕がくした。

「こ……これ……爆弾!?」

　箱の中には綿のようなものでクッションが作られており、その中心に小型の爆弾が収納されていた。しかもその爆弾には張り紙が貼はられ、パパさんの手書きで『全人類消滅爆弾。この爆弾を使うと、人類が消滅します。一いち網もう打だ尽じんです。木こっ端ぱ微み塵じんですふふ』とあった。

「あぶねえ！　あぶねえよ、却下だ、却下!!」

　慌あわててフタをし、見なかったことにして引き出しの中にしまう。

「オヤジのやろう、なんてあぶなっかしいもんを気楽に渡してくれたんだ……」

　全人類が消滅て。そんな物騒なもの、緊急の時にだって使えるわけがない。

「俺は開けてない。あんなもん開けてない。中になにが入ってるかなんて知らない！」

　佐間太郎は自分に言い聞かせるようにして、床に寝転がった。

「布団ないけど、しょうがない。このまま寝るかぁ」

　普段着ているコートを毛布代わりに身体からだにかけ、目を閉じる。床の冷たさが身体に伝わり、身震いしてきたが、自分で決めたことだから仕方がない。

「はぁ、俺一応神様なんだけどなぁ……」

　ぶつぶつと文句を言っていたが、いつの間にか眠ってしまったのであった。
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「はっ!!」

　真夜中、佐さ間ま太た郎ろうは目を覚ました。何者かが近くにいる気配を感じたのだ。起き上がろうとして床に手を付くと、そこには床とは別のものの感触があった。冷たくて硬いものでない、温かくて柔らかいものだ。

「まさか女性の胸か！」

　さすが、この手のお色気ハプニングに慣れている佐間太郎である。とりあえずどんな状態でも「あったかくて柔らかいものを触ったら、女の子の胸だと思え」ということを忘れてはいない。月明かりの中で手を付いた場所を見ると、まんまと女性の胸であった。

「なんでえええええええおっぱいいいいい!!」

　わかっていたのに驚く。心構えができていても、びっくりしてしまう時はしてしまうのだ。ダッシュで壁まで移動し、電気のスイッチを入れる。

「げ……アンジェラ……」

　彼が今まで眠っていた場所には、いつの間にか上下の白い下着だけをつけた姿のアンジェラが横たわっていた。しかも、目をパッチリと見開き、驚く佐間太郎を見ている。

「はい、神様。神様が触ったのは、確かにうーの胸です」

「あわわわわわ、違うぞ、触ろうと思って触ったわけじゃないからな！　そういうんじゃなくて、偶然だからな！」

　彼女はゆっくりと身体からだを起こし、顔にかかった髪の毛を手で払った。

「いえ、もし胸が触りたいのであれば、ご自由にどうぞ。うーは天使。神様の僕しもべです」

「し、しもべったってよう！　胸とかそういうのは無しだろがよう！」

「いえいえ、胸だからといったことではなく、神様のお望みであれば、なんでもするということです」

「……マジで？」

「はい」

「いやいや、いかんよ！　そういうのはいかんよ……でもちょっとパンツ見せて？」

「はい」

　アンジェラは立ち上がると、なんの抵抗もなく後ろを向いてお尻しりをツンと彼のほうに向けた。

「わああああああ、冗談だってば！　冗談!!　えと、前も見せて？」

「はい」

　今度はくるっと回って前からショーツを見せる。おへその下、下着のフチの部分に小さなリボンがあしらってあった。

「……………………ふっ、リボンか」

「リボンかじゃないっ!!」

「ぐああああああああ!!」

　もちろん超音速で佐さ間ま太た郎ろうにキックを浴びせたのは、テンコである。なんだか今日は眠れないわねーと思っていた彼女の元に、天国から「おっぱいいいいい」なる悲鳴が聞こえてきたので、慌あわててやってきたらこの様ざまだ。そりゃキックキックである。

「あんた、なにしてんのよ！　やっぱりいきなり浮うわ気きなのね!?」

「ち、違う！　一応確認だ、確認！　下着姿っぽかったから、本当に下着なのかな、っていう確認だろ！　下着じゃなかったら驚き損じゃないか!!」

「そんな確認いらない！　どっからどう見ても下着でしょ!!　てか、あんたもなんで下着しか着てないのよ!!」

　アンジェラは目の前で繰り広げられる修しゆ羅ら場ばを無関心に見ていたが、テンコに言われて素直に答える。

「はい。少し前に目を覚ましたのですが、部屋にメメ様がやってまいりまして、うーに『お兄ちゃんと一緒に寝てあげてね。寂しがり屋さんだから』とおっしゃいました。そこで天国の扉を使ってここに来ようと思ったわけですが、美み佐さ様が下着を持っていらっしゃいまして『あいつ、こういうロリのコンな下着が好きだから喜ぶよ』と。美佐様とメメ様は『くふふ』と笑ってお部屋にお戻りになられました。うーは女神様たちの命令に従い、こうして下着姿でやってきて、添い寝をさせて頂いておりました」

「そうか、俺おれは悪くなかったんだ！　姉ちゃんとメメの罠わなにハメられたってわけか！　ちくしょう、純粋な俺の心をもてあそびぐおあええああ！」

　完全に被害者面づらをしようとした佐間太郎の首を、テンコはグギギとしめる。

「あんたねえ、あの子をクルクル回してパンツを後ろから前から見てたくせに、よく言うわよねえ!!」

「だから、あれは、一応の、確認、だってばぁ……ぐるぢぃ」

「そんな確認いらん！」

「えと、ひとつお伺いしたいのですが」

　アンジェラの質問に、テンコはようやく手の力を緩める。

「なによ」

「さきほど神様が『アンジェラ』とおっしゃいましたが、それは？」

　顔を赤紫にした佐間太郎が、呼吸を整えながら答えた。

「いや、きみって名前無いんだろ？　だから、みんなでつけたんだよ。アンジェラって」

「うーに名前は必要ありません」

「そういうわけにはいかないだろ？　呼ぶ時に困るし。だから、アンジェラだよ」

「アンジェラ……」

　アンジェラは自分に付けられた名前を呟つぶやき、目を閉じた。名前。新しい価値観。

「あらためてよろしくな、アンジェラ」

　佐さ間ま太た郎ろうはゆっくりとアンジェラに近づき、手を差し出す。戸惑いつつも、アンジェラはその手を握り返した。が、佐間太郎はずっと手を離さず、アンジェラの下着姿を凝視することこの上なかったので、テンコはやっぱり背後からキックキックなのであった。

「あんた、その握手、パンツを近くで見たいからってだけでしょ!!」

「ぐあああ、だから……違うってば……！　再度確認だってばぁ!!」

　結局アンジェラはテンコに布的なものを巻かれ、彼女の部屋へと連れていかれた。佐間太郎はテンコキックによる首の痛みに耐えながら、心の声を使ってメメと美み佐さに文句を言おうとしたが、二人とも眠っているのか、居留守なのか、応答しなかった。

　だけど、彼はむしろそれでよかったと思っている。なぜなら、文句のはずが「ありがとう」と言ってしまいそうな自分が怖かったからだ。

　白い生地のブラに、同じく白いショーツ。レースとリボンが黒い色であしらわれ、とても目に眩まぶしかった。

「あー。念のために、あと二回は下着かどうか確認したかった……」












　いくら神様といえども男子。その辺は、素直なのだ。
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　僕は悩んでいた。結局、千ち恵え美みさんに想おもいを伝えるのは無理なのかもしれない。

　なんとか今日も生き延びることができたけれど、春が少しずつこの街に近づいてきているのがわかった。人間にはわからないだろうけど、僕にはわかる。ちょっとした日差しの変化、風の香り。そういったものが、徐々に僕を世界のフチに押しやっていることを実感する。

　昼間は日陰を探し歩き回り、夜は千恵美さんの家の近くでなにもできずにいる。玄関についている、あの小さなチャイムを押せば、彼女に会える。そう思うと胸が張り裂けそうだった。もし押したとして、本当に彼女が出てきたとして、僕はなんて言ったらいいんだろう。結局僕には、どうすることもできないんだ。

　午前三時を過ぎた街は、みんなが眠りについて静まり返っている。パトロールをする警官を何度かやり過ごした後、人目につかない公園で眠ることにした。

　垣根の奥、大きな木の根元で蹲うずくまっていると、妙な声が耳に届いた。それは、くしゃくしゃにしわがれた声の男性が歌う、こんな歌だった。




　コホン──

　ひとつ美お味いしい飴あめ玉だまを　ふたつお口に放ほうりこみゃ　みっつ嫌なこと悪いこと　よっつぜーんぶ忘れちゃう　いつつ忘れたその代わり　むっつ勇ゆう気きが湧わいてくる　ななつ不思議な飴玉さ　やっつおじさん噓うそつかない　ここのつーつまりこの飴は　とう　とーっても素敵な飴玉さー　飴玉はいらんかねー　美味しい美味しい飴玉だよー　ほっぺが落ちちゃう飴玉だよー





「どうですか、おひとつ」

　遠くから聞こえていたはずの歌だったのに、その声はすぐ隣からした。驚いて顔を上げると、黒い起毛のコートを着た男性が立っていて、僕を見下ろしていた。

　細身の男性はコートのボタンを全すべてきっちりと閉め、病的なまでに青白い顔を、長い黒髪で隠していた。

「このキャンディね、すごく美味しいんですよ。いかがですか？」

　人間と話すのは初めてだったので、うろたえてしまった。上う手まく言葉が出てこない。ようやく絞り出した声は、とても情けないものだった。

「い、いえ、僕、お金持ってませんし」

「大丈夫、お金なんていりませんよ。その代わりに……ん？　あなた」

　男はしゃがんで、僕の顔をじっと覗のぞき込んだ。

「あなた人間じゃないね」

　なんでそんなことがわかったんだろう。僕は返事ができなかった。男はつまらなそうにこう続けて、僕に背中を向けた。

「この街で人間以外に会うなんてね。私は人間以外には興味がない。商売にならないからね。ま、異い形ぎようの物どうし、仲良くしましょうか」

　言葉とは裏腹に、彼は足音も立てずにさっさと消えていってしまった。

　僕は冷や汗をかいたことで、背中が少しだけ溶けてしまうのがわかった。

「……な、なんなんだ、あの人」

　もちろんいくら考えても、その答えは出てこない。仕方なく僕は、彼のことを忘れて眠ることにした。

　明日になれば、千ち恵え美みさんに声をかけることができるかもしれない。そう信じながら。
















第三章　『例の二人』








第三章「例の二人」







　神かみ山やま家の朝は早い。テンコと久く美み子こが早起きをして、家族全員分の朝食を作るのが日課だ。狭いキッチンで、ギュウギュウと身体からだを押し付け合いながら食事の支度をする。

「あの天使、本当に油断ならないわよ。佐さ間ま太た郎ろうと一緒に寝てるんだもん」

「やっぱりねー、そうだと思いましたよ。絶対なにか企たくらんでますよ」

「そうよね久美子さん」

「そうですよテンコさん」

　いがみあっていた二人は、一時休戦し、共にアンジェラと戦おうという方向にシフトしたらしい。

　しばらくすると、それぞれの部屋から家族のみなさんがやってきて食卓に着く。

　テンコは美み佐さとメメに、アンジェラを佐間太郎にけしかけたとに対して文句を言おうと思ったが、どうせとぼけられるだろうとあきらめる。

「さ、ゴハンできた！　たまたろを呼ばなくちゃ」

　神様の書斎で寝ているはずの佐間太郎だったが、振り返るとアクビをしながら食卓に着いていた。いつもは寝坊をするくせに、こんなことは珍しい。テンコと久美子は目を丸する。

「どしたの？　あんたらしくもない」

　テンコの言葉に佐間太郎が頭をポリポリとかく。

「それがさ、アンジェラが起こしてくれたんだよ」

　よく見ると彼の背後にアンジェラが立っていた。

「おはようございます。神様は寝起きが悪いということなので、これからはうーが起こすことにしました」

　テンコは顔を真っ赤にして、持っているおたまを握り締め叫さけぶ。

「余計なことしないでよ！　佐間太郎を起こすのはあたしの役目なんだから！」

「しかし、神様は、テンコ様の起こし方は正直うざい、と申しておりましたが」

「うざい!?　うざいって言われた!!　うわあああああん！」

　久美子に泣きつくテンコ。佐間太郎は、機嫌悪そうにつぶやく。

「お前の起こし方って、基本的にローキックから始まるじゃないか。アンジェラは、そっと囁ささやきながら起こしてくれたぞ」

「うるさいやい、うるさいやい、わーん!!　そんなのやじゃもんがー！」

　泣きじゃくる彼女を無視して、アンジェラは食卓に着く。

「いいから朝食にしませんか？　時間の無駄です」

「かっちーん」

　ハッキリと口で「怒ってるぞ」ということを示すテンコであったが、アンジェラはまったく気にせずに、小さなアクビをしている。

　久く美み子この「落ち着いてくださいテンコさん、せめて鼻水は拭ふいてください」という心温まる説得の結果、なんとか朝食は平穏に済んだ。食事が終わるとアンジェラは高校の制服をどこからか用意し、佐さ間ま太た郎ろうとテンコに渡す。

「今日から学校に潜入捜査です。神様の朝の仕事である地球儀の手入れは、大神様がやってくださるということです。暇ひまだからいいよん、とおっしゃっておりました」

「そうそう。みんな今日から学校だから、パパさんがやることにしたよー」

　ブイサインを出しながら、テーブル越しにパパさんが笑う。佐間太郎は渡された制服を見て、首をひねった。女子は白いワンピース、男子はシャツに黒いズボン。

　このデザインは、二人が修行時代に通っていた菊きく本もと高校のものだ。

「これって、菊本高校の制服だよな？」

「昔もこれ着て学校に行ってたわよね……」

　二人の会話を聞いて、パパさんは思わず噴き出した。

「それじゃ、心機一転、懐かしの菊本高校に今日からまた通ってみましょー！」

　佐間太郎とテンコは不思議な気持ちだった。まさか、またあの学校に通うはめになるとは。

「神様、テンコ様。早く準備をしてください。遅れてしまいますよ？」

　そう言ったアンジェラは、既に菊本高校の制服を着ていた。

　頭の上に浮かんでいた輪も、背中の羽も、きれいさっぱりなくなっていて、どこからどう見ても普通の学生に彼女は見えた。
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『いってきまぁーす！』

　三人は玄関で手を振る家族に挨あい拶さつをし、学校へと徒歩で向かう。

　住宅地を抜け、駅前の商店街を抜け、途方もなく急斜面の坂を上りきると菊本高校だ。

　坂道を上っていると通学中の生徒たちに出くわすが、そこに二人が見知った顔はいなかった。以前通っていたものの、しかるべき時間が流れた為ためだろう。

　佐間太郎は不思議な気持ちになりながらも、ある心配事をアンジェラに質問する。

「アンジェラも生徒として潜入するんだよな？」

「そうです。なにか問題でもありますか？」

「うーん。ちょっと高校生に見えない気が……」

　確かに彼の言う通り、アンジェラは高校生というには幼すぎた。中学生ならば妥当だし、小学生といっても通ってしまいそうなほど幼い姿をしている。しかし彼女は冷静に返事をする。

「大丈夫です。対策済みですから。怪しまれません」

「そ、そうなんだ……すごいんだな、アンジェラは」

「いえ。できることをしているだけです」

　なんでもできるアンジェラに、テンコはモーレツにムカついていた。

　なによこの子、エリートだかなんだか知らないけど、できて当然みたいな感じが鼻につくのよね、まったくまったく、ぷんすかぷんすか。そうだっ！　意地悪してやろう!!

「ねえ、あのね。うふふ。あなたの名前、アンジェラでしょ？」

　テンコが言うと、アンジェラは首を小さく傾ける。

「そのようです」

「じゃあ、あだ名はアンコね!!　ぷぷ、ださい！　アンコ！　はい決定！」

　にししししと笑うテンコに、アンコはなんでもないふうに言った。

「はい。アンコですね。わかりました。そう呼んでくださればお返事をさせて頂きます」

　余裕だ。全然動じない。テンコはチッと舌打ちをする。佐さ間ま太た郎ろうは、なんでも素直に受け入れてしまうアンジェラが心配になってきた。

「なあ、嫌なら嫌だって言っていいんだぞ？」

「いえ。名前なんて便べん宜ぎ的てきなものです。どんなものでも構いません。それに、神様やテンコ様のおっしゃることには逆らえませんから」

「そ、そうなのかよ……」

「ところで、なぜ名前があるのに、あだ名、ニックネームというものがあるのですか？　名前が二つもあるのは、無意味ではありませんか？」

　アンコの質問に、佐間太郎はうむむと首をひねった。

「それは……なんだ……。呼びやすいっていうか、愛着っていうか。仲が良いよーっていうしるしかな」

「そうなんですか？」

「たぶん」

　その会話を聞いて、テンコはしまったと顔をゆがめる。アンコというのは、単純に「ダサいから」という理由でつけたのに、愛着などという単語が出てくるとは思わなかった。

「テンコ様が、うーに愛着をお持ちだということですか？」

　不思議そうに言うアンコに、テンコは動揺する。

「べ、別にそういうんじゃないけど、いや、えーと、まあ、面倒だからそれでいい！」

「なるほど。ありがとうございます」

　アンコはペコリと頭を下げた。

「お礼言われる筋合いはないけどね!!」

「そうですか……。ところで、うーたちのクラスはもう決まっています。一年のＡクラスです。担任の名前は……霧きり島しまです」

　その名を聞いた途端、佐さ間ま太た郎ろうとテンコが顔を見合わせた。

『霧島？』

　二人は、以前この世界にいた時にクラスメイトだった「霧島進しん一いち」を連想したのだ。

「もしかしてそれって、男の先生？　あいつ、先生やってんの？」

　テンコの質問に、アンコは首を振る。

「いいえ、女性です」

「……そっか、じゃあ違うな」

　佐間太郎は、せっかく見つけたピースを失ってしまったような気持ちになった。

　進一とはもう二度と会えないのだろうか。だとしたら、それはとても残念なことだ。
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「はじめまして。わたしの名前は霧島愛あい。よろしくね」

　いやしかしこれは予想外。佐間太郎とテンコは、菊きく本もと高校の職員室で魂が抜けるほど驚いた。まさにヌケタマ驚きよう愕がくである。

「ん？　どうしたの？　神かみ山やまくんに……テンコさん」

　二人に挨あい拶さつをしたのは、昔同級生だった橘たちばな愛、その人であった。しかし今では彼女は同い年ではない。教師としてこの世界に存在していた。

「愛ちゃーん、久しぶりー！　おげんこー!?　おげんこー!?」

　テンコが全力の笑顔で愛に飛びつき、髪の毛をグシャグシャと撫なでる。愛は驚き戸惑ったが、教師としての威厳を誇示しようと咳せき払ばらいをする。

「ちょ、ちょっとテンコさん、なにをするんですか！　先生に対して失礼ですよ！」

「なーにが先生だよオーイ！　橘、おめーでっかくなったなー!!」

　親しん戚せきのおじさんテイスト全開で愛を撫でようとするテンコだったが、愛は出席簿を使ってそれをシパタシパタと阻止する。

「こらこら、やめなさい！　それに、なんでわたしの旧姓を知ってるの!?」

「おいおい遠慮すんなよー、テンコさんだよー、覚えてないのー？　あにゃにゃ」

　ニコニコと笑い続けるテンコだったが、佐間太郎に後ろから首をチョップされて少し大人しくなる。

「こら、なんか知らないけど、彼女は俺おれたちのこと覚えてないみたいだ。だから、初対面、っていう体ていでやらないと」

　彼の言葉にテンコは納得がいかないようだ。

「えー、だって昔はあんなに仲良かったのに……変なの。それにしても、そうかあ、苗字は霧きり島しまかぁ……そういうことかぁ……」

　そう言われてしまうと、佐さ間ま太た郎ろうも反応せずにはいられない。つまりあの二人は、そういう関係になったのだ。思わずニヒヒヒと笑うテンコと佐間太郎に、愛あいは軽く恐怖を覚えた。なぜ笑うのだ。なぜ笑うのだ初対面の転入生よ。

「二人とも。意味もなく笑うのやめなさい。怒りますよ？」

「いやいや意味はありますけどね。ニヒヒ」

　テンコはニヒニヒキシシシと笑う。愛にとっては、二人がなぜ笑っているのかまったく理解できないのだ。恐怖である。むしろオカルト。

「でも佐間太郎、愛ちゃんてあんまり変わってないね。先生っていうより、生徒だよね」

　そう言われ、佐間太郎はあらためて愛を観察する。肩まである三つ編みを揺らした彼女は、確かに学生のあどけなさを残していた。紺色のスーツを着てはいるが、それが似合っておらず、あまり説得力はない。制服を着て生徒に交じっていても違和感などないのではないだろうか。年齢は二十代前半だろうが、童顔なのでそうは見えなかった。優しそうな目をしていて、笑うと極端に幼くなるのが印象的だった。

「コホン。とにかく、先生はこんなんでも先生なので、ちゃんと敬うやまうこと！　わかりましたか？　確かに、みんなには『愛ちゃん先生』って言われることもあるけど……。まさか初対面でいきなりこうなるとは思わなかったわね」

　テンコは「初対面とかゆってもーやーねー」と愛を叩たたこうとして、佐間太郎に止められる。

「でも、確かに神かみ山やまくんとテンコさんは初対面っていう気がしないわね。なんだかどこかで会ったことがあるような……。だけどアンジェラさん？　あなたに対してはすごいフレッシュな気持ちになれるわ。あたし、ほっと一安心。うん、よろしくね」

「はい。よろしくお願いします」

　三人は愛に連れられ、一年Ａ組の教室へと向かった。ドアを開けて中に入ると、テンコとアンコを見た男子生徒が一斉に黄色い声をあげる。人間からすると、天使というのはとてつもなく美しく見えるのだ。

　それとは逆に、佐間太郎を見た女子は「あー」という微妙な顔をしている。人間から見ても、佐間太郎はわりと普通にしか見えないのだ。

「はいはい、男子静かにー。女子は微妙な顔しなーい。えーと、今日からみなさんと一緒にお勉強をすることになった、神かみ山やま佐さ間ま太た郎ろうくん、テンコさん、アンジェラさんです。仲良くしてあげてね？」

　男子は「はーい！」と元気良く返事をするが、女子はやっぱり微妙な感じのままであった。佐間太郎にとっては、こりゃなんかの罰ゲームである。俺おれって神様なのに、神様なのにこんな扱い、と心に冷たい風が吹く。

　佐間太郎はその冷遇に耐えつつ、テンコは必要以上に愛想を振りまきつつ、アンコはまったくの無表情で席に着いた。佐間太郎とテンコは一番後ろの窓側の席だ。

　アンコはそのひとつ前の席に座ったが、隣は空席だった。

「それでは出席を取りますよ。まずは……」

　愛あいちゃん先生の言葉を遮るようにして、勢い良く教室のドアが開いた。

　佐間太郎とテンコは、何事かと驚くが、他ほかの生徒たちは「またか」というふうに大爆笑をした。ドアを開けて飛び込んできたのは、赤ちゃんを抱いて号泣している男性だった。

「うほーん！　うひほほーん！　愛ちゃん、愛ちゃん、ルルが、ルルがね、げっぷしてくれないんだよーう！　うほほほーん!!」

　愛ちゃん先生はフゥ、とため息をつく。

「進しん一いちくん、だから学校には来ちゃいけないって言ってるでしょ？」

「だ、だって、だってルルがげっぷしてくれないんだよ！　どどど、どうしよう、こんな、どどど、どうしよう！　落ち着いてなんていられないよー！　うほーん！」












「はぁ。しょうがないなあ」

　進しん一いちは愛あいと同じく、二十代の男性だった。大事そうに彼が抱えていた赤ちゃんを愛は受け取り、うつ伏せにさせてトントンと背中を軽く叩たたく。

「けぷぅ」

　赤ちゃんは、かわいらしい声でげっぷをした。それを聞いて、生徒たちがまた大きく笑う。愛ちゃん先生はきまりの悪そうな顔をして、赤ちゃんを進一に返した。

「ほらね、こうすれば大丈夫だからね。だから落ち着いてね？　いーい進一くん。ここはわたしの職場だから、もう来たらダメだからね？」

「ぐすぐす。だってルルがね、げっぷしないからね、心配になってね、ぐすぐす」

「なにかあったら携帯にメールしてって言ってあるでしょ？　ほら、もうルルはげっぷしたから大丈夫だからね？　安心して？」

「うん、わかった、安心する。ありがとう、ありがとう、愛ちゃん愛してるからね、愛してるからねっ」

　ようやく泣き止やんだ進一は、スンスン鼻をすすりながら教室から出ていった。クスクスと笑う生徒たちに、愛ちゃん先生はコホンと咳せきをして仕切り直しをする。

「ふぅ、では気を取り直して出席を取ります……」

　その様子を見ていた佐さ間ま太た郎ろうとテンコは、心の声を使って内緒話をした。

『なあテンコ……進一の奴、変わってないっていうか、むしろダメになってるな』

『うん、あたしも思った』

　フゥー、と心の中でため息をつく二人。そんなガッカリトークの最中、またしても教室に入ってくる人物がいた。今度は進一ではない、例の顔を傷だらけにした少年であった。

　彼が入ってくると、愛ちゃん先生は少し驚いた顔をする。

「あら、小お野の寺でらくん。遅刻なんて珍しいわね」

「……はい、ごめんなさい」

　小野寺くんは酷ひどく小さな声でボソッとつぶやくと、軽く頭を下げて席に着いた。彼の座った場所は、アンコの隣であった。

　彼の顔につけられた傷の秘密。それを暴くために三人はこの学校へやってきたのだ。

「よろしくお願いします、小野寺くん。うーは、アンジェラ。あだ名はアンコ」

　アンコはそう言って、隣に座った彼に頭をさげる。

「アンコ？　変な名前だね……」

「変？　変なんですか？」

「いや、変じゃないけど……。すごく個性的で、良いかもしれない」

　このようにして、佐間太郎、テンコ、アンコの三人の高校生活が始まった。

　少年の怪け我がの原因はなんなのだろうか？　なにか予想もつかぬ理由があるのかもしれない。謎なぞが謎を呼ぶ、謎の大事件である。

　果たしてこの謎が、三人に解けるのであろうか……。
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「部活の練習中による怪我だそうです」

　とけたー。なぞ、とけたー。

　朝のホームルームが終わり、アンコが「その顔はどうしたんですか？」と聞くと「あ、これは柔道部の時にね」と小お野の寺でらくんはあっさり答えたのである。

　最初の授業が始まるまでの間、三人は教室の隅、カーテンと窓の間に隠れて秘密作戦会議を開催している。

「なんだよ、イジメとかじゃないじゃん！　わざわざ潜入捜査する意味ないじゃん！」

　部活、とくに運動部ならば練習中に怪我をすることも珍しくはない。佐さ間ま太た郎ろうはその事実を知り、せっかく朝から登校してきたのにこのザマかと唇を嚙かんだ。

　アンコはポリポリと頰ほおを指でかきながら答える。

「それでは、問題は解決ということで帰りましょう。これ以上ここにいても無意味です」

　しかしテンコは人差し指を「チッチッチッ」と横に動かし、その考えを否定した。

「あまいわね。これは事件のにおいがするわ。ただの怪我じゃない。なにか恐ろしい陰謀が隠されているのよ。わかるの、経験上わかるの」

　説得力があるのかないのか、彼女の発言にアンコは戸惑う。

「そうでしょうか？　彼は顔の怪我を部活動の練習によるものと明言しました。ですから、潜入捜査にもはや意味はありません。この世界にはもっと困っている人がたくさんいるはずです。彼にそんなにこだわる必要があるとは思えませんが」

「どぅわから甘いって言ってんでしょアンコ！　アンコだけに甘いか！　おう!?　イジメられてる本人はね、イジメられてますなんて言わないものよ。部活で怪我？　さあどうかしらね、実際は部活の先輩に酷ひどい虐待を受けているかもしれないわ。それを言い出せないで一人で悩んでいるかもしれない。もうちょっと様子を見たほうがいいわね」

　テンコに言われ、佐間太郎はカーテンの隙すき間まからあらためて小野寺くんのことを見る。背は低めで、気の弱そうな顔をしている。好んで運動部に入るとは確かに思えない。それに彼は天体観測が趣味なはずだ。それなのに柔道部に籍を置くなんて怪しい。もしかして、無理やり入部させられたのかもしれない。確かにもう少し様子を見てもいいだろう。

「まあ今回はテンコの意見を取り入れてみるか。放課後まで待って、部活の様子を調べてみよう」

　彼がそう結論付けると、素早くテンコはキラキラおめめで反応した。

「っていうことは、放課後までデートね!!」

「なんでだよ！　授業受けなくちゃいけないだろが！」

「えー、やだぉー、やだぉー、めんちーよぉー。抜け出しちゃおうぜ、退屈な授業なんてさ！　ねえ、たまたろー、陽ひの当たる場所で寝転んでラジオでも聴こうよぉー」

　だだっこである。あーまた面倒くさい、と佐さ間ま太た郎ろうは顔を引きつらせた。

「そういうわけにもいかないだろ？　学生として潜入したんだ、授業は受けなきゃ」

「いえ、そいうわけにもいきますよ」

　間に入ってきたのはアンコだ。この時ばかりはテンコも彼女の話に耳を傾けた。

「小お野の寺でらくんはうーが監視しているので、その間は自由に行動してくださって結構です。授業に出なくてもクラスメイトや先生には怪しまれないように、うーがなんとかします」

「なんとかって……そんなこともできるの？」

　ホヘーと感心する佐間太郎に、アンコはこともなげに返事をする。

「もちろんです。できます」

　テンコはアンコの手を取ると、ニッコリと笑って言った。

「じゃあよろしくね、アンコちゃん☆」
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　授業の開始を知らせるチャイムと同時に、二人はフンフーンと何食わぬ顔で廊下へ出た。アンコによれば、彼女の不思議な力により、こうして歩き回っていても不審には思われないようにしたらしい。

　神様として地上に降り立ってからの間、ずっと激務に縛られていた二人はつかの間の休息を手に入れたのであった。

「たまたろぉー、こんなにゆっくりできるのって、久しぶりだねー」

　テンコは背伸びをしながら言う。佐間太郎もうんうんと頷うなずいた。

「まぁな。こっちに戻ってきてから、ずっと仕事だったからなあ」

「そうだよね。えへへ、デートなんて久しぶりでやんす」

「別にデートじゃないけどさ」

「いやいやデートだろ、おい。んにゃー、ねえねえ、どこいく？　どこいく？」

「どこって行ってもな。さすがに学校から出てくわけにはいかないし」

　その一言に、テンコはウエーボエと悲しそうな顔をした。

「なんでよぉー、どうせ放課後まで時間あるんだから、ショッピングとかそういうのかと思ってたのに!!」

「いくらなんでもそりゃねえよ。一応さ、今も仕事中なんだし」

「そっかー……。しょんぼりー。しょんぼりー。じゃんぼりー」

「じゃんぼりーか……。あ」

　廊下を歩いていた佐さ間ま太た郎ろうが、突然立ち止まる。テンコは不思議に思って彼の視線の先を辿たどった。

「あ」

　思わず彼女も声を上げる。視線の先にいた人物も「あ」と声を上げた。

　それは、背中に赤ちゃんを背負った霧きり島しま進しん一いちだった。





　　＊






「愛あいちゃんには内緒だからなっ」

　そう言って進一は二人にバニラのソフトクリームを一つずつ手渡した。彼は佐間太郎とテンコを見つけるなり「まぁまぁ、アイスでも食おうぜ」と言って購買部へと連れていってくれたのだ。

　さらに彼は二人を屋上へと誘い、そこでの日向ひなたぼっこを提案してきた。

　テンコはデートを邪魔されたことに少し不満だったが、その実、久しぶりに彼とゆっくり話ができるのが嬉うれしくないはずがなかった。それは佐間太郎も同じことだ。

　そんな二人の気持ちなど露知らず、進一は自分の分のアイスをペロペロとやりながら、背中で眠っている赤ん坊を見てニコニコと笑っている。

「かわいいだろー、ルルちゃんって言うんだ。これな、目は愛ちゃんに似たんだなー、かわいいなー、鼻も愛ちゃんだなー、んー、口も愛ちゃんだなー、えへへー。まあ、だいたい愛ちゃんだなー」

　テンコは眠っているルルの頰ほおをそっと指先でプニプニするが、気持ち良さそうな寝息を繰り返すだけでとくに反応はない。進一は深呼吸を何度かすると、屋上から街の風景を見渡して背伸びをした。

「この街もずいぶん変わっちまったなあ。昔はこんな風景じゃなかったんだけどな。マンションだなんだーって、建設ラッシュっつうのかな？　俺おれが学生の頃ころは、もっとのんびりしてた気がするんだけどなあ」

　一人でなにやらオセンチモードに入る進一をよそに、アイスペロペロしながら佐間太郎とテンコは心の声で会話をする。

『なあテンコ、こいつちょっと見た目は変わったけど、基本的には進歩してないな』

『そうなのよー。それにしても、あたしたちのこと覚えてないのかしらね？』

　学生時代は明るかった髪の毛を、進一は真っ黒にしていた。無ぶ精しようひげをはやし、ずいぶんとオンボロなデジタルの腕時計をつけている。着ているシャツはしわくちゃだ。

「なあお前ら、あそこにマンションが見えるだろ？」

　彼が指差した場所は神かみ山やま家からほど近い、この街で一番大きな高層マンションだった。

「俺おれ、あそこに愛あいちゃんとルルと三人で暮らしてるんだ。あのマンションに住むのがずっと夢だったんだ。空に近いからな。なんだか安心するんだ」

　佐さ間ま太た郎ろうとテンコは、そうすかーとしか返事ができない。相手が自分たちを覚えていない以上、妙な思い出話もできない。

　話したいことは山ほどあったけれど、何一つ話すことはなかった。しかし、それでも十分だった。進しん一いちが、愛が、こうして元気に過ごしているということが嬉うれしかった。

「なんかさ、お前らって俺が学生時代に仲良かった友達に似てるんだよなあ。あいつら、名前なんて言ったかな……。んー、どうしても思い出せないんだよなあ。急に引っ越していなくなっちゃって。元気にしてんのかな」

「たぶん、元気にしてると思うけど」

　佐間太郎は、そう答えた。進一は妙に嬉しそうな顔をして「そうかー、そうだよなー、そうに決まってるよなー」と笑う。

「あの、進一さんは、いつも学校に来てるんですか？」

　口く調ちように注意しながらテンコが聞くと、彼はヒゲでざらざらとしたアゴを撫なで苦笑した。

「いやあ、いつもって訳じゃない。普段は家で掃除洗濯料理、つまり家事一般をしてるな。ルルがぐずってどうしょもない時だけ、こうして学校にくる。たまにだよ、たまに」

「働いては、ないんですか？」

　さらに続けてテンコが聞くと、進一はンーと考えてから返事をした。

「掃除洗濯料理、これ働いてることにはならないか？　職にはついてないけど、ちゃんとルルのこと育ててるしな」

「無職じゃないですか、それ。ダメですね」

　わりと遠慮のないテンコの一言に、ウッとなる進一。

「ダメじゃねえだろ。男が家で家事やってもいいじゃないか。人には向き不向きっていうのがあるんだぞ？　そもそもな、こんなに手のかかる子供がいたら、実際問題として働けないだろ？　ん？　まあ、そうだな──」

　彼はンーと真剣に考えてから

「もし俺たちの代わりにルルの面倒を見てくれる人がいたら、俺も働くかもしれないけどな。オムツ替えたり、ゴハンあげたり、あやしたり……。ずっととは言わない、俺が仕事をしてる時間だけな。でもそんなこと頼める人いないだろ？　そういう面倒を見てくれる職業があれば、儲もうかると思うんだけどなぁ……」

　佐間太郎はアイスの最後の一口を食べ終えつつ、冷静に言う。

「いやそれベビーシッターじゃん」

　あまりに的確な発言に、進しん一いちはブザザッと振り返り「驚きよう・愕がく」の顔をした。

「べびぃ？　しったぁ!?　あるの!?　知らなかった!?」

「ありますよ。普通にありますよ」

「そうかー、知らなかった。むしろ、知ってたけど、知らない振りしてた」

　それって、やっぱり働きたくないだけなんじゃ……。

「まー、とにかくさ。お前たちはこの学校に来たばっかりだろ？　困ったことがあったら相談してくれよな。体育館倉庫が俺おれの部屋になってるから」

「部屋に!?」

　驚くテンコに、当たり前の顔で進一が言った。

「うん。だってルルってばすぐグズっちゃうから、面倒だから昼は学校に住んでる」

　たまにしか学校に来ないのではなかったのか。全然違うではないか。これでは家事をしているというのも、本当にしっかりこなせているのか怪しいものだ。

「じゃあ俺、ルルのオムツ替えるから体育館行ってくる。そこにオムツとかミルクとかヤカンとかコンロとかテレビとかベッドとかコタツとか、こっそり置いてあるから」

　こっそり置けるようなものじゃないものまで置いてあるところがすごい。霧きり島しま進一、もしかして相当のダメ男になってしまったのかもしれない。

「あの、もちろん学校に許可は取ってますよね？」

　テンコの質問に、彼はニコッと笑って、なにも言わずに去っていった。

　無許可だ。二人はため息をつくのだった。
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　校内を歩いたり、空気の抜けたサッカーボールを帽子にしてかぶって遊んだりした二人は、いよいよ放課後になったので教室へと戻る。ほとんどの生徒たちは部活へ行ったか帰ってしまったようで、おしゃべりをしている女子生徒数人だけ教室に残っていた。

「戻られましたか、神様、テンコ様」

　アンコは二人を見つけるとそう言って席から立ち、頭を軽くさげる。

「小お野の寺でらくんですが、既に部活へといきました。ご存知かも知れませんが、この学校には体育館に併設される形で武道館があります。そこに柔道場と剣道場があるようです。廃部となった茶道部の和室が二階にもあるのですが、今は使われていないみたいですね」

　佐さ間ま太た郎ろうとテンコは、この学校に武道館があることは知っていたが、茶道部のための部屋があるなどまったく知らなかった。

「じゃあそこに行って、外から小野寺くんを見張ってればいいわけだな」

　佐さ間ま太た郎ろうの言葉に、アンコは静かに首を振った。

「いいえ、それは適切ではありません。閉ざされた空間でこそ問題が起こる可能性が高いからです。そこで、入部届けを既に出してあります」

「入部？　ど、どういうことだよ」

「神様には、新入部員として小お野の寺でらくんと部活動をして頂きます。これならば常に近くで監視できるのです」

　そうかー、部活かーとニコニコしながら、ゆっくりと後ずさりを始めた佐間太郎を、テンコは摑つかむ。

「あんた、いま逃げようとしなかった？」

「した」

「なんでよ!?」

「だって嫌だよ柔道なんて！　なんで俺おれが投げられなくちゃいけないんだ！」

「大丈夫よ、神様だから投げられても痛くないから！　神かみ山やま家のみなさんは肉体的な痛みには強いと聞きますが!!」

「だったらお前がやれよ！　痛くなくてもバンバカ投げられたら気が滅め入いる！　お前こそが宙を舞えよ、天使だし！」

「なに言ってんのよ、女の子が柔道なんてできないでしょ！　おしとやかですから！」

「いやいや、女子柔道だってある！　そうだろアンジェラ!?」

　アンコは佐間太郎を諭すように返事をした。

「安心してください神様。テンコ様と、うーの入部届けも既に出してあります」

　予想していなかった展開に驚いたテンコは、彼女の頭を鷲わしづかみにしてブンッと持ち上げる。

「コラ！　なに勝手なことしてんのよ！　見ず知らずの人に投げられるなんて、あたし嫌だからね!!」

「テンコ様。鷲づかみはいけません」

　頭を摑まれ持ち上げられたアンコは、ちょっと大きめの携帯ストラップのようなご様子で脚をプラプラとさせていた。

「あたし絶対嫌だもん！　投げられてお肌に傷がついたらお嫁にいけないもん！」

「大丈夫です。テンコ様は大天使であられますし、人間界での物質的な衝撃で破損するようなことはありませ……」

「やだやだやだー！　じゅうどーやだー！　おっきいおにぎりとか食べられないー！」

　別に柔道をやっているからといって、大きなおにぎりを食べる必要はないのだが。どこからのイメージなのだろうか？　テンコは大げさに泣きながら、アンコをブンブカブンブカ振り回す。

「テンコ様、目が回ります。回転は、平衡感覚を失います」

「うるさーい！　あんた天使でしょ！　目なんて回らないもん！」

「いや、天使でも回りますから。おえぷ」

「もー、やだやだやだー！　おにぎりやだー!!　あ」

　あまりにも激しく振り回したので手が滑ってしまった。アンコはスポーンと放ほうり投げられ、ものすごい勢いで飛んでいく。その先にはちょうどロッカーがあり、アンコはそこにシュポッと吸い込まれるようにしてハマった。芸術的とも言えるおさまり具合に、佐さ間ま太た郎ろうは思わず拍手をする。

「おー、すごい。スッポリだ」

「神様、出してください。一人ではここから出られそうにありません」

「わかったわかった。今助ける」

　とは言ったものの、あまりにもキッチリ入ってしまったので、どこをどうすれば引っこ抜けるのか見当もつかない。一ミリの隙すき間まもない、完全なるおさまりっぷりであった。機関車の前面に顔がついた、例のトーマスさんのようである。

「ごめんアンジェラ、抜くのに時間かかるかも。ちくしょう、テンコのせいだぞ」

「ぐすんぐすん。だっておにぎり嫌なんだもん。もう立ち直れない。ぐすんぐすん」

　床に座り込んで泣いているテンコを見て、アンコはため息をつく。

「はぁ。仕方ありません。お二人は先に柔道場に向かってください。うーはなんとかして自分でここから抜け出します。それとテンコ様。テンコ様はマネージャーとして入部届けを出しているので、投げられる心配はありませんよ」

「よぉーし、そうとなったら早速出発じゃー！　いくわよ、さまたろぉー!!」

　立ち直れなかったはずのテンコは、シャッキーン！　てな具合で立ち上がり、目をキランキランさせて教室を出て行った。きっと、マネージャーという言葉の中に「選手を陰で支える健けな気げな美少女」というような響きを感じ取ったのであろう。

「ま、待てよテンコ！」

　佐間太郎は彼女を追いかけようとするが、さすがにアンコのことが気になってしまう。

「なあ、アンジェラは色々な力が使えるんだから、それを使えばすぐ抜け出すことができないか？」

　そう言われて、彼女はしばらくの間考えてから言う。

「こんな時に使う力なんて、ありません」
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「たのもー！　たのもー！　たのもーよー!!」

　張り詰めた空気の漂う柔道場。テンコは、道場破りと間違えられそうな言葉を連呼しながら、ズカズカと踏み込んでいく。

　柔道着を着た部員たちが、なにごとかと彼女のほうに注目した。

「ちょ、ちょっと、なにしてるの!?」

　その中から、見知った顔が飛び出してくる。もちろん小お野の寺でら君であった。彼は真っ白な柔道着に、白い帯を締めていた。

「なにって、新入部員のテンコと佐さ間ま太た郎ろうでぇーっす」

「そんな大声出されたら困っちゃうよ。ここは神聖な場所なんだからね。それに、上履きのまま道場に入ってくるなんてダメだよ。まずは、それを脱いでくれない？」

　言われてみると、部員は全員裸足はだしで畳の上に立っている。テンコは自分の靴と靴下を脱いだ後に、まだ隙すきを見て逃げようとしている佐間太郎の靴下も強引に引っぺがした。

「神かみ山やまくん、テンコさん。きみたち、二人して柔道部に入るの？」

「うん、はいるのー」

「それなら部室にマネージャーがいるから、彼女の言うことを聞いてよ。あそこが部室だから」

「はーい！　わっかりまんたー！」

　道場の壁に、小さなドアがひとつ見える。テンコは黙ったままの佐間太郎を引きずり、部室へと向かった。

「マネージャー！　たのもーたのもー！」

　大声を上げて部室のドアを蹴け破やぶると、中では一人の女子生徒が怯おびえた様子で壁にへばりついていた。彼女はメガネをかけていたが、恐怖でそれが震えている。

「は、はいっ……。な、なんでしょうか……」

「えーと、あたし新入部員のマネージャーテンコさんです。こちら佐間太郎です。どうすればいいかおせーて？」

　マネージャーは、テンコの言葉を聞いて胸を撫なで下ろした。

「あ、例の新入部員の方ですか。びっくりしました、道場破りだと思って」

「ん？　道場破りってなに？　道場ってやぶれるの？」

「いえ……。えと、マネージャーの、一年の寺てら内うち千ち恵え美みです。よろしくお願いします」

「うんよろしくー」

「……よ……ろ……し…………」

　逃げられないようにテンコに関節を決められた佐間太郎も、もんのすごい小声で挨あい拶さつをする。

「顧問の先生から新入部員がくるっていうお話は聞いてました。神山くんは、今日から練習に参加するんですよね？　今は新しい柔道着がないから、これ着てください」

　そう言って千ち恵え美みは、古びた柔道着を一着差し出した。

「今日から？　今日から練習？　いやあ、その、せめて今日は見学だけで……」

「え？　だって、どうしても今日からバシバシしごかれたい、投げ飛ばされたいって言ってるって、先生に聞きましたよ？　だからわたしてっきり神かみ山やまくんてＭなのかなって……あ、なんでもないです」

　千恵美はブリッジを指で押し上げ、ずれていたメガネを整える。

「それで、これは共用の柔道着です。柔道着はみんな自分のがあるんですけど、家に持って帰って洗濯する時、うっかり持ってくるの忘れちゃう人がいるから。だからその時のための物です。ちゃんとわたしが洗っておいたから、きれいですよ」

　確かにきちんと洗濯はしてあったが、相当年季が入っているのか生地が傷んでいてボロボロである。これを着るんだと思うだけで、佐さ間ま太た郎ろうは気が滅め入いった。

「……うー、いいよ、わかったよ、着ればいいんだろ、着ればさあ」

　テンコがずっと小さくキックしてくるので、彼は遂に観念して、その胴着を受け取る。

「はい、それじゃあテンコさん、行きましょ」

「え？　行くってどこに？」

「どこにって、神山くんが着替えるんですから。恥ずかしいじゃないですか」

「あー、まあそんなに恥ずかしくはないけど」

「恥ずかしくない？」

　その言葉を聞いて、千恵美はテンコにクッと顔を近づけた。

「テンコさん、男の人の着替えを見たら、普通恥ずかしくなりませんか？」

「え、いや、その、普通じゃないから。だってあたしと佐間太郎は幼おさな馴な染じみだし、まあ恥ずかしいと言えば恥ずかしいけど、着替えぐらい何度も見てるし、そんなに騒ぐようなことでもないような、なくないような」

　と、ここまでテンコはきちんと説明をした。しかし、千恵美はほとんど聞いていなかったのである。ある一部分を除いては。

「ふ、普通じゃない……普通じゃない……」

　妙にそこだけを強調して、ブツブツと彼女は繰り返し呟つぶやく。

「え？　あの、千恵美さん？」

「はっ！　ごめんなさい、なんでもありません。さ、行きましょ、行きましょ」

　千恵美はまたしても自分を落ち着けるために、メガネをクイッと指であげた。

「う、うん。それじゃ佐間太郎、後は頼んだわよ！　たのもーたのもー！」

　テンコは千恵美の態度が少し気になったものの、ひとまず部室を出るのであった。




　千恵美は道場から出る時に、テンコに向かって注意をする。

「いいですかテンコさん。道場に入る時、出る時は『神前に礼』をしてくださいね」

「え、なにそれ？」

「ほら、あそこに神棚がありますよね？」

　千ち恵え美みが指差した先、道場の壁には高さ二メートルほどの場所に神棚があった。

「あそこには神様が祀まつってあります。練習中に怪け我がをしたりしないようにお願いするんですよ。道場に入ったり出たりする時も、必ず一礼します」

　手本を示すようにして、彼女は神棚に向かって頭をさげる。テンコも言われた通りにペコリとした。

「神様かぁ。こんなふうにお辞儀されてるなんて佐さ間ま太た郎ろう知ってんのかな」

「え？　なにがです？」

「いや、なんでもない」

「さ、それじゃ一緒にきてください」

「どこに？」

「友達から携帯にメールが入ってて、なんだか大変なことが起こったらしいんです」

「大変なこと？　なになに？」

「わかりません。でもほら、行かなくちゃっ」

　千恵美はテンコの手をしっかりと握り、校舎へと向かって走り出した。
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　一方佐間太郎は、カビくさい部室で震えていた。

「やだなあ、やだなあ、投げられるのやだなあ」

　一応柔道着に着替えたものの、まったくヤル気が起こらない。小お野の寺でらくんの監視といっても、わざわざ一緒に練習することはないじゃないか。

「それにしてもくせーなぁー、男くせーなぁー」

　部室は道場の横に、申し訳程度に設置された小さな部屋だった。六畳ほどの広さだが、壁には着替えを保管する備え付けの大きな棚があり、床にはトレーニング用のダンベルなどが置いてあるので狭く感じる。マネージャーの千恵美の手によって十分に掃除はされていたが、何年にもわたって蓄積された汗や男臭さがそこら中に染み付いているようだった。

「なんでこんな熱血っぽい場所にいるんだ……。神様だぞ、これでも……」

　床に積んである「月刊柔道」のフレーズ「勝つには根性！　期待の新星キュウタ選手インタビュー」も暑苦しい。「図解　初心者でもわかる優しい柔道」の表紙の角刈りのイラストは、もっと暑苦しい。

「はぁ、やだなあ。やっぱり帰ろうかなぁ。すんすん。すんすん」

　体育座りで泣いていると、様子を見にきたのか小お野の寺でらくんがドアから顔を覗のぞかせる。

「もう着替え終わった？　そろそろ練習はじまるからおいでよ」

「やだ。お腹なか痛いです」

「……僕もそういう時あるけど、強くなりたいなら頑張らなくちゃ」

「強くなんてなりたくないです」

「いいから早く、先輩に怒られちゃうよ？」

　渋々道場に戻ると、一ひと際きわ身体からだの大きな生徒が彼の元へと歩み寄ってきた。

「お前が新入部員の神かみ山やまか。俺おれは部長の島しま崎ざきだ。よろしくな」

「はい、よろしくです」

　島崎部長は、「初心者でもわかる本」の表紙の通りの角刈りであった。他ほかの部員もみな髪の毛を短く刈っている。人数は三年生が一人、二年生が三人と驚くほど少なかった。一年は佐さ間ま太た郎ろうと小野寺くんだけだ。どうやら柔道部は人気がないらしい。

「よし、それじゃ準備体操するぞー」

　部長の掛け声に「ういーす」と部員が野太い声で返事をする。男ばかりのこの空間は、佐間太郎にとって異次元である。なにしろ家族の内の五人は女性なのだ。こんな男ばかりの場所に放ほうり込まれることは、滅多にない。

　軽い準備体操やストレッチが終わると、部員たちは道場の中央に一列に正座をする。佐間太郎も見よう見み真ま似ねで同じように座った。

「神前に礼っ」

　部長の合図で、部員は壁に頭をさげる。よく見れば、壁の上には神棚があった。

「なんで神様の俺がこんなことしなきゃいけないんだ……」

　とは言いつつも、一人だけ無視というのもなんなのでペコリとやる。

　その後には「黙想」と呼ばれる精神集中のような時間もあったが、彼にはいまいちその意味が理解できなかった。

「よし、それじゃあ今から練習だ！　神山には小野寺が受身を教えてやれな！」

　部長はそう言い残し、他の部員となにやら練習をはじめた。小野寺くんと佐間太郎は二人して、道場のすみで練習をする。

「よし。それじゃあ神山くん、受身を教えるね」

「なに、受身って？」

　小野寺くんは立った状態から、膝ひざを曲げて後ろにゆっくり倒れこむ。背中が畳に着くと同時に、手を伸ばし大きく横に広げてバシーンと畳を叩たたいた。

「これ、これが後ろ受身。投げられた時に頭を打たないように、まず覚えるんだよ」

「……地味だね」

「でもこれをちゃんと練習しないと怪け我がしちゃうからね」

　それから小お野の寺でらくんは、前転しながらする前方回転受身（そのままだ）、前に倒れるようする前受身（もっとそのままだ）を教えてくれた。

「じゃあ神かみ山やまくん。これとりあえず百回ずつやろうか」

「百回!?　……マジですか」

「うん、本当だよ」

　二人は延々と、本当に延々と受身だけを繰り返す。果たしてこれが潜入捜査なのだろうか、と佐さ間ま太た郎ろうは疑問に思うのであった。
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　同時刻、例のマネージャー二人は、愛あいちゃん先生や複数の女子生徒と共に教室のロッカーの前にいた。

「あなた、なんでそんなところにスッポリ入っちゃったの？」

「色々あって、こうなってしまいました」

　アンコである。スッポリ天使でお馴な染じみのアンコである。

　ロッカーから抜け出せず困っている彼女を見たクラスメイトが、愛ちゃん先生に助けを求めたらしい。教室にやってきて状況を確認した愛ちゃんは「こりゃ一人の力じゃどうにもならんぞ」という結論を出し、もっと人を集めるように指示を出した。その結果が、千ち恵え美みの携帯への「なんかロッカーに女の子が詰まって出られないらしいよ。大変らしいよ、ヤバくない？」というメールになったわけだ。

　テンコはそれが自分のせいだとは言い出せずに「ほー、こりゃずいぶんと見事なスッポリですなー」などと言いながら、アンコの頭をテシテシ叩たたいた。

「じゃあみんな、アンジェラさんの顔を摑つかんで、一斉に引っ張るわよ？」

　愛ちゃん先生の指示により、十人ほどの女子がアンコの前に集まってくる。

「わかったー！　じゃあわたし、耳を引っ張ります！」

「わたしは鼻！」

「わたしはほっぺ！」

「じゃあわたしは、全体的に、なんとなく！」

　次々とアンコの顔に手が伸び、ガシリガシリと摑んでいく。普段は整っている彼女の顔が、膨れた餅のようにビヨンと伸びた。だが、それはそれで可愛かわいらしい顔になったので、女子は「きゃー、アンジェラちゃんかわいいー！」と盛り上がりだした。もはやこの状況、東北のお祭りとして成立しそうなほどの盛り上がりである。テンコは髪の毛を遠慮なく摑み「佐間太郎は渡さないからねん」と、一人別の気合を入れている。

「それじゃあいくわよ？　いっせーのー、せっ!!」

　全員が力を合わせすると、アンコはキュポンッ！という軽快な音と共にロッカーから飛び出した。

「わ！　やったー！　みんな、ありがとう!!」

　愛あいちゃん先生はアンジェラがロッカーから脱出したことに喜び、キャホキャホと飛び上がる。しかしアンコの顔があまり嬉うれしそうではないのを見て、首をかしげた。

「どうしたの、アンジェラさん。出られたのよ？　嬉しくないの？」

「助かりました。ですが、別の力が加わった気がします。つまり、一人だけ、引っ張るのではなく、奥に押し込もうとしていました」

「ええっ!?　そんないけないことするのは誰だれなの!?　言いなさい、叱しかります！」

「ええと、それは、テン……」

　アンコが誰かの名前を！　それが誰なのかまったく予想もつかないものの、テンなんとかと言おうとした途端、テンコが大声をあげる。

「いやー、みなさんありがとうございましたー！　それじゃアンコ、いくわよ！　あたしたち、柔道部のマネージャーだからね！　いますぐレッツゴホウですよ！　ゴポウ！」

　彼女はアンコをラグビーボールのように抱きかかえ、ダッシュで教室から逃げていった。慌あわてて千ち恵え美みは、その後を追いかける。

　教室に残された愛ちゃん先生と女子生徒たちは、ポカンとした表情でそれを見送ることしかできなかった。




「ちょっとテンコさん、待ってくださいよー!!」

　小こ脇わきにアンコを抱え、廊下を猛ダッシュ中のテンコを追いながら千恵美は叫さけぶ。

「待ちません！　テンコさんはグイグイ押し込んでないし、待ちもしません!!」

「なんですかそれはー！　もう！　廊下は走っちゃダメなんですよー！」

「知ってます！　じゃあ止まる!!」

　キキーッとカカトで急ブレーキをかけるテンコの背中に、千恵美がドスンとぶつかった。

「いたたた……。走ったらダメだけど、急ブレーキはもっと危険です」

「うーん。確かに千恵美さんの言う通りね」

「え？」

　妙に素直な発言に千恵美は驚いた。が、すぐにその意味がわかった。ブレーキの際、テンコの手からスッポ抜けたアンコが、そのまま前に飛び出して数メートル先まで吹っ飛んでいたのだ。

「きゃああああ！　だ、大丈夫ですか!?」

　千恵美は慌ててアンコに駆け寄る。どうやら廊下をオデコでスライディングしたようだ。彼女の額からは摩擦による煙がモクモクと上がっていた。

「大丈夫です。おでこがモクモクしてるだけです」

「それ大丈夫じゃないですよ！　おでこ、真っ赤じゃないですか！」

「大丈夫です。それよりあなた、千ち恵え美みさんですよね？」

「え？　そ、そうですけど」

「うーは、テンコ様と一緒にマネージャーをすることになった者です。よろしくお願いします」

「テ、テンコ様？」

　千恵美は顔を赤くしてテンコとアンコの顔を交互に見る。

「テンコ様なんて呼んだりして、ど、どういう関係なんですか……」

　大天使と天使の関係だ、当然そんなことは言えない。アンコは言葉を濁した。

「どういう関係なのかは、あなたには言えません」

　しかし、それが失敗だった。アンコの言葉に、千恵美はハッとした顔になる。

「ま！　まさか！　それはまさか。女同士なのに、そういう関係ってことですね！」

　千恵美は興奮のためにずり落ちてくるメガネを、必死で指で押し上げている。テンコは彼女が興奮している理由がわからず、大きな「？」を頭の上に浮かべた。

「千恵美さん、なんでそんな顔真っ赤にしてるの？」

「だって、だってだって、人には言えない関係で、それで、様とかつけちゃうのって、あああああ、そういう、ことですよね？　そういえばほら、テンコさん部室で自分のこと『普通じゃない』って言ってたし！　つまりアブノーマル!!」

　普通じゃない。確かに言った。しかし、それはあくまで佐さ間ま太た郎ろうとの関係を意味したものだったのだが、千恵美はまったく別の次元で言葉を捉とらえてしまったようである。

　いまだに額モクモクのアンコに、千恵美はそっと耳打ちをした。

「つまり、様で呼ぶってことは、二人の関係は、女同士なのに、ご主人様的なとか、女王様的なとか……その、いわゆる、そういう普通じゃない秘密の関係ってことですよね？」

　アンコは考える。なにか違うような気がする。でもまあ面倒だし、ハッキリ説明できるものでもないし、そういうことにしておこう。

「はい、そうなります」

「やっぱりか、やっぱりかよー！　なるほど！　わかりました!!　この千恵美、そういうプレイに関しての情報は一切外部に漏らさないから安心してください！」

　ピッカーンとメガネのレンズを輝かせ、彼女は満足そうに頷うなずいた。

「ちょっと待って！　プレイってなに!?　千恵美さん、あたしたちは……」

　絶対勘違いされてる。テンコは訂正しようとするが、千恵美は聞く耳を持たない。

「まままま！　大丈夫ですテンコさん。世の中は、男と女だけが恋愛をするものではありません、女と女の恋愛があってもいいじゃないね！　自由恋愛ですし、自由プレイですから！　安心してください、乙女おとめの秘密は守ります！　フー、しかしすごいな最近の高校生は！　わたしにはもう、とてもとても！　いやー、タハー！」

「なにがタハーなの!?　ねえ、違うんだってば、その」

「いやもういいんです、わたしそういうの嫌いじゃないですから！　わたしもカミングアウトしちゃいますが、むしろ大好きなんです、アブノーマルなの!!　そういう漫画とか、実はめちゃくちゃ読んでますから！　きゃは！　言っちゃった！　えと、じゃあ、わたしは校庭に先に行ってるんで、あとで来てくださいね！　いえいえ、いいんですテンコさんなにも言わないでください！　お二人の邪魔はしたくないのです。それじゃ、待ってますからね！　ヒューヒュー！　熱いよ!!　きゃー！」

　やだやだやだ、エッチエッチ、と言いながらダッシュで廊下を駆け抜ける千ち恵え美み。走っちゃダメって言っていたのは彼女のはずだったのだが。

　残されたテンコとアンコは、呆ぼう然ぜんとしながらその姿を見送った。

「ねえアンコ、これ、どういう種類の誤解されたの？」

「わかりません」

「あたしたちが天使だってことは、バレては、ないよね？」

「バレてはいません。ご安心ください」

「……そう。バレてないなら、まあいいか。安心はできない気がするけど」

「はい。ではうーたちも向かいましょう」

「う、うん……」

　果たして千恵美はなにをどう勘違いしたのだろうか。思春期の女子というのは、男子に負けず劣らず妄想力が強いのかもしれない。むむむ。
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「はひぃ、疲れた────!!」

　佐さ間ま太た郎ろうと小お野の寺でらくんは、合計で三百回近い受身を終え、畳に倒れこんだ。それを見た部長が、早速二人に檄げきを飛ばす。

「お前ら、道場で寝るな！　たるんでるぞ!!　罰として校庭十周走ってこい!!」

「げっ!?　なんでだよ、少しぐらい休んだって……」

　文句を言おうとした佐間太郎を、小野寺くんが強引に遮る。

「わかりました！　走ってきます！　ほら行くよ、神かみ山やまくん」

「ええっ!?　もー、なんで俺おれがそんなこと……」

　納得がいかなくても、言われたらやらなくてはならない。それが体育会系の上下関係というものだ。二人は道場から出て、校庭を柔道着に裸足はだしのまま走り出した。

「はぁはぁ、なあ、いつもこんななの？」

　先を走る小お野の寺でらくんに、佐さ間ま太た郎ろうが泣きつく。

「そうだね。ねえ、無駄話してないで、ちゃんと走りなよ」

「納得いかねえよ、こんなのイジメじゃねえか」

「違うよ。体力がついてないから、受身ぐらいでバテちゃうんだよ。走って体力つければ、あれぐらいどうってことなくなるはずさ。現に部長は毎日あれをこなしてるんだよ。部長は僕たちに体力をつけさせようとして走らせてるんだ」

「そうなのかなー、そうなのかなー、威張りたいだけなんじゃねえの？」

　小野寺くんは少し黙った後に「それも少しあるかもね」と言って、笑った。佐間太郎は、彼が笑ったのを初めて見たので、安心した気持ちになった。

「なー、小野寺くん。なんで柔道部なんて入ったの？　身体からだも小さいし、柔道ってタイプじゃないよね？」

　野球部やサッカー部が練習するグラウンドの外周を、二人して黙々と走る。小野寺くんは既にバテはじめ、苦しそうに返事をした。

「柔道部、人気がなくてね、今年一年が入らなかったら廃部になるって決まってたんだ。だから僕が入った。廃部にさせない為ためにね。まあ、運動は苦手だけど」

「えー？　廃部になっても関係ないじゃん。勝手に潰つぶしておけばいいのに」

「いや、うん……。関係ないっていえば関係ないんだけど……。色々ね」

「色々ってなんだよ」

「色々は……色々……だってば……」

　前を走る小野寺くんのペースが落ちる。彼は、校庭のどこかになにかを見つけたようだった。佐間太郎が視線を追うと、そこにはマネージャーの千ち恵え美みがいた。彼女は一人でニヤニヤしながら、校庭の隅にある水のみ場でなにか作業をしている。それを見て佐間太郎は悟った。なるほど、こりゃ恋だな、と。

「ふふふふ。そうか小野寺くん。きみも結構やるじゃないか」

　千恵美に見とれていたことを気づかれた小野寺くんは、耳まで真っ赤にして猛ダッシュで走った。

「な、なんか勘違いしてるかもしれないけど、千恵美は関係ないからね！」

　佐間太郎もペースを上げ、置いていかれないように走る。

「おやおや、俺おれは千恵美なんて名前、一言も出してませんよー！」

「ううううう、そうじゃなくて、彼女は幼おさな馴な染じみなんだ。だから、昔は、仲良かったけど、だからって、そういう、関係じゃないよっ！」

　さらにスピードを上げる小野寺くん。佐間太郎も必死でダッシュをかける。

「ほんとかにゃー、ほんとかにゃー？　ホの字なんじゃないの？　ん？　お？」

「だーかーらっ、そうじゃないよ！　千ち恵え美みは関係ない！　僕はただ、廃部にしたくなかっただけだってばぁ!!」

「えー、好きでもない部活を廃部にしたくないなんて普通思わないでしょー!?　彼女がマネージャーとして入るって知ってたから、追っかけて入ったんじゃないのー!?　ねえ、違うのー!?」

「違う、違うよ!!」

「そーかなー!?　そーかなー!?」

　などと言いながら、ものすごい腿ももの上がったダッシュで走り続ける二人。もちろん、それで十周したものだから、走り終わった後はご覧の通りである。

「………………か…………ちが…………げほ」

「…………そ……うかな…………おえ……」

　口の中が、鉄の味でいっぱいである。横っ腹が猛烈に痛いのである。

「ちょっと待って、僕、うまく、しゃべれない……死んじゃう……」

「はぁはぁ……俺おれだって、苦しい……。精神的に、苦しい……」

　二人の足取りは、まるで産まれたての子馬。完全なプルプルである。

　なんとか武道館の近くまでは辿たどり着いたが、そこから一歩も動けなくなって地面にへたり込んだ。

「（はぁはぁ……。神かみ山やまくんが千恵美のこと、変に勘ぐるから、はぁはぁ）」

「（お前が、認めないからだろ、んぐぉはぁほ……げふ）」

　この会話、二人にしか聞こえない、めっさ小さな声である。もう、まともに喋しやべることすらできないのだ。蚊の鳴くような声で言い合いをしていると、そこに部長がやってきた。

「お前ら……どんだけ全力で走ってんだよ……」

　返事をしようとしても、二人して声が出せない。それを見て部長は笑った。

「いいよ、少し休憩してろ。だけど外は寒いから風邪ひくなよ。動けるようになったら道場までこい。頑張ったな、よくやったぞ」

　二人はお言葉に甘えて、ゼエゼエ言いながらその場に寝転がった。
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「なんで千恵美さんは柔道部のマネージャーになったの？」

　校庭の水飲み場。粉のスポーツドリンクを水道水で溶きながらテンコが言った。練習が終わった後に部員が飲むドリンクを作るのも、マネージャーの仕事のひとつらしい。

「あー、そうですねえ。んーなんていうか、その、柔道部、潰つぶれちゃいそうだったし、応援したくて……」

　あの後、テンコたちは彼女と合流し、「ウフフ、お楽しみでしたか？」という妙な歓迎を受けつつ、この仕事を手伝っている。

「千ち恵え美みちゃんて、柔道好きなの？」

「いや……そうじゃなくて。強い人が好きっていうか。男の人同士が汗をかきつつ抱き合うって……ちょっと、いいじゃないですか。ぜひ近くで見たいじゃないですかぁ……」

　ニヘッと笑う千恵美。またしてもメガネが微妙に落ちてくる。どうやら、興奮するとメガネが汗でずれてしまうようだ。

「別に抱き合ってるわけじゃないと思うけど、あれ」

「まあそうなんですけど、寝技なんですけどね、知ってますか？　寝技ですよ、寝技！　だ、男子が、寝て、技をですね、こう、かけるんですよ!!　脚を絡めてさあ!!　あああ、ハレンチなあああ!!　どんだけやらしいんですかあああ！」

　テンコは思った。この子、やっぱり変だ。しかし、趣味は人それぞれである。受け入れなくてはならない。

「そ、そうなんだ……。ねえ千恵美さん、前髪がね、汗でくっついてる」

「はっ！　わたしとしたことが……。ふぅふぅ。でも、廃部はまぬがれたんです。今年一年生が入ってこなかったら廃部決定だったんですけど、ゆうくんが入ってくれて」

「ゆうくんというのは、どなたですか？」

　アンコが冷静に質問をする。千恵美は落ち着くために深呼吸をしてから答えた。

「小お野の寺でら勇ゆう気きくんのことです。彼とは幼おさな馴な染じみなんですけどね。彼が入ってくれたから部活動が継続されることになったんです。でもゆうくんは争いごとは嫌いだし、スポーツも苦手なはずなんですけどね。どうして柔道部なんかに入ったのかな……」

　テンコは心の声を使ってアンコにメッセージを送ることにした。

『あの小野寺くんのことだよね？　ってことは、彼は千恵美さんのことが好きで柔道部に入ったのかしら？』

　しかしアンコは無視。完全無視。テンコ、軽く舌打ち。の後に、ああそうか、アンコは心の声を使えないんだった、と思い出す。今度はどこにいるかわからない佐さ間ま太た郎ろうに向かって、心の声を送る。

『ねね、佐間太郎。どうやら小野寺くんは、マネージャーの千恵美さんのことが好きみたい。それで柔道部に入ったみたいね』

　やや間があってから、ぐったりした様子の声が返ってきた。

『ああ、いま、その小野寺くんと一緒に虫の息だ。走りながら本人に聞いてみたけど、その通りみたいだ。テンコの読みの通り。はぁはぁ……』

『なんで虫の息なの!?』

『無駄に全力で校庭ダッシュしたから……はぁはぁ』

『神様なんだから、そんなの大丈夫でしょ!?』

『精神的に辛つらいんだよ！　いいから休ませろ！』

『わかったわよ！』

　テンコが目を閉じてウグウグ言っているのを見て、千ち恵え美みが不思議そうな顔をする。佐さ間ま太た郎ろうと心で会話をしているのだが、知らない彼女にしてみれば理解不能な行動だ。

「あの、テンコさん。どうしたんですか？　具合でも悪いんですか？」

「はっ。いや、なんでもないの。ちょっと電波と会話を」

「電波と会話!?　……なるほど。テンコさんはそういう方向でもイケる方なんですね。わかりました。すごくわかりました。なんだか親友になれそうな気がします」

　また誤解を受けてしまった気がする。テンコは涙目で反省をした。

「あ、すみません。ちょっと失礼させて頂いてもいいですか？」

　不意にアンコが二人に言った。

「え？　どしたのあんた？　なに急に？」

　テンコが聞くと、アンコは少し言葉を濁す。

「すみません、私用です」

「なにそれ。まあ、別にいいけどさ。変なの」

　忠実に仕事をこなしてきた彼女が、私用などと言い出すなんて珍しい。

「それでは千恵美さん、テンコ様。失礼致します」

　それだけ言うと、アンコは校門のほうへ小走りで行ってしまった。

「ど、どうしたんでしょうか？　急に……」

「うーん、あいつよくわかんないのよね。なに考えてるか不明だし」

「またまたー。もしかして、そういうプレイなんじゃないですか？　にへ」

「違います！　っていうかプレイってなに？」

「放置プレイ。テンコさん放置されてるじゃないですか！　興奮しますか？」

「だからプレイじゃないってば！」

　水飲み場の二人は置いといて、我々はアンコを追いかけることにしよう。

　彼女は校庭を走りぬけ、そのまま校門から外に出た。一般道と校庭を区切るフェンスに沿って、なにかを探しながら歩く。しばらく行くと、フェンス越しに校内を覗のぞいている怪しい男がいた。アンコは水飲み場から目ざとく彼を見つけたのだ。彼は、彼女の予想通り、あの人物だった。

「なにしてるの？」

「あ！　あなたは、天使さん……」

　そこにいたのは、雪ダルマだった。彼は顔に玉の汗を浮かべ、酷ひどく暑そうにしている。今日は日差しが強いせいで、彼にとっては過ごしにくいのだ。

「ずいぶんと汗をかいていますけど」

「はい、ずっと太陽が照っていたもので、とても暑くて。実は、その……。僕は、ある女性を追って、ここまでやってきてしまいました」

「女性？　どなたですか？」

「それが、えと、さっきまで天使さんと話していた人なんですけど」

「テンコ様のことですか？」

「いえいえ。その、もう一人の方。千ち恵え美みさんというですね……」

「千恵美……？　あの人間？」

「はい」

　そこまで話して、雪ダルマが以前話したことを思い出す。

「もしかして、あなたが礼をしたいと言っていた、あの千恵美さん？」

「はい、そうなんです。でも、お礼がしたいだけだったんですけど、なんていうか、その……」

　雪ダルマは恥ずかしそうに顔を伏せる。

「どうしたんですか？」

「その、僕にもよくわからないんです。昨日、太陽の日差しから逃げるためにクーラーの利きいた本屋さんにいたんですが、そこで色々な本を見て知りました。なんていうか」

「結論から言ってくださると助かります」

「……恋を、してしまったみたいなんです」

「……人間に？」

「はい。僕は千恵美さんが好きみたいです」

　アンコは少し眉まゆをひそめる。雪ダルマが人間に恋をしたなんて話、聞いたことがない。

「雪なのに、人間を好きになったんですか？　雪にはそのような感情はないはずです」

「僕もそう思いました。でも、これはきっと、恋なんです」

「でもあなたは、いずれ溶けてしまいます」

「……はい」

「やめたほうがいいと思います。それに彼女は、少し変です」

「なにを言ってるんですか！　千恵美さんこそ僕の理想の人です！　完かん璧ぺきな女性なんです！　……といっても、僕は人間の女の人をそれほど知ってるわけじゃありません。だけどわかるんです。心が、見えるんです。千恵美さんは、本当に素晴らしい人です。それが僕にはわかるんです……」

「……そうですか」

　やれやれ、とアンコはため息をつく。思い込みが激しいのは人間だけではないみたいだ。なんだか面倒くさいことになりそうな予感がする……。
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　それからどした。夜です。神かみ山やま家です。

　佐さ間ま太た郎ろうは神様の書斎の床に寝転って、ピクリとも動けずにいる。心配そうに覗のぞき込んでいるのは、テンコと久く美み子こだ。

　久美子はなんとかして佐間太郎の助けになりたいと思って氷水や湿布を用意したが、少し触れるだけで「あだだだだだだ！」と絶叫されるのでなにもできないでいた。

「か、神山くん……。これも痛いですか？」

　指先でチョン、と太ももを触る久美子。佐間太郎は「アフゥヌ」と妙な声を出す。痛いらしい。よくここまで歩いて帰ってきたものだと感心する。

　まあ、正確に言えば辛つらそうに帰ってきたところを見たママさんに「まあ佐間太郎ちゃん！　誰だれにやられたの!?　教えて、ママさんに教えて、ママさんに教えてくれないなら……ぬうえーい、パイルドライバー!!」と、なぜかプロレスの技をかけられ、玄関に頭から叩たたき付けられたのが原因ではあるのだが。正直、ママさんの愛情表現は既に常人の理解できる域を超えている。非常に残念なことだ。

「ちょっとねえ、神様が筋肉痛なんてだらしなすぎるんですけど」












　久く美み子ことは対照的に、テンコは彼の不ふ甲が斐いなさにあきれていた。

「しょうがないだろ、痛いもんは痛いんだから……」

「あっそ。どうせ精神的なダメージが云うん々ぬんとか言うんでしょ。はいはい、わかってますわかってます。つまりそれ、サボりたいからお腹なか痛くなるってのと一緒でしょ？」

「うるせーなぁ、実際に痛いのは本当なんだからほっとけ！」

　久美子は髪をかきあげ、やれやれという顔をした。

「ねえテンコさん。どうして神かみ山やまくん筋肉痛になんてなっちゃったんですか？」

　まだ事情を知らされていなかった彼女に、テンコは手短に説明をした。

「それがね、かくかくしかじかなのよ」

「なるほど、以前学校の屋上で見かけた少年こと小お野の寺でらくんが、顔に怪け我がをしているのを偶然街で発見して調査をすることになった。同級生として学校に潜入し、彼が柔道部に入っていることを突き止め神山くんも入部。その結果、小野寺くんがマネージャーの寺てら内うち千ち恵え美みという少女に恋していることが判明。今日は様子を見ただけなので、明日から本格的に恋が成じよう就じゆするようにお手伝いをしようと思うものの、延々と繰り返される受身の練習と校庭での全力ダッシュのせいで神山くんはピクリとも動けず、やれやれこれからどうなることやら、いうわけだったんですね」

「……ず、ずいぶんと飲み込みが早いわね」

「はい。わたし、かくかくしかじかのプロですから。察しの良い女です。でも……」

　久美子がなにか腑ふに落ちない様子だったので、テンコは先を促す。

「でも、なに？」

「でも、ですね、小野寺くんは千恵美さんのことが好きだとして、果たして千恵美さんは小野寺くんのことが好きなんでしょうか？　彼女の気持ちを配慮せず、二人を無理やりくっつけようとするのは少し早急かと思います」

「んー、確かにそうだよな。いでででで」

　なんとか起き上がった佐さ間ま太た郎ろうは、いつの間にか部屋の中にアンコがやってきていたことに気付いた。音もなく空を飛んできて、窓から入ってきたらしい。彼女はゾウさんのジョウロを手に持ち、背中の羽を羽ばたかせながら、地球儀に水をやっていた。頭の上には天使の輪もついている。

「アンジェラはどう思う？」

　佐間太郎の問いに、彼女は視線だけこちらに向けた。

「神様は、小野寺くんを救おうと思っているわけですよね？」

「うん、まあね」

「だとしたら、千恵美さんの気持ちなど気にせず、恋が成じよう就じゆするようにすればいいだけです。神様は、彼を救うということを目的に行動なさればいいのです」

「気にせずって言っても、恋愛は一人でできるものじゃないしなぁ」

　アンコはジョウロを机の上に置き、パタパタと彼の近くまで飛んでくる。

「ですが、そういったことまで考えていると非効率的にならざるをえません。神様が許可をくだされば、うーが千ち恵え美みさんの気持ちをコントロールしても構いません。それならすぐ二人は上う手まくいきます」

「コ、コントロールっどういうことですか？」

　久く美み子こが恐る恐る尋ねる。

「コントロールはコントロールです。彼女の心を支配してしまうのです。それぐらいのことはできます。千恵美さんに小お野の寺でらくんを好きになってもらって、それで小野寺くんに告白させればいいだけです」

「ちょっと待ってよ、なんなのそれっ」

　黙って聞いていたテンコが、袖そでをめくってズイッと一歩前に出る。

「そんなのは救った、てことにはならないでしょ？　こっちでチョイチョイって操作するだけでいいの？　それが人を助けるってことなの？」

「しかしテンコ様。小野寺くんに告白をさせて、千恵美さんにその気がない場合、どういう結果になるでしょうか。助けるつもりが、むしろ彼を不幸にしているだけです。でしたらコントロールしてしまうのがよいかと」

「んにゃー！　わかってない！　佐さ間ま太た郎ろう、ちょっと言ってやってよ！」

　うつ伏せになりながら、佐間太郎は考える。アンコの言うことは確かにもっともだ。こちらで告白をけしかけておいて、振られたとなっては、神様の立場がない。かといって千恵美の気持ちをコントロールしてしまっていいわけがない。

「神様。あの少年にばかり構っている時間はありません。他ほかにもたくさんの人を救わなくてはいけないのです。効率の良い方法を選択なさってください」

「ちょっとアンコ、あんたは黙ってなさいよ！」

　口を挟むアンコに、テンコは苛いら立だちを露あらわにする。佐間太郎は、二人とも間違ったことを言っていないと考え、どう返事をしていいのかわからなくなった。

「いやー、これは実に難しい問題だな……」

「なによ佐間太郎！　もし失恋してもね、それはそれでいいのよ。告白したってことが力になるの。経験を積んでレベルアップするのよ！」

「しかし、神様が自らの手で人間を不幸にするというのはいかがなものかと」

「うるさいわね！　まだ振られるって決まったわけじゃないでしょ？　成功するように応援するわよ！」

「それでは、これはいかがでしょうか？　最初から恋などしていなかった、というふうに記憶を消してしまうのです。そうすればこの問題を終え、次の人間を助けることができます」

「それは、ダメ」

　今まで黙っていた久く美み子こが、少し強い調子で言った。

「アンコちゃん。もしね、もしその男の子が振られたとしても、テンコさんの言う通り良い想おもい出になると思う。それに、もっと素敵な自分になって、振り向いてもらおうって努力するかもしれない。だけど記憶を消してしまったら、全部無しになっちゃう。そんな悲しいことはしないで？　それだけはダメよ、アンコちゃん」

「なぜでしょう？　理解できません。不幸な思いなどしないほうがいいはずです」

　アンコはいくら話しても埒らちが明かないと思ったのか、ジョウロを持って机の上まで飛んでいってしまった。それからちょろちょろと地球儀に水をやる。

『ねえ佐さ間ま太た郎ろう、アンコの奴に人間の気持ちっていうのを理解させないとダメなんじゃないの？　あの子、ちょっと変だよ』

　心の声を使ってテンコが佐間太郎に言った。彼も床に突っ伏しながら心で返事をする。

『そうだな。言ってることは合ってるんだけど、人間味が足りないよな。ちょっとレクチャーしないといけないな』

『そうですね、アンコちゃんは少し変です。わたしが言うのもなんですが』

　それに久美子も加わってきた。

『だよなあ。あいつに必要なのは……』

　三人はアンコのほうを見る。彼女は自分がそんなことを言われていることなど知りもせずに、ジョウロで地球儀に水をやり続けていた。
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　小お野の寺でらくんはヘトヘトになってベッドに倒れこんでいた。今日は雲がない、星を見るのには最高の夜だというのに、疲れて一歩も動けない。それでも彼はなんとか身体からだを起こし、窓を開け空を見上げた。

　冷たい風が部屋に吹き込んでくるが、火ほ照てった身体には心地よかった。

　彼は星を見ると幸せな気持ちになった。子供の頃ころ、千ち恵え美みと一緒によく星を見たからだ。最近は空気が悪くなったせいか、あまり星も見えなくなった。それでもいくつかの光が昔の、仲の良かった二人を思い出させる。

　子供の頃、千恵美と一緒に夜空を見ながら約束を交わしたことがある。彼女は小野寺くんのすぐ横で、眩まぶしそうに夜空を眺め、こう言ったのだ。




「ねえゆうくん、たくさん星があるよね」

「うん、そうだね」

「この星って、全部に名前がついてるのかな」

「うーん、大きくてピカピカしてる星には、きっと名前がついてるんじゃないかな」

「そっか。もうこれは誰だれかが見たことのある星なんだね」

「きっとそうだろうね」

「ねえ、あたし新しい星が見たいよ。すっごく大きくて、ピカピカしてて、きれいな、まだ誰も見たことのない星がみたい」

「そ、そんなこと言っても……」

「もし新しい星をゆうくんが見つけてくれたら、あたし、ゆうくんのお嫁さんになってあげる」

「え……本当？」

「うん、本当だよ。指きりしよう。約束」




「千ち恵え美み……」

　なんとなく口に出してから、恥ずかしくなってキョロキョロと部屋を見回す。もちろん誰もいない。それでも落ち着かなくて、もう二度と彼女の名前をこんなふうには口にしないぞと誓った。

　あの夜の約束を果たすために、小お野の寺でらくんはずっと望遠鏡で新しい星を探している。

　こんな小さな望遠鏡で見つけられるのかわからない。だけど彼は「お嫁さんになってあげる」という言葉を信じて、毎日毎日夜空を見上げているのだ。

「はぁ……、それにしても」

　と、彼は今日のことを思い出す。部活に入ってきた妙な新入部員神かみ山やま佐さ間ま太た郎ろう。

　彼に千恵美のことが好きなんじゃないかと言われて、酷ひどく動揺してしまった。そんなわけない、ただの幼おさな馴な染じみだ。そう言い訳をしたが、きっと見透かされていただろう。

　彼は子供の頃ころからずっと千恵美のことが好きだったのだ。理由はわからない。ずっと一緒にいた、ただそれだけのことかもしれない。いや、理由なんてどうだっていい。好きだ、という気持ちだけが確かにここにある。

　彼は自分の名前が嫌いだった。勇ゆう気き、という名前。背もさほど大きくなく、運動は苦手で、意志も弱い。そんな自分の名前が「勇気」だなんて、悪い冗談としか思えない。

　もし本当に勇気があれば、さっさと千恵美に告白をしているはずだ。

　彼が柔道部に入ったのには二つの理由がある。彼女がマネージャーをしていたことと、「強い男の人って素敵よね」とポツリと言ったのを聞いたからだ

　もし自分が強い男になれば、振り向いてくれるかもしれない。自分のことを好きになってくれるかもしれない。ただその一心で、辛つらい練習に耐えている。

　それなのに気持ちを伝えることができない。もし振られたらと考えると、恐ろしくて言葉すらまともに話せなくなってしまう。

　上う手まくいくにしろ、いかないにしろ、こんなふうにずっとモヤモヤとした気持ちでいるよりはずっとましなはずなのに。

「最悪だ……あぁ、僕って、最悪だぁ……」

　星を見ながら弱々しい声をあげる。さすがに夜風で身体からだも冷えてきた。もうそろそろ寝たほうがいいだろう。

「ん……なんだあれ」

　そんな時、家の前の道路に、なにかが落ちているのが目に入った。それは真っ黒のアスファルトの上で、小さな星のように美しく輝いている。その光が無性に気になったので、コートを羽は織おって家を出た。

　外でその輝きを見た瞬間、思わず言葉を失った。窓から見た時よりも、ずっと美しく光っていたからだ。深い赤をしたそれは、反射ではなく、自分から光を発していた。

「……きれいだな。でもこれ、なんだろう」

　小お野の寺でらくんは注意して、それを拾い上げた。赤い色をしていたので、ルビーかなにか、宝石かとも思ったが、意外にもそれはキャンディだった。

「……飴あめ？　なんで飴がこんなところに？」

　指で摘つまんで眺めていると、光の中に吸い込まれてしまいそうだった。キャンディに心を奪われていたせいで、すぐ背後まで誰だれかが近づいてきていたことにも気づかなかった。

「気に入ってもらえましたか？」

　低い声に驚いて振り返ると、瘦やせた男がにっこりとこちらを見て笑っていた。

「落とし物をしてしまったんですよ。飴なんですけどね。あなたが拾ってくれたみたいだ」

「あ、こ、これですか？」

　小野寺くんは素直にキャンディを差し出す。本当は、惜しいなと思っていた。こんなきれいなキャンディは見たことがない。できれば部屋に持ち帰って宝物にしたかった。

「いや、いいんですよ、ありがとう。それは、あなたのものです」

　男はそう言って、嬉うれしそうに笑う。少し気味が悪かったが、キャンディが自分の物になるかもしれないと思うと、小野寺くんは嬉しかった。

「でも、これは、あなたが落としたんでしょう？　だったら返します」

「いやいや、遠慮なさらないでください。その飴、すごく美しいでしょう？　とろけるように甘いんですよ。きっとあなたも気に入ってくれるはずだ。それに、ほら……」

　男はコートの内側のポケットから、小さなガラス瓶を取り出した。そこには道路に落ちていたのと同じ、真っ赤なキャンディがたくさん詰まっている。

「こんなにあります。だから遠慮なさらず、受け取ってください。それにね、その飴は、あなたと出会うべくして出会ったんですよ」

「それは、どういうことですか？」

　妙なことを言い出す男に、小お野の寺でらくんは眉まゆをひそめる。

「そんなに怯おびえないでください。わたしは怪しい者ではありません。いいですか、その飴あめは、ただの飴じゃないんですね。食べると勇ゆう気きが出る飴なんです。あなた、心当たりはありませんか？」

　食べると勇気が出るキャンディなんてあるわけがない。しかし、小野寺くんは千ち恵え美みのことで悩んでいたので、もしかしたらこのキャンディが自分を救ってくれるかもしれないと思ってしまった。

　しかし「ごめんなさい、失礼します」と言って、彼はその場から逃げ出そうとする。好奇心よりも、男に対する恐怖のほうが大きくなった。このまま話していたら、急に酷ひどいことをされるかもしれない。最近の世の中は物騒なのだ。

「わかりました。ですが、わたしの言っていることは噓うそではありませんよ。もしまたわたしに会いたくなった時は、歌を歌ってください」

　小野寺くんは男の話を無視して家に逃げ込んだ。階段を駆けあがり、ベッドに飛び込んで布団ふとんにもぐる。身体からだが震えているのがわかった。

「いいですか、この歌です。忘れないでくださいよ？」

　男は外にいるはずなのに、すぐ近くで声が聞こえた。恐ろしくなって手で耳を塞ふさいだが、それでも男の声は消えない。

「それではいきますよ。コホン」

　小野寺くんはこう考えることにした。これは夢だ、全すべて噓なのだ。星を見ている間に眠ってしまった。それからのことは、全部夢の中の出来事だ。彼が勇気を欲しがっていることが影響して、こんな奇妙な夢を見てしまっているのだ。

　だったら早くこの夢から抜け出したい。現実に戻って安心したい。

　彼はそう祈り続けたが、男の声は次第に大きくなり、最後には部屋中に響き渡り壁を震わせた。男の声は、こう歌っていた。





　ひとつ美お味いしい飴あめ玉だまを　ふたつお口に放ほうりこみゃ　みっつ嫌なこと悪いこと　よっつぜーんぶ忘れちゃう　いつつ忘れたその代わり　むっつ勇気が湧わいてくる　ななつ不思議な飴玉さ　やっつおじさん噓つかない　ここのつーつまりこの飴は　とう　とーっても素敵な飴玉さー
















第四章　『キャンディ』








第四章「キャンディ」







「いってらっしゃーい!!」

　翌朝、神かみ山やま家のみなさんに見送られ、学校生活二日目を迎えるために三人は家を出た。学校に向かう途中、佐さ間ま太た郎ろうはコホンと咳せきをしてからアンコに話しかける。

「なあアンジェラ」

「はい、なんですか神様」

「お前はもうちょっと人間的な考えをしたほうがいいと思うんだけど、どうかね」

　不意の言葉に、彼女は戸惑う。人間的な考え方というのが、アンコにとってはどういうことかわからなかった。そもそも、佐間太郎だって人間ではないのに、なぜそんなことを言うのかも理解ができない。

「神様、具体的におっしゃって頂かないとわかりません」

「そうだなあ。ほら、昨日言ってただろ？　小お野の寺でらくんを救うには千ち恵え美みさんの気持ちをコントロールするってさ。確かに話は早いけど、それじゃ問題を解決したことにはならないんだ」

「わかりかねますが」

「つまり、人間っていうのは、問題を解決しましたよーっていう結果だけが大切なんじゃなくて、その間にどういった行動を起こしたのか、どういった気持ちになったのか、っていう、心の動きが大切なんだよ。きっとそれを、それを人は成長というのだよ」

　言葉に詰まりながらも、佐間太郎が説明するのを見て、テンコは不思議な気持ちになった。以前の彼だったらこんなことを言っただろうか？　グウタラで、ヘナチョコだったはずなのに。

「心の動き？　うーにはわかりません」

「んー。なんて言うのかなぁ。アンジェラにはまだ早いのかな、こういう話は。じゃあ、とりあえずアンジェラのスローガンこれね。『もっと人間的になろう』」

　そう言われても、一向にアンコはピンとこない。

「人間的とはどういったことでしょうか？」

　助け舟を出すつもりで、今度はテンコが口を挟む。

「あんたってばいっつも同じ顔してて、笑ったり泣いたりしないでしょ？　そういう基本的な所からでいいのよ」

「笑うということが人間的なんですか？」

「わ、わかんないけどさ。例えばよ、例えば。感情を表に出すってことが大切なの」

「そういったことはとても無駄に思えます。感情に足を取られているようでは、人間というより動物です。人間だったら感情をコントロールするべきです」

「じゃあ、あんたは感情をコントロールしてるっていうの？」

「いえ。感情というものが、よくわかりません」

　佐さ間ま太た郎ろうはアンコの頭に手を置き、ポフポフと柔らかい髪を撫なでた。昨晩は頭の上に浮いていた天使の輪が、今はしまってある。

「じゃあまずは笑ってみなよ。そっからスタートだ」

「は、はい。やってみます」

　アンコは立ち止まると、眉み間けんにシワを寄せてウムムとうなる。

「どしたの？」

「笑うというのがどいうことか、少し考えているところです。少々お待ちください」

　しばらくすると、彼女は口の端をニュッと広げ、肩を軽く揺らしながら声を上げた。

「クククク。クククク、クケカコカー」

　天使とは思えぬ、怪しすぎる笑顔である。

「ちょっと、あんたそれやめなさい！　怖い!!」

　テンコに言われ、アンコはクケカコカーをやめる。

「今のは違いましたか？」

「違う。全然違う。心がこもってない。ただ形として笑うんじゃなくて、心から笑うの。そうね、笑ってる理由をちゃんと設定しなさい」

「ですがテンコ様。どういう時に笑うかというのがわかりません」

　佐間太郎はアゴに手をあてながら少し考えたこんだ後に、こんな提案をした。

「じゃあこういうのはどうだ？　憧あこがれの先輩テンコ。そのテンコにアンジェラがお弁当を作ってくる。テンコが嬉うれしがる、美お味いしそうに食べる、それを見てアンジェラは幸せな気持ちになる、はいそこで思わずニッコリ。どうだ、やってみろ」

「は、はい。やってみます」

　アンコは頭の中で彼が言った言葉を繰り返し、想像する。テンコは「なんでそんな妙なシチュエーションなのよ」と文句を言ったが、無視されてしまった。

「それじゃ、いきます」

　アンコはなにかのスイッチを入れ替えたように、表情を変化させた。さっきまで愛想のなかった瞳ひとみが、愛くるしく潤む。テンコを真まっ直すぐに見つめ、健けな気げな後輩になりきった。

「テンコ先輩！　お弁当作ってきたんですけど、受け取ってもらえますか！」

　アンコのキラキラした目に、テンコは迂う闊かつにもグッときてしまった。嫌ってはいるものの、アンコほどの美少女に面と向かってそんなことを言われたら、さすがにドキドキしてしまうらしい。

「あ、う、うん。ありがとう。う、受け取るよ」

「そうですか、えへへ、よかったー。はい、これです」

　存在しないお弁当箱を渡す振りをする。テンコは受け取る振りをする。

「えーと。お、玉子焼きかあ。いただきまーす」

　テンコは玉子焼きを食べる振りをして、モグモグと口を動かした。美お味いしくできたかしら、先輩の好みの味付けかしら、と心配そうにアンコは見つめている。

「どうですか、テンコ先輩。美味しいですか？」

「う、うん。おいしいよ」

　佐さ間ま太た郎ろうがパチコーンと指をスナップし、アンコに叫さけぶ。

「はいここー！　ここで笑ってー！　いま、笑ってー!!」

　その声に瞬時に反応し、アンコが愛くるしい表情のまま笑う。

「ククク、クパパパパパパ!!　クケカコカー!!」

「「だから何でだよ!!」」

　むしろさっきよりも一段と怪しくなった笑いを見て、佐間太郎とテンコは同時に叫んだ。まるでダメである。表情は上う手まくできたのに、笑い声は暗黒である。

「うーん、おかしいですね。今のは、かなり人間らしく笑えたと思うんですが」

　アンコは首をひねり、その後も何度か笑う練習をした。しかしやはり「クパパ、クパパ」という、妙な声しか出ないのであった。

「みなさん、おはようございます」

　そこにやってきたのが千ち恵え美みだ。彼女はニヤニヤと笑いながら、三人に近づいてくる。

「神かみ山やまくん、おはようございます。アンジェラさん、おはようございます。それに……テンコ先輩、おはようございます」

　ふふっ、と笑う千恵美を見て、テンコは絶望的な気持ちになった。

　ここにいる全員は同級生のはずである。それなのにテンコのことを先輩と呼んだということは、さっきのアンコとの練習風景を見られたということだ。

「ちょ、ちょっと待って千恵美さん。誤解してる。違うの、それは違うのよ！」

「ままままま！　いいんです、大丈夫です。テンコさんとアンコさんの関係は、わたしが一番よく知ってますから！　先輩と後輩っていうプレイですよね？　わかります、わかります、いつもと違うシチュエーションだからこそ燃えるわけですよね？　ふふふふ」

　完全に見られていた。そして、完かん璧ぺきに誤解された。テンコは力なく地面に崩れ落ちる。そんなヘロヘロテンコに、佐間太郎が心の声を使って聞いてくる。

『おい、プレイってなんだ？』

『……聞かないで。誤解なのよ。千恵美さんてば、あたしとアンコの仲を誤解しているのよ。うううう』

　心の声を使ってそんな会話がされているとも知らずに、千ち恵え美みはアンコににじり寄る。

「ふふふ、アンジェラさん。どっちが攻めるほうですか？　ねえねえ」

「攻め？　うーにはわかりませんが。それはどういう意味ですか？」

「んもー！　女の子同士でそういう関係ってことは、『ナントカ薔ば薇らのテンコ様』みたいなニックネームつけたりしてるんでしょー！　してるくせにー！　わたしの目は節穴じゃないぞー!!　おいコラー！　かわいい顔してごまかしてー！　えっへへー!!」

「いや、うーにはさっぱり……」

「またまたー！　おいおいー秘密主義かー!?　んもー!!」

　興奮しっぱなしの千恵美を見て、取り返しのつかいことになってんなーと泣くテンコであった。




　菊きく本もと高校の校門に着くと、佐さ間ま太た郎ろうは「ちょっと用事が」と言ってその場を離れようとした。テンコは「浮うわ気きね！　浮気ね！　きいいぃ！」と落ちている石を投げたが、そして佐間太郎の顔面に直撃したのだが、彼の心の声を聞いて状況を理解する。

『小お野の寺でらくんがこっそりこっち見てるから、俺おれ行ってくる。あとね、石は人に投げちゃいけないよ』

『はい。わかりました。石投げてごめんなさい。顔の中心に投げてごめんなさい。じゃああたしは、千恵美さんが小野寺くんのことどう思ってるか、スマートかつデリケートに聞いてみるね』

『おう、任せたぞ』

　佐間太郎が走り去るのを確認してから、テンコはアンコにウインクをした。これから、スマートかつデリケートに小野寺くんに対しての気持ちを確かめるわよ、という合図である。それを見た千恵美は「はっ、なんかいやらしい合図してる！」と心の中で興奮するのであった。

「ねえ千恵美さん」

　テンコは歩きながら、何気ないふうに話し始める。スマートかつ、デリケートに。

「は、はい。なんでしょうか？」

「ぶっちゃけ、小野寺くんと付き合う気はあるの？　ないの？」

「……え？」

「だから、小野寺くんと男女の関係になる覚悟はあるのかって聞いてんの！」

　完全に無神経だった。スマートでもデリケートでもなく、壁をぶっ壊して強引に進む戦車みたいな会話の切り出し方である。

「どうしてわたしがゆうくんと付き合わなくちゃいけないんですか？」

　戸惑いながら千ち恵え美みが聞き返すと、テンコはフゥと一息ついてから答える。

「ぶっちゃけ、小お野の寺でらのやつ、千恵美さんのこと好きなのよね。で、千恵美さんはその気があるかどうかっていうことを知りたくてね」

　ただの戦車ではなかった。この破壊力、恐竜戦車じゃ。

「そ、そんな！　ゆうくんとは幼おさな馴な染じみだし、そういう関係じゃないですから……」

　顔を真っ赤にして俯うつむく千恵美に、テンコは追い討ちをかける。

「千恵美さんがどうこうは知らないけど、相手はホの字なわけよ。わかる？　ほ・れ・て・ん・の！　だから、千恵美さんの気持ちがね、大切なわけよ。どうなの？　好きなの？　好きなんでしょ？　つうか好きって言いなさいよ、丸く収まるから。ね？」

「いやいやいやいや、そんなこと言われましても。ゆうくんがわたしのこと好きっていうのも、信じられませんし、だってほら、そんな素そ振ぶり見せないし。それに、うああう」

　どうやら思考が許容量をオーバーしたようで、彼女は目をぐるぐる回しながら倒れそうになる。しかしテンコは千恵美の肩を両手でガッとつかみ、顔を近づけて問う。

「事実なんです。認めなさい。あなたの気持ちが知りたいんです。言え、言うのじゃ」

　アンコはその様子を見ながら、さすがに止めたほうがいいかもしれないなーと考える。

　しかし、自分より偉い大天使の彼女が行っていることなのだ。ここは見守るしかない。あと止めたら止めたで面倒なことになりそうだし。

「ほら、はっきりせんかい！　おう？　おう？」

「ひいいい、わかりました、正直に答えるんで離してくださいっ」

「よし。では言え。気持ちを言え。うん」

「は、はい。その……実はわたし……」

「うんうん。なに？　なに？」

「その……。恋愛に、興味が、まったくないんです」

　テンコは悟った。あ、こりゃ小野寺ってば脈ねえな、と。

「……なるほど。恋愛に興味がない、と。おっしゃる」

「はい。本物の恋愛なんて、わたしには想像もつかないし、まだ早いと思うんです」

「じゃあ、もし小野寺くんから告白されたらどうするの？」

「断ります（即答）」

「……にゃるほど」

「はい」

　サワヤカーサワヤカーと、冬の風が二人の間を通り抜けていった。
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「なにしてんの小お野の寺でらくーん」

　グラウンドの脇わき、校門がよく見える場所にいた小野寺くんに、佐さ間ま太た郎ろうはニヤニヤしながら駆け寄る。

「わ、神かみ山やまくん！　別になにもしてないよ」

「なにもしてないわけないでしょー。どう考えても千ち恵え美みさんのこと見てたんでしょ？」

「そ、そうじゃないけど……」

「噓うそつけよー、こっちはお見通しだぞ？　ん？　お？　てか、なに隠してんの？」

　小野寺くんがポケットの中に、なにかを隠したのを見て佐間太郎は言った。

「いや、なにも隠してないよ。全然。うん」

「怪しいなー、うん、怪しいぞー。ほらほら、見せてごらんよー、んー？」

　無理やりポケットに手を突っ込もうとするが、彼は必死になってそれを拒否する。

「だから隠してないよ、止やめてよ！」

「やめるけどさ！　怪しいじゃんだって！　やめるけど！　すぐやめるけど!!」

　佐間太郎は両手を上に挙げて「やめましたーやめましたー」と連呼している。小野寺くんは、無理やりポケットから取られるかと思ったので、拍子抜けをしてしまった。

「……なんでやめるの？」

「え、だってやめろって言ったから」

「そうだけど……。気にならないの？」

「気になるけど、嫌なら無理やりしたってしょうがないじゃん」

「そりゃそうだけど……」

　そうか、と小野寺くんは気づいた。彼は、本当に自分のことが心配で、こうして相手をしてくれているのだ。無理やり物を取ってからかったりするのが目的なのではなく、勇ゆう気きのない自分を気にかけてくれているのだ。

「……好きだよ」

　覚悟を決めたように小野寺くんが呟つぶやいた。それを聞いて、佐間太郎は全力で首を振る。

「いや！　俺おれはそういう趣味ないから!!」

「違うってば！　そうじゃなくて、ち、千恵美のことが、す、すき、だよ、ってこと！」

　あれほどまでに否定していたのに、なんという心変わりだろうか。佐間太郎は驚いて「うおっ」と声を出してしまった。

「なにそれ。いや、最初から知ってたけど。だったら俺じゃなくて千恵美さんに言えばいいじゃんか」

「言えないよ……。そんなの恥ずかしいし、怖いし、言えないよ……」

「なんで？」

「なんでって、だから、恥ずかしいし……」

「うーむ。まあ、そりゃそうだけどさあ。うーむうーむ」

　目の前にいる恥ずかしがりやの少年を救いたい。神様として、同級生として、佐さ間ま太た郎ろうはそう思った。

「好きなら言えばいいじゃん。言わなきゃなにも始まらないよ」

「もし失敗したら？　千ち恵え美みにその気がなかったら？」

「もし告白して失敗しても、それで全すべてが終わるわけじゃないだろ？　一度であきらめたらいかんよ。何度だってアタックすれば、いつかＯＫしてくれるかもしれない」

「嫌だよ、一度でも恥ずかしいっていうのに、そんな何度もしたら死んじゃうよ」

「気持ちはわかる！　気持ちはわかるけど、勇ゆう気きを出せよ！　もしお前が告白する前に千恵美さんに他ほかの誰だれかが告白して、うっかりＯＫされたらどうすんだよ」

「その時はその時だし」

　千恵美のことが好きだ、と勇気を出して佐間太郎に告白した彼だったが、それ以上は無理みたいだ。落ち着かない様子で視線が宙をさまよい、逃げ出したいと思っているのがよくわかった。

「千恵美さんのことが好きなんだろ？　だったら俺おれも協力するからさ。だから、一緒に頑張ろうよ。な？　今まで勇気が出なかったんなら、今日から勇気を出せばいいじゃん。今から生まれ変わればいいんだよ。お前にならできるよ！　な!!」

　淀よどんでいた小お野の寺でらくんの瞳ひとみに、少しずつ光が戻ってくるのがわかった。ポケットの中でなにかを握り締めながら、彼は苦しそうに、しかし力を込めてこう言った。

「……わかったよ神かみ山やまくん。僕、千恵美に、告白するよ。勇気を出して、言うよ」

　声は震えていて、とても頼りなかったが、小さな勇気の芽が出てきたのが佐間太郎にはわかった。彼にはそれが嬉うれしかった。自分の言葉によって、人間に勇気を与えることができたことが、とてつもなく幸せだった。

「よし、そうとわかったら千恵美さんの……」

　ここでテンコから、心の声がニュース速報のように届く。

『えー、こちらテンコ。千恵美さん、小野寺くんに興味なし、小野寺くんに興味なし。告白されたら即行で断るとのことです。以上』

「あ」

　佐間太郎の幸せ、二秒で終わる。

「よぉーし、そうと決めたら、僕は今すぐに千恵美に告白をするぞぉ!!」

　希望を持って歩き出そうとする小野寺くんを、佐間太郎はガシッと捕まえる。

「待ってください！　別に今すぐじゃなくてもいいんじゃないでしょうか！」

「神山くん。僕、きっとこの勢いに任せないとダメだと思うんだ。時間が経たったらまた臆おく病びような自分に戻っちゃう。だから、今、すぐ、告白に!!」

「ごめんなさい！　臆おく病びような小お野の寺でらくんよ、戻ってこい!!」

「なんで？　冗談言わないでよ、僕は神かみ山やまくんのお陰で千ち恵え美みに告白するって決めることができたんだよ！　ありがとう神山くん！　なんとお礼を言っていいやら！　というわけで、今すぐ千恵美の元へ！」

「お礼は言わないで！　お願いだから言わないで！　ああ、ごめん、ねえ、ごめんよおおおおお！」

　押し問答を繰り返しているうちに、キーンコーンカーンコーンとチャイムが鳴った。

　それは開校以来一番悲しい音色で響いていたような気がした。が、きっと気のせい。
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　ホームルームの時間、佐さ間ま太た郎ろうとテンコによる心の声を使った緊急会議は非常に白熱したものになった。愛あいちゃん先生が出席を取っている間、声には出さずに大論争である。

『えー!?　小野寺くんってば、告白する気満々なの!?』

『そうだよ、そうなんだよ。こりゃ休み時間になったら、すぐ千恵美さんの教室に行って告白するぞ』

『そんなことしたって彼女は付き合う気ないって言ってるんだから、どう考えても失敗するじゃんか！』

『そうだけどしょうがないだろ、本人がヤル気出してるんだから。そりゃ止めようとはしたさ、止めようとしたけど、なんかこう、勇ゆう気き出しますってんですごいんだよ』

『ったくもぉ、佐間太郎ってば……』

　うむーと二人は前の席に座っている小野寺くんの後頭部を眺める。後姿からでも「やりまっせー」というポジティブな気迫が伝わってくるほどだ。隣にいるアンコはとくにそれを気にすることなく黒板を見つめている。

『うーむ、しかしアンジェラの言う通りの嫌な展開になったな』

『なったわね。完全にね。かといって、やっぱり千恵美さんの心をコントロールするなんてやっちゃいけないことだし……』

『だよなぁ。そもそも、なんで付き合う気ないの？　小野寺くんのこと嫌いなの？』

『んー、そうじゃないみたいなんだけど……』

　テンコは消しゴムにシャーペンの芯しんをザクザク突き刺しながら、千恵美との会話を思い出す。







「千恵美さんは恋愛に興味がないっていうけど、小野寺くんのこと嫌いなの？」

　教室に向かう途中、廊下を歩きながら聞くと、彼女は難しそうな顔をした。

「嫌いじゃないんですけど、その、わたしは男の人と付き合ったこととかないし、想像がつかないんですよね。付き合うってどういうことなのか。好きっていう気持ちがなんなのか。それに、ゆうくんとは今までずっと幼おさな馴な染じみとして過ごしてきたわけじゃないですか。それなのに、急に恋人同士みたいになったら、どうなっちゃうんだろうって怖いんです。幼馴染みだったらずっと幼馴染みですよね？　でも恋人になったら別れてしまう時がくるかもしれない。離れるのは寂しいです。同じ学校に通ってるのに、顔を合わせても会話もしないのかなって。そんなの変ですし」

　その言葉を聞いて、テンコは胸が締め付けられるような気持ちになった。テンコ自身、幼馴染みのように育ってきた佐さ間ま太た郎ろうに恋をした。そのことについて悩んだ時もあった。果たしてこれは恋愛なのか？　それとも、長く一緒に過ごしてきたことによる、ただの愛着なのか。それが恋心だと気づいてからも、気持ちを伝えることによって今まで上う手まくいっていたバランスが崩れてしまうことが怖くて、なにも言い出せなかった。

　テンコは、昔の自分を見るようにして千ち恵え美みを見る。

「千恵美さん、確かに気持ちはわかる。すごく怖いよね。だけど、どうなるかなんて実際にやってみた後じゃなくちゃわからない。やる前から想像して怯おびえているなんてダメだよ。その想像は千恵美さんの頭の中だけで起こってることだから、そんなまだ起こってもいないことに対して怖がるっていうのは、損してるよ」

「でも、それだけじゃないんです」

　千恵美はメガネのフレームを、手で触りながら言う。

「その、もし誰だれかと付き合ったら、キスしたりとか、裸になってエッチなことしたりとか、するじゃないですか。そういうのも、怖いんです。上手くキスできるかな、とか、それに裸になるなんて恥ずかしいし、わたし、スタイルもよくないし」

　さすがのテンコも、話の流れに顔を赤らめた。

「わたし、そういう漫画の読みすぎなのかなあ。憧あこがれもあるんですけど、興味もあるんですけど、漫画みたいにできるか自信ないんです。だから、それで嫌われちゃったら困るなあっていうのもあるし」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　自信、な、なによ？」

「だって付き合ったらエッチなことしなくちゃいけないんでしょ？」

　直球だ。あまりにも直球である。

「いやね、んとね、そういう、ことはね、しなくちゃいけないとか、絶対にすることってわけじゃないのよ」

「どういうことですか？」

「付き合ったらキスするとか、恋人だからエッチなこととかじゃなくて、好きだから、するの。好きだからしたくなるの。絶対しなくちゃいけないんじゃなくて、したいからするの。したくないならしなくていいの。わかる？」

「そういうものなんでしょうか」

「そういうものです。千ち恵え美みさんは、変な漫画とか読みすぎです。あたしとアンコのことも勘違いしてるし」

　テンコと千恵美、二人して頰ほおを染め、あたふたしながらの会話である。唯一、後からついてくるアンコだけが冷静な顔でそれを見ていた。

「ちなみにテンコさんは、キスしたことあるんですか？」

「ひはっ!?　そ、それは……」

　突然の質問にテンコは顔を引きつらせる。しかし、ここでごまかしたり、噓うそを言っては千恵美に不誠実な態度をとることになる。彼女は佐さ間ま太た郎ろうとキスをした時のことを思い出し、大量の汗をかきながらも、きちんと言った。

「あるよ。うん。だって好きな人だもん。付き合ってるんだもん。キス、したことある」

　千恵美は一瞬驚いたが、すぐに幸せそうににっこりと笑った。

「そうですか。なんだか羨うらやましいなあ。でもわたしは、やっぱり、付き合うとか、恋人とか、そういうのまだわからないです。漫画とか小説とかを読んで妄想したり、人の恋愛を見てニヘヘってしてたほうがいいんです」

　それから彼女はアンコのほうに向き直る。

「よかったですね、アンジェラさん。愛されてて幸せですね」

　テンコ、またしてもあらぬ誤解を受ける。「いや、違うから、そうじゃなくて！」と必死で訂正しようとするが、千恵美は「きゃー」とか「にゅほー」とか言いながら、イヤンイヤンと廊下をダッシュして自分の教室へと入っていってしまうのであった。

「テンコ様。ご自身で墓穴を掘っているような気がしますが」

「……言わないで。深い穴が見えるのよね、目の前に……。ぐすん」




『なにしてんだよ。ウニ作ってんの？』

『はっ!!』

　我に返ったテンコの手元には、シャーペンの芯しんが何本も刺さって奇妙なオブジェと化した消しゴムが握られていた。千恵美との会話を思い出している間に、無意識でやってしまったようだ。

『いや、まあ、とにかく、千恵美さんにその気がないのなら無理にあれしても仕方ないわね。小お野の寺でらくんのほうをあきらめさせることにしましょう』

『とはいっても、やりまっせだからなぁ……』

　二人は今一度小野寺くんの背中を見つめる。やはりどこからどう見ても、やりまっせなオーラが噴き出しているのであった。




　ホームルームが終わり、最初の授業までの短い間。やめろってんのに小お野の寺でらくんは鼻息を荒くしながら千ち恵え美みのいるクラスへと向かう。

「今なんだよ、今しかないんだよ、このタイミングでしか言えないんだ、ムフムフ」

　佐さ間ま太た郎ろうとテンコは散々彼に思いとどまるよう言ったが、本人がこのヤル気ではどうしようもない。アンコは「やはり、千恵美さんの心をコントロールしましょうか？」と小声で呟つぶやく。佐間太郎は正直、そのアイデアに賛成したかった。せっかく勇ゆう気きを振り絞った小野寺くんが、みすみす振られてしまうのを見るのは心苦しい。だが、やはり、人の心を勝手に支配してしまうというのは間違っている。

　ついに四人は千恵美の教室の前までやってくる。

　佐間太郎は覚悟を決めた。こうなったら彼には思い切り失恋してもらうしかない。それでいいのだ、失恋は悪いことなんかじゃない。確かに傷つきはするが、心が成長するはずだ。

「それじゃあ行ってくるね、みんな」

　小野寺くんはゴクリと唾つばを飲み、千恵美のクラスへと足を踏み入れ……なかった。

「どうしましたか、小野寺くん」

　異変に気づいたアンコが声をかける。振り返った彼は、完全に涙目であった。

「ああああ、やっぱりできない！　僕には告白なんて恥ずかしいことできないっ！　ダメだあ、僕はダメだあああ、ダメなんだああああああ!!」

　彼はそう叫さけぶと、顔を真っ赤にしてどこかに走り去っていってしまった。三人は、すっかり自信喪失してしまった後姿を見ながら、複雑な気持ちで息を吐く。

「ねえ佐間太郎。よ、よかったのかな、これで……」

「まあ、最悪の事態は避けられたからな。一応、現状キープってことで」

　アンコはそんな二人の話を聞きながら、これはとても無意味な行為だなあともどかしく思うのである。
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　小野寺くんは廊下を全力ダッシュしながら、もう死んでしまいたいとまで思いつめていた。なんでこんなに自分は勇気がないのだろう、どうして思った通りの行動ができないのだろう。子供の頃ころからいつもこうだ。千恵美といた時間は誰だれよりも長い。チャンスなんていくらでもあったというのに。

　きっと簡単なことなのだ。やってしまえば、なんだこれぐらいのことだったのかと笑ってしまうかもしれない。だけど、だけど、だがしかし、やっぱりできない。

　彼は誰だれもいない場所へ逃げたかった。できれば学校から飛び出して、どこか遠くのフロリダにでも行きたかった。しかしそうとも言ってられない。フロリダには陽気な金髪娘がいるはずだ。陽気な金髪娘は、きっと小お野の寺でらくんの切ない気持ちを理解はしてくれないだろう。彼は校舎をさまよい、なるべく人ひと気けのいない場所へと向かう。

　辿たどり着いた先は体育館だった。一時間目から体育館を使うクラスはないようで、そこは冷たく、ガランとしていた。人がいないのはいいけれど、ここは広すぎる。

　もっと狭い場所がいい。体育館の隅にある、体育倉庫の扉が目に入る。そうだ、あそこに閉じこもっていよう。少なくとも一時間は誰かに見つかることはないはずだ。

　そう思ってゆっくりとドアを開ける……。

「……あ、いらっしゃい」

　見つかった。それは担任の霧きり島しま愛あいの夫、進しん一いちであった。体育倉庫は本来バスケットボールやマットなど、授業に使う道具を保管する場所だ。それが、部屋の中心にはコタツが置いてあり、そこに足を突っ込んで彼はニコニコと笑っていた。よく見れば室内アンテナのついたテレビもあるし、カセットコンロの上ではヤカンが湯気を出している。

「どしたー？　きみ、愛ちゃんのクラスの生徒だろ？　小野寺ってたかな？　お茶、飲んでいくか？」

　逃げたい。小野寺くんはそう思った。ダッシュしたい。もうこの際フロリダでいいからダッシュしたい。だが、脚が震えて動かない。この突然の状況に、混乱しているのだ。

「あ。お湯が沸いたよー。なに茶がいい？　ほうじ茶？　玄米茶？　梅こぶ茶？」

　小野寺くんに向かってニコニコと笑う進一。彼を見ていたら、なんだか不思議と涙が溢あふれてくる。小野寺くんは手で顔を拭ぬぐったが、それでも涙がこぼれる。

「え？　どした、泣いてんのか？　もしかしてお茶嫌いだったか？　カテキンアレルギーか？　ごめんな、コーヒーのほうがいいか？　そっかそっか、じゃあコーヒーを……」

「うわああああああああああああああああんんっ!!」

　小野寺くんは感情を抑えきれずに、大声で泣き出す。進一は大おお慌あわてで彼に謝った。

「すまんっ、コーヒーもダメか！　紅茶はないのよ、ね、許してよ！　ね！」

「うわあああ、うわあああああんん！！！」

「わかった、買ってくるから！　今すぐ買ってくるからああああああ！」

　そういうことじゃないよね、進一くん。




　ここで一句。

　ズズズズズ　湯気立てズズズ　ズズズズズ


　お茶を飲む二人の心を表現した、素晴らしい俳句です。

「なるほどなあ、勇ゆう気きが出ないってわけか」

　突然泣き出した小お野の寺でらくんに、とりあえずお茶とコタツを勧めて落ち着かせた進しん一いちは、彼の話をうんうんうんと親身に聞いてやった。

「そうなんです。僕、ダメ人間だから、思ったことを伝えることもできないんです」

「いやね、少年よ。俺おれにはきみの気持ちは正直言って理解できん。好きなら告白しちまえばいいと思うし、ダメなら他ほかの女の子好きになればいいと思う。俺はそういうタイプの人間だから、まったく気持ちはわからん」

「そうですか」

「でもな、なんて言うのかな。俺は愛あいちゃんと結婚して、子供もできて、そうなってくると、なんとなくだけどな、臆おく病びようになるんだよな。大切な人を失いたくないって気持ちでね。それと似たようなものなのかもしれないなあ」

　彼の視線の先には、ベビーベッドで眠るルルがいた。

「だが少年、きみは男なんだし勇気を出すべきだよ」

「そうですか？　でも、男だからってみんなに勇気があるわけじゃないですよ。勇気がない男だっているんです」

「めんどくせーこと言うなあもう。いいじゃん、告白しちゃえばさ」

「それなんですよ。できたらしますよ。でもできないんですよ」














「じゃあすんなよ」

「でもしなくちゃいけないのはわかってるんですよ」

「どっちなんだよオイ!!」

「だから困ってるんですってば!!」

　性格の違う二人が話したところで、平行線を辿たどるだけだ。解決策を見み出いだせないまま、一時間目の授業終了を知らせるチャイムがなった。

「まあ、あれだ。そういう重要なことを目の前にして落ち着かないのはわかる。好きなだけここにいていいぞ」

　進しん一いちはそう言って、テレビのスイッチをつけた。朝のワイドショーは、相変わらず暗い話題ばかりだ。

「ここにいていいって、ありがたいんですけど、授業で体育館使う時は、どうしたらいいですか？　道具を取りにここに生徒がきますよ？」

「大丈夫。なんとなーく笑顔でいれば、そういうもんなのかなってみんな思うから」

「そういうもんでしょうか」

「そういうもんだよ。笑ってればなんとかなるさ」
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　結局小お野の寺でらくんはその日の授業を全すべてサボり、ずっと進一と体育倉庫にいた。

　信じられないことだが、進一の言う通り笑っていたら、なんとかなった。色々あったけど、なんとかなった。ユルすぎる状況に戸惑いはしたが、なんとかならないよりずっと良かった。

　彼にお礼を言って頭を下げてから、部活のために武道館へ行く。少し遅れて行ったこともあり、佐さ間ま太た郎ろうを含め全ての部員が既に柔道着に着替えていた。

「おい小野寺、遅いぞ。早く着替えてお前もこいっ」

「は、はいっ」

　頭を下げてから部室に入ると、千ち恵え美みとテンコが中にいた。

「あ、千恵美……」

「ゆうくん……」

　二人は一瞬だけ視線を合わせたが、すぐに気まずくなって逸そらしてしまう。気を利きかせたのか、テンコが「ほら、小野寺くんが着替えるから出ていきましょっ」と言って千恵美を外へ連れ出して行った。

　彼は一人で制服を脱ぎ、柔道着へと着替える。その間に、何度も大きなため息が出た。

「僕は、情けないな」

　柔道部に入ったのも、千ち恵え美みの気が引きたいからだ。強い男が好きと言った彼女の言葉を聞いて、自分もそうなろうと思った。しかしいくら練習しても、まったく上達しない。受身もうまくとれず、顔から畳に倒れこみ怪け我がをしてしまう。

　告白もできない、強くもなれない、星だって見つけられない。

　今の自分になにがあるんだろう。彼は頭を抱える。

　着替え終わった小お野の寺でらくんは、制服を畳んで棚に置いた。その時、ポケットから一粒のキャンディが落ちるのがわかった。

　昨日の夜、不気味な男に渡された勇ゆう気きが出るというキャンディだ。

「……まさかね。まさかだよね」

　そう思いながらも、今の彼に頼れるものはそれしかなかった。フッとホコリを息で払い、口の中に放ほうり込む。ポケットの中に入れておいたのに、溶けると妙な冷たさが口の中に広がった。それはゆっくりとノドを通って胃に到着し、全身へと広がっていく。

　身体からだの周りにあった薄い膜が剝はがれていくような気分だった。気持ちがすっきりして、頭もキリッと冴さえる。剝がれた薄い膜はゆっくりと床に落ち、その代わりになにかが皮膚の表面にぴったりと張り付く。脱皮をして、新しい身体を手に入れたような感覚だった。

　意識が少しずつ覚かく醒せいしていく。小野寺くんは昨日男が歌っていた歌を思い出す。

『ひとつ美お味いしい飴あめ玉だまを　ふたつお口に放りこみゃ　みっつ嫌なこと悪いことよっつぜーんぶ忘れちゃう　いつつ忘れたその代わり　むっつ勇気が湧わいてくる』

　まさにその通りだった。朝、告白しようとして逃げ出した時の嫌な記憶が、スゥッと遠くに消えていくのがわかった。そして、根拠のない自信と、勇気が彼に寄りそう。

「なんだか、いける!!」

　小野寺くんは自分の顔を手で何度か叩たたき、気合を入れるために叫さけんだ。

「うおおおおおおおおおおおお!!」

　それは今まで生きてきた中で出した、一番大きな声だった。
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　一方その頃ころ、アンコは昨日と同じ学校脇わきのフェンスにて、雪ダルマと共に校舎を眺めていた。

「また来てるのね」

「ええ、どうしても千恵美さんに自分の気持ちを伝えたくて」

　恥ずかしそうに呟つぶやく彼を、不思議そうに見るアンコ。

「雪ダルマにも心はあるのかしら」

「わかりません。でも、ここが、酷ひどく熱いんです。彼女を愛してるって、感じるんです」

　彼は自分の左の胸を指差す。彼女はその場所に、そっと手を置いた。ひんやりしている雪ダルマだったが、確かに胸だけが熱くなっていた。

「ねえ、そんなに熱くなったら溶けちゃう」

「わかってます。だけど自分ではどうしようもないんです。この気持ちを抑えられないんです」

「千ち恵え美みさんは、誰だれとも付き合う気はないって言ってた。だから、もしあなたが気持ちを伝えても振られておしまい。そもそも、あなたはいずれ溶けてしまう。どうするつもりなの？」

　アンコの言葉を聞いて、雪ダルマは恐ろしく長い間黙る。それから悲しそうな目をして、もう一度校舎を見つめる。

「わかりません。自分でどうしたいのかもわかりません。だけど僕は、僕を僕にしてくれた千恵美さんに、気持ちを伝えたいんです」

「あなた、すごく悲しそうな顔をしてる」

「そうですか。きっと表情をまだ上う手まく作れないだけです。悲しいことはありません。だって、僕は雪ダルマですから」

「それなのに、どうして？　あなた、目が」

「はい？　目が、なんでしょう？」

　アンコは指を伸ばし、雪ダルマの頰ほおに触れた。目から冷たい液体が滲にじみ出ている。

「あなたは雪ダルマだから、涙なんて流さないはずでしょう？」

「僕、泣いてるんですか？」

「いいえ。きっと、溶けてるだけ」

「そうですか。そうですね。あはは」

　雪ダルマは肩を落とし、日陰に移動をする。それから頭痛に苦しむ老婆のようにして頭を抱えた。アンコはやはり彼の気持ちを理解できずにいる。

「やっぱりうーにはわからない」

「なにがですか？」

「あなたはさっき、笑ったの。悲しそうな顔をしていたのに、笑った。笑うということがなんなのか、うーにはわからない。それに、あなたには心はないはずなのに」

　雪ダルマは北風のように冷たい息を吐いた。

「心がないはずなのに。どうしてこんなに胸が痛いのでしょうか」

「あなたに心は作っていない。ただ、人間のような姿にして動けるようにしただけ」

「……だったらどうしてこんなに苦しいのですか？」

「人間以外にも心はあるのかもしれない」

「雪にも？」

「わからない。雪に心はあるのか。植物に心があるのか。でも心ってなに？」

「そんなこと、僕にはわかりませんよ。あはは」

　雪ダルマが悲しそうに笑うのを見て、アンコはやはりわからなくなる。

「どうして悲しいのに笑うの？」

「僕にもわかりません」

　そう答える雪ダルマの身体からだは、昨日よりもずいぶん瘦やせて見えた。

　アンコは彼と別れ、武道館へと戻った。ずっと雪ダルマの相手をしているわけにはいかない。本来の仕事である神様の手伝い、部活への潜入捜査をしなければならないのだ。

「テンコ様、ただいま戻りました……」

　便べん宜ぎ上じよう、軽く神棚に頭を下げてから道場へと入る。すると、テンコと千ち恵え美みが呆ぼう然ぜんとした様子で練習を見つめていた。

「テンコ様、いかが致しましたか？」

「あ。アンコ。いや、その、あれ、見てよ」

「あれ？」

　道場の様子がおかしいことに彼女は気づいた。何人もの部員が畳の上に倒れ、ひきつるようにして、苦しそうな呼吸を繰り返している。

「ほらー！　まだまだですよー!!」

　その中心で叫さけんでいたのは、小お野の寺でらくんだった。朝に彼を見た時よりも、ずっと目に力がある。彼は飛びかかってくる先輩たちを、次から次へと投げ飛ばしていた。

「これは、どういうことですか？」

「さっき部室から出てきたと思ったら、いきなり上級生相手に勝負するって言い出して。問答無用で片っ端から投げてる」

　テンコは戸惑いながら答える。

「彼は、あんなに強かったのですか？」

　次に返事をしたのは千恵美だ。

「ううん、そんなことない。ゆうくん、まるで別人みたい」

　小野寺くんは、鬼気迫る表情で投げ技を続ける。中には彼よりもずっと体格の大きな部員もいたが、そんなことはおかまいなしだ。疲れを一切見せずに、結局小野寺くんは一時間もの間、次から次へと上級生を倒し続けた。

「ふう、もう終わりですか？」

　起き上がることも、声を出すこともできない部員たちを見て小野寺くんは楽しそうに言った。

「ねえゆうくん、どうしたの？」

　人が変わったような小野寺くんに、千恵美は恐る恐る近づく。小野寺くんはタオルで汗を拭ふきながら、にっこりと笑う。

「僕は強い男になったんだ。もう怖いものなんてない。わかるかい、千ち恵え美み」

「う、うん……」

　彼は戸惑う千恵美にズズズッと近寄り、強引に力強く抱き寄せる。

「きゃっ!?　ちょ、ゆうくん!?」

「いいから黙ってくれ、千恵美」

「え？　なに？」

　彼はまっすぐに彼女の瞳ひとみを見つめながら言った。

「僕と付き合ってくれ。子供の頃ころからずっと好きだったんだ」

　テンコとアンコは顔を見合わせる。朝、教室から逃げ出して泣いてた、あの面影はもうなかった。

「え、でも……そんなの困るし、だって、わたしは……」

「いいから、僕と付き合え。幸せにするから」

「でも」

「でもじゃない。付き合え」

　小お野の寺でらくんは千恵美を抱きしめる腕に力を込めた。華きや奢しやな彼女の身体からだが歪ゆがむ。

「痛い、ゆうくん、痛いよ……」

「早く返事を聞かせてくれよ。な？」

「う……」

　千恵美は困惑しながらも、首を縦に振る。

「うん。わかった」

「それでいい。これで今日から僕と千恵美は恋人同士だ」

　小野寺くんは満足したのか、乱暴に彼女から手を離した。千恵美は驚いて畳の上に倒れこんだが、彼はそんなこと一切気にしてはいなかった。

「それじゃ、行くぞ」

「行くってどこに!?」

「どこって、帰るんだ。もうこんな場所に用はない。お前に僕が強いってことを証明できたからな。退部だ、退部！」

　小野寺くんは千恵美の手を乱暴に引っ張って、柔道着のまま道場から出ていってしまった。引きとめようと声をかけたテンコのことも一切無視だ。

　二人が出ていってしまうと、柔道場は先ほどまでの騒ぎが噓うそのように静まり返った。

　それから、しばーらく、だいぶしばーらくしてから、道場の一番すみっこで死んだ振りをしていた佐さ間ま太た郎ろうがヒョコッと顔を上げて言う。

「ハッピーエンドだな」

「どこがなのよー!!」

　倒れている佐さ間ま太た郎ろうの顔面を、スライディングでやっつけるテンコ。

「うわあああああ、なにすんだよ！　小お野の寺でらくんは勇ゆう気きを出して告白、千ち恵え美みさんは気が変わってＯＫ！　これでハッピーエンドじゃないか！」

「そうなの？　本当にそうなの？　でも、どう考えても様子が変だったじゃない！　いきなり強くなってるし！　おかしいわよ！」

「うーん、そうかなあ、そうかなあ。俺おれ、ずっと死んだ振りしてたからわかんねえ」

「はっ！　もしかしてアンコ!?　あんたなんかした？」

　テンコの質問に彼女はフルフルと首を横に振る。

「そ、そうよね。外にいたもんね。ってことは、うーん、ハッピーエンドなのかなぁ」

「そのようですね。では、うーたちはこの学校から離れることにしましょう。小野寺くんについての問題は解決したということで、他ほかの人間を救うのです」

　佐間太郎は畳の上に寝転がりながら、うむむと考える。

「でもテンコの言う通り、ちょっと心配だし、明日もう一日だけ様子見てみて、なんもなかったらハッピーエンドってことにしよう。うんうん」

　アンコは彼の意見には賛成できなかった。小野寺くんにそこまでこだわる理由はなんなのだろうか？　しかし、神様が言うのだから仕方がない。

「わかりました。様子を見て結論を出すことにします。彼らはどうしますか？」

　まだ起き上がれずに畳の上に倒れている部員を見て、アンコが言う。

「まあ、ほっといていいでしょ。成長期だし」

　テンコはそう言って、いそいそと帰る準備をし始めるのであった。





　　＊






「ちょっと、痛いよ、痛いってばゆうくん！」

　小野寺くんは柔道着のまま、千恵美を連れて商店街を歩いていた。彼があまりに強い力で腕を摑つかむものだから、仕方なくそれを振り払う。

「なんだよ、どうした。お前、俺の彼女なんだろ？　なにを嫌がってんだ？」

「おかしいよ、ゆうくん。そんな格好で歩いてたら、笑われちゃうし」

　千恵美の言葉を聞いて、楽しそうに小野寺くんは笑った。

「お前はバカだなぁ。笑いたい奴には笑わしておけばいいんだよ。そうだろ？　他人がなにを言っても気にしなければいいだけだ」

「そうかも知れないけど、わたしは恥ずかしいよ」

「俺は恥ずかしくない」

「それに、家まで送ってくれなくていいし。悪いし」

　小お野の寺でらくんは、それを聞いてまた笑う。

「なに言ってんだよ。ご近所さんじゃないか。同じ町内なんだから、気にするな」

「だけど、やっぱり恥ずかしい。わたし、先に帰るからね」

　てててと走り出す千ち恵え美みを見て、彼はやれやれと首を振る。これだから女ってのは嫌だ。本当は嬉うれしいくせに、困った振りをしてみせる。

「あのさ、ゆうくん」

　千恵美は彼から離れた後に、振り返って言った。

「確かにゆうくん格好よかったけど、なんか違う気がする。別人みたいだよ？」

「そんなことないよ。僕は僕だ。生まれ変わったんだ」

「……そう。だったらいいんだけど。じゃあ、また明日ね」

「おうっ」

　彼女の走り去る姿を見て、小野寺くんはまた笑った。なんだか身体からだがムズ痒がゆくて仕方がない。きっと生まれて初めて恋人ができたという高揚感のせいだろう。彼は人が驚いて振り返るのも気にせず、あっはっはと笑った。

　柔道着に裸足はだしのまま、小野寺くんは自分の家へと向かう。その途中、人ひと気けのない住宅街で電柱の陰から昨日の男が姿を現した。

「おや。その様子では、飴あめを食べたみたいですね。いかがですか、調子は」

　あんなに不審に見えた男も、今の小野寺くんにはただの通行人にしか見えない。彼は男に近づき、肩を叩たたきながら答えた。

「食べたよ、あれは最高だね。みるみる勇ゆう気きと力が湧わいてくる。本当に素晴らしいものをくれた。ありがとう。それに、嫌な想おもい出が消えるっていうのもありがたい」

「喜んで頂けて光栄です。しかし、問題があるんですよ」

「問題？　なに？　言ってみなよ」

　男は少しもったいぶってから、たくさんキャンディの入ったガラス瓶を手に言った。

「あの飴を舐なめて勇気が出る時間は限られているんです。ですから、あなたにはもっと飴が必要じゃないかと。きっともう数分もすれば、効力は切れます。いかがですか？　お持ちになりますか？」

　真っ白だった小野寺くんの心に、黒いインクが一滴だけ落ちる。それは不安のシミとなって、徐々に広がっていった。

「え？　本当？　じゃあ、僕にそのキャンディ、くれよ」

「もちろんです。ですが、注意してくださいね」

「なに？」

「今日は初めてでしたから、嫌な想い出が消えたのはひとつだけでした。ですが、今度はふたつ消えます。もう次の時は、よっつ消えます。その次は十六です。消える数は倍になっていきます」

　小お野の寺でらくんは、大げさに話す男からキャンディの瓶を奪う。

「なんだよ、そんなことか。だったら逆に大歓迎だよ。嫌な思い出なんてさっさと消えたほうがいい」

　そう言って彼は、瓶からキャンディを摘つまみ、一粒口に放ほうり投げた。心に染み渡っていた黒いインクが、あっという間に漂白されて真っ白になる。とても清すが々すがしい気分だ。

　それと同時に、心の奥にあった嫌な想おもい出が消えた。

「ありがとう。すごい感謝してるよ」

「いえいえ、こちらこそ感謝しております。では、またの機会に」

　男はそう言って、幽霊のようにフラフラと去っていった。

　小野寺くんは満面の笑みでキャンディを舐なめながら歩く。

「このキャンディはいいことばっかりだ。嫌なことは忘れるし、自信も持てる。あの人は良い人だなあ。もしかして神様かもしれないなあ」

　彼はふたつ、嫌な想い出をどこかに無くしていた。それがなんなのかは、もう忘れてしまったので思い出すこともできない。でも、だからなんだっていうんだ。嫌な記憶がなくなったって困りはしない。

　小野寺くんは家に帰ってから望遠鏡を取り出し、ずっと空を眺めていた。途中で眠くなるかなと思ったが、キャンディの力で冴さえた頭でいることができた。それどころか、時計を見るとあっという間に朝になっていたのだ。あまりにも時間があっけなく過ぎたことに驚きを隠せなかった。

「すごいなあ、このキャンディ、本当にすごいぞ」

　眠らなかったせいか多少頭が痛くなったが、もう一粒キャンディを舐めるとそれもすぐに消えた。これで嫌な想い出もよっつ消えたはずだ。最初の一粒から数えて、計七個も嫌な想い出を忘れることができたのだ。こんなに幸せなことはない。

　彼は柔道着のままカバンを持って、朝食も食べずに学校へ出かけた。こんなに時間が早く過ぎるなんて生まれて初めてだった。きっとこれから、素晴らしい人生になるはずだ。
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　佐さ間ま太た郎ろう、テンコ、アンコの三人にとってはいつもと同じ夜だった。特別早く過ぎるわけでもなく、夜明けがくるのが待ち遠しいほどでもない。夕食を食べ、床に就き、たっぷりと眠って朝を迎える。

　学校へ向かいながら、果たして小お野の寺でらくんと千ち恵え美みはどうなったのだろうかと話し合う。きっとハッピーエンドなのだよと、いやいや小野寺くんはちょっとあれだから、もうあれなんじゃないのかしらんと。ああだこうだ言ってるうちに、学校前の坂道である。

　通学中の生徒がひしめきあう中で、渦中の二人を見つけた。

　小野寺くんは昨日と同じ、余裕たっぷりの表情で千恵美の肩を抱いている。千恵美のほうは遠慮がちに、少し顔を背けるようにしてそれに付き合っていた。上う手まくいっているようには見えないが、決定的に破は綻たんしてるわけでもない。ギリギリのバランスで二人は「恋人」をしていた。

「うーむ。ハッピー……エンドじゃないかな」

　佐間太郎が二人の様子を見て言うが、テンコは納得しない。

「いやいや、あれはやっぱりおかしいわよ。だって千恵美さん、嬉うれしそうじゃないもの」

「でも、そんなに嫌そうでもないぞ？　まあ、微妙っちゃ微妙だけど」

「微妙だったら、全然ハッピーじゃないじゃない。アンコはどう思うの？」

　アンコは目を細め、虫の観察をするように注意深く二人を見てから答える。

「小野寺くんの様子が少しおかしいですね」

　小野寺くんは千恵美から徐々に身体からだを離し、顔も俯うつむかせていた。不審に思った佐間太郎は、早足で彼らに追いつき声をかける。

「おはよー。どしたの、小野寺くん」

「えっ？」

　さっきまで自信満々だった小野寺くんは、不安げな目で佐間太郎を見つめた。

「ああ、神かみ山やまくんか。いや、なんでもない。ちょっと、寒くて調子が悪いだけ」

　彼の指先は細かく震え、徐々に落ち着きを失っているように見える。

「調子悪いなら保健室いくか？」

「いや、そういうんじゃないから大丈夫。ちょ、ちょっと待って」

　小野寺くんはシュタタタッと佐間太郎から離れると、あきらかにポケットからなにかを取り出し口に含んだ。その途端、身体の震えは止まり、怯おびえたような表情もすっかりと消え去る。彼は微笑を浮かべながら、ゆったりとした足取りで戻ってきた。

「な！　なんでもないだろ？　なんでもないどころか、今、嫌な気持ちが十六も消えてすっきりしたぐらいだ。次はいくつだ……十六×十六だから……二五六も消えるのか！　なんてことだ!!　素晴らしい気分だよ！　ほら千ち恵え美み、いくぞ！」

「おいおい小お野の寺でらくん？　なに言ってんだ？　なあ、おい」

　佐さ間ま太た郎ろうの言葉は彼には届かなかったようだ。小野寺くんは千恵美を抱き寄せて先に校門を抜けて行った。

「ちょっと、なに、今の？」

　テンコがやってきて聞くが、佐間太郎に答えられるわけはない。ただ、やはりハッピーエンドではなさそうだ。

「テンコ、アンジェラ。潜入捜査、もうちょっとしたほうがいいな」

　彼の言葉を聞いて、アンコは黙ったまま頷うなずいた。




　小野寺くんは千恵美を教室まで送ると、急いで男子トイレに駆け込む。個室に入ると、鍵かぎをかけて壁にもたれ掛かった。

「すごいな。僕って、すごいな」

　唇が震えているのがわかる。恋人となった千恵美を抱き寄せても緊張なんてしなかった。むしろ、それは快感だった。抱き寄せた時に届く女の子の香り。柔らかい肌の感じ。そういったことの全すべてが幸せで仕方なかった。

「あのー、入ってますかー？」

　トントントンとノックされたので、小野寺くんはドアを内側から蹴けって叫さけんだ。

「うるさい、邪魔すんな！」

　ノックは止まり、もう誰だれも邪魔はしてこなかった。腹の底から笑いがこみ上げてくる。抑え込もうとしても、それは歯の隙すき間まからクククと細かく漏れる。

　千恵美と上う手まくいっただけではない、自分の嫌な記憶まで消えていくのだ。こんなに魅力的なキャンディがあっていいのだろうか？　次の一粒を舐なめれば、二五六もの嫌な記憶がどこかへ飛んでいく。彼はそれが楽しみで仕方なかった。

「いいや、まだ効き目は消えてないけど、舐めちゃえ」

　ギラギラと赤く光るキャンディを口に放ほうり込むと、頭に溜たまった血液が冷やされ、全身から力が抜ける。その一瞬後に、抜けた力が何倍にもなって戻ってくるのがわかった。

　浜辺にある砂の城が波で崩れるようにして、心から嫌な記憶も取り払われる。

　子供の頃ころ迷子になって不安になった時のこと、母親に勉強をしろと叱しかられたこと、ゲームのセーブデータが消えてしまったこと、乱暴な運転の車にひかれそうになったこと、授業中トイレに行きたかったけれど言い出せなかったこと、眠れない夜の焦燥、伝えたくても言葉にできなかった気持ち、そういった心のモヤが一瞬で晴れ、幸せな気持ちしか後には残らない。最高だ、最高の一瞬だ。

「次は、次はどれぐらい嫌なことを忘れるんだ？」

　彼は二五六と二五六をかけてみる。携帯電話を取り出し、電卓機能で計算をした。

「ろくまん、ごせん、ごひゃく、さんじゅう、ろ……く……ぷはははっ」

　余りの数字に笑ってしまう。じゃあもし、そこからもう一個キャンディを食べたら？

「よんに、きゅうよん、きゅうろく、ななに、にいきゅうろく」

　単位を数えるのも面倒だった。四二九四九六七二二九六。こんなにも多くの嫌な記憶が消えたら、後に残るのは幸せな想おもい出だけだ。今すぐにでもキャンディを食べてしまいたかった。だけど、それは取っておこう。後の楽しみだ。

　彼は涙が出るほど笑ってから、トイレを出て教室へと向かった。そこには真剣な顔をした佐さ間ま太た郎ろうたちが待ち構えている。

「どうした、神かみ山やまくん」

　小お野の寺でらくんはこみ上げてくる笑いを抑えきれずに問いかける。

「あのさ、小野寺くんなんか変なのやってない？」

　佐間太郎が様子を窺うかがうように返事をした。

「変なの？　変なのってなんだよ。言いがかりはよしてくれよ」

「アンジェラ、ちょっと調べて」

「はい」

　佐間太郎に言われ、アンコは目を閉じる。それから数秒後、彼女の不思議な力によって答えが導きだされた。

「ポケットになにかを隠してます。キャンディのようです」

　それを聞いて小野寺くんはビクッと身体からだを震わせた。咄とつ嗟さにポケットを手で押さえるが、彼は自分でしている行為に気づいていないようだった。なに食わぬ顔で言ったのだ。

「別になにも隠してない。嫌だなあ。ほら、先生がくるよ？　席に着かなくちゃ」

　テンコは佐間太郎に心の声を送る。

『完全に怪しいわね。どうする？　あきらかにポケットに隠し事あるよね』

『どうするって、取り上げて調べないとなぁ』

『そうよね。それしかないわよね。じゃあここはテンコさんの素晴らしい作戦で』

　いや、それなんか嫌な予感がするから。佐間太郎は止めようとするが、もちろん聞くようなテンコさんではない。彼女はサッと一歩前に出るとこう叫さけんだ。

「あー！　天井からなんかこう、楽しげな感じで、なんかが落ちてきたー！　ちゅうもくー!!」

　漠然としすぎた一言である。注意を向けようとしたのだろうが、小野寺くんはキョトンとした顔でテンコを見つめたままだ。

「あら。失敗した……」

　彼女はそう呟つぶやくと、トコトコと彼に近づいていき。

「とえや」

　と、チョップで彼の腕を払った。小お野の寺でらくんは油断していたのか、ポケットの中で握っていたキャンディの瓶を床にポロッと落としてしまう。それを手際よくテンコは拾い上げ、トコトコと佐さ間ま太た郎ろうの元へと戻った。

「はい、終了。どう？　テンコチョップ。かなり大胆」

「いや、大胆だけどさ！　全然良い作戦じゃねえだろ！　それにこれ、ただの飴あめじゃん。こんなの取り上げても意味なくない？」

「そんなの知らないわよー！　怪しいって言ったのアンコだから、怒るならアンコでしょー！」

「うるせーな、飴取り上げるって、どこの意地悪さんだよ！　返せ、返してやれ！」

「きぃー！　評価してよ！　テンコチョップを評価してよー！」

　などとくだらない言い争いをしていると、アンコが冷静な声でそれを止めた。

「神様、テンコ様。ご覧ください」

　いつもより調子の強い彼女の一言に、二人は驚いた。小野寺くんのほうを見ると、彼は肩をがっくりと落として床にへたり込んでいる。

「うわ、すんげーショゲてる」

「ご、ごめんね小野寺くん！　飴ちゃん返すから!!」

　慌あわてる二人に、アンコは続けた。

「返してはいけません。よく見てください」

　小野寺くんは床に膝ひざを付き、泣いていた。震えながら涙を流している。しかし、唇が引きつったように笑っている。

「うぅううぅ、なんで僕をいじめるんだよ。そんなことしないでくれよ。僕だけに意地悪しなくていいじゃないか。ねえ、僕に返して、キャンディ、返して」

　言葉とは裏腹に、ニヤニヤと笑う小野寺くん。佐間太郎はそれを見て、背筋に寒気が走るのがわかった。これは、普通じゃない。

「それがあれば、僕の人生は楽しいことばかりになるんだ。ねえ、だから返してよ」

　頼りない足取りで彼は三人に近づく。佐間太郎はガラス瓶をしっかりと握り締めたが、彼は恐るべきスピードで、それを簡単に奪い去る。

「僕のキャンディなんだよ。これは、僕のキャンディなんだ。悪いことなんてないよ。身体からだにいいことばっかりだ。見ててよ」

　啞あ然ぜんとする佐間太郎の目の前で、彼はキャンディを口に一粒放ほうり込む。目をギュッと閉じた後に、気持ち良さそうに「あぁ」と声を漏らした。

「ろくまんごせんごひゃくさんじゅうろくの不幸が僕の身体からだから抜けたよ。ねえ、本当に消えたんだ。僕にはわかる。頭の中が幸せでいっぱいだ。楽しくて仕方ないよ。そうだ、デートに行こう。千ち恵え美みとデートに行くんだ。僕はデートに行くんだぁ」

　小お野の寺でらくんはピンボールの玉のようにして、教室から飛び出した。慌あわてて三人は彼を追いかける。廊下を転がるようにして小野寺くんは移動し、千恵美のいる教室に辿たどり着く。

「千恵美！　おいで！　こっちにおいで！」

　何事かと彼に注目が集まるが、それもほんの少しの間だった。笑顔で恋人を呼ぶ、ただの同級生にしか見えなかったのだろう。千恵美は女友達にからかわれ、恥ずかしそうにしながらも彼の元へと走った。

「ちょっと、ゆうくんやめてよ。あんなふうに呼ばれたら困る」

「いいからおいで、デートに行くんだ。この世界は楽しいことばかりだよ」

　小野寺くんは千恵美をひょいと持ち上げ、お姫様抱っこで廊下を走り出す。

「ちょ、ちょっと!?　なに!?　ゆうくん!?」

「いいから気にしないで、だって世界って幸せで溢あふれてるじゃないか!!」

　彼は本当に幸せそうに笑っていた。あらゆる不幸を放ほうり出して、夢の国への道を辿っているみたいだ。

「千恵美さん、逃げて！」

　背後からテンコの声が聞こえたが、千恵美にはどうすることもできなかった。強い力で身体を摑つかまれ、身動きひとつ取れない。それに、幸せそうな彼の顔を見てると、悪いことをされそうだという危機感はなかった。少し怖かったけれど、決して悪気はないのだということがわかったからだ。

「テンコさん、わたしは大丈夫だから！」

「大丈夫じゃないよ、さらわれてるじゃない！」

「ううん、ただのデートだから！」

　その声を聞いて、小野寺くんは気持ち良さそうに、胸いっぱいに空気を吸い込んだ。

「そう、ただのデートだよ！　デート!!　僕は恋人とデートするんだあ！」

　彼は階段を駆け抜け、下駄箱を越え、ぐんぐんとスピードを上げる。校庭を抜けて道路に出る頃ころには、三人がいくら走っても到底追いつけないほどの速度になっていた。

「ちょっと、小野寺くん速すぎる！　あれ、普通のスピードじゃないよ!!」

　テンコが苦しそうに叫さけぶ。あっという間に小さくなる彼の姿を見ながら、佐さ間ま太た郎ろうも必死で走り続ける。

「なんだありゃあ……どうなってんだ。アンジェラ、どうにかなんないか!?　お前、飛べ！　飛んで追いかけろ！」

「飛んでもあの速さでは追いつけません。一いつ旦たん追跡を中止しては？」

「ダメだ！　あんなの放ほっといたら、こう、よくわかんないけど危ない気がする！」

「ではこうすることにしましょう」

　校門から少し離れた場所にある郵便ポストの前で、アンコは不意に脚を止めた。彼女が目を閉じてなにかを呟つぶやくと、ポストは少しずつ振動を始める。佐さ間ま太た郎ろうはテンコの手を摑つかみ、アンコの邪魔をしないようにした。

「んっ」

　少し辛つらそうにアンコが息を吐くと、セメントで地面に埋まっていた土台の部分から、郵便ポストはズルッと抜けて宙に浮いた。そのままゆっくりとお辞儀をするように前に姿勢を倒すと、フワフワと浮きながら彼らの元まで飛んでくる。

「これで追いかけます。乗ってください、神様」

「おうっ」

　佐間太郎はポストの上に馬に跨またがるようにして飛び乗った。テンコも同じくそれに習ったが、脚を広げるわけにはいけないので体育座りをして後ろから彼に抱きつく。最後にアンコは、佐間太郎の前、ポストの先頭に立って胸を張った。

「ではいきます、神様。うーは運転に集中するので、話しかけないでくださいね」

「わかっ──たああああああああああああああああああああ」

　返事をしている途中で、ポストは大砲の弾のように煙を上げ、ものすごいスピードで道路を飛び始めた。

「ぐへえああああああ、落ちるううううううう！」

　学校前の坂道を地面ギリギリで滑り落ちるポストは、巨大な滝に飲み込まれる丸太のようだった。丸太と違うのは、坂が終わってからも、さらにスピードを上げ、砂さ塵じんをまきあげながら飛び続ける。

「テンコ、しっかり摑まってろよ！　落ちるぞおおお!!」

「もちろんでしゅうううううごごごおぼええええええ」

　激しい風圧に負けないように、テンコはしっかりと佐間太郎の背中に抱きつく。彼も落ちないように必死だったが、アンコだけは目をかたく閉じ、高級車のエンブレムのように堂々とポストの上に立っていた。風で髪の毛やスカートが激しくはためくが、表情は一切変えない。ただポストの飛行に意識を集中し続ける。

　あっという間にポストは小お野の寺でらくんに追いつこうとしていた。小野寺くんは後ろを振り返ってニッコリ笑うと、さらに走るスピードを上げる。

「僕はデートに行くんだから邪魔しないでくれよおおおおお！」

　小野寺くんと、彼を追うポストは商店街を抜け大通りへと出る。車を余裕で追い越し、通行人の間を縫うようにして走り続けた。目の前を一瞬で駆け抜けていく人間とポストに、人々は目を疑ったが、あまりにも速いので「きっと気のせいだ」と判断した。

「走るよー僕は幸せに向かって走るよー!!」

　交差点を駆け抜け、渋滞を越え、小お野の寺でらくんとポストは走る。お互いに速度は上がり続け、弾丸のような速さで世田谷せたがや区くを飛び回った。

「はいここで折り返しっ」

　小野寺くんはそう言うと、信号機の柱に手をかけてグルッと身体からだを回転させる。そのままスピードを少しも落とすことなく、彼は今来た道を逆方向に走り始めた。

　アンコはその動きに対応できず、ポストの真横を彼が一瞬ですり抜けていく。

「アンジェラ！　戻れ！」

「わかってます、話しかけないでくださ……」

　佐さ間ま太た郎ろうの言葉に集中力が途切れたのか、ポストは大きくバランスを崩した。支柱が地面を擦り、何度か大きくバウンドする。投とう函かん口からハガキを噴き出し、ポストは激しく空中でスピンした。

「どわあわああああ、落ちるうううううう!!」

　テンコは絶叫しながら佐間太郎を抱きしめる。高速の回転に振り落とされぬよう、佐間太郎はポストにしがみ付いた。

　道路に真っ白なハガキが飛び散り、それ見た通行人はパニックになる。アンコはいくら回転しても板に打たれた釘くぎのようにしっかりとポストに両脚で立ったままだ。












「神様、小お野の寺でらくんを追いますっ」

　彼女はそう言うと、スピン中のポストの進路を目の前に迫る歩道橋に定めた。

「ええいっ!!」

　アンコの声と共にポストは高度を上げ、歩道橋の階段に吸い込まれるようにして飛行した。ポストの角が階段の手すりに当たると、激しく火花が散る。そのまま手すりをレールのように使って、ポストは階段を上っていく。回転は止まったが、激しい重力に佐さ間ま太た郎ろうとテンコは顔をゆがめる。階段を上りきると、ポストはドリフトをして橋の上を進む。

「再加速ですっ！」

　反対側の階段まで移動した後、アンコは言った。ポストはその言葉に応こたえるようにして、階段をジェットコースターのように駆け抜けた。ポストはまた道路に戻り、小野寺くんを追って飛ぶ。小野寺くんに比べるとずいぶん荒っぽいＵターンだったが、これが彼女にできることの限界だった。

「ふはぁふはぁ、死ぬかと思った……」

　テンコは目め尻じりに涙をためながら言った。

　ポストは再び車道を走る。激しい交通量の中を、正確に車の間をすり抜けていく。

「ちくしょう、だいぶ差がついたはずだ……あれ？」

　遥はるか彼方かなたを走っているはずの小野寺くんの姿が、歩道橋からすぐのところにあった。彼は楽しそうに笑ってから、軽く手を振ると再び走り始める。どうやら三人が追ってくるのを待っていたらしい。

「あのやろー、ふざけやがってえ!!」

　佐間太郎が叫さけぶと同時に、アンコが目を開いた。

「だめ……」

「ダメ？　ダメってなにが!?」

　彼の声は、アンコには届かなかった。アンコの意識は、いまやポストの制御から離れていた。それは、小野寺くんに立ちふさがる人影に集中していた。

　その人影は、人間とそっくりの形をしていたが、人間ではなかった。彼は、アンコに命を与えられた雪ダルマだった。小野寺くんに抱きかかえられて学校を出た千ち恵え美みを見ていたのだろう、慌あわてて追いかけてきたのだ。

　彼は全身に汗をかき、着ている服をグッショリ濡ぬらしながら、小野寺くんを止めようと両手を大きく広げた。広げた手の先からは、ポタポタと液体が落ちている。

　あれは汗ではない。太陽の当たる場所を必死で走ってきたことにより、身体からだが溶け始めていたのだ。

「だめ、だめ、だめ……だめだめ、だめえええええええええ！　……だめえええ!!」

　アンコはその光景から目を離すことができなかった。小お野の寺でらくんがあのスピードで雪ダルマにぶつかったら、どうなるかは明白だ。そんな光景は見たくない。だが、どうしても彼らに視線が釘くぎ付づけになった。

　小野寺くんは笑いながら、雪ダルマに恐るべきスピードで突っ込んでいった。雪ダルマはなにかを叫さけんだ。全すべては一瞬だったが、アンコにとっては永遠とも思われる苦痛の一瞬であった。

　小野寺くんと雪ダルマは、激しく衝突した。雪ダルマは人の形をしてはいたが、結局は雪ダルマである。彼に激突された衝撃により、爆発するようにして四方八方へと身体からだが飛び散った。

「いやああああああああああああああああああ」

　アンコはその瞬間を目撃し、頭を抱えて絶叫する。ポストは気絶するようにガクンと高度を落とし、アスファルトの上でめちゃくちゃに回転しながら歩道脇わきの電柱に突っ込んだ。

　ポストに乗っていた三人は吹き飛ばされ、地面の上を派手に転がる。

　ずいぶんと長い距離まで飛ばされた後、ようやく佐さ間ま太た郎ろうは歩道の上で止まった。

　彼らは人間ではなかったので、大した怪け我がはしなかった。その証拠にテンコも若干足元はおぼつかないが、もう立ち上がって佐間太郎の元へと歩いてきている。

「テンコ、大丈夫だったか？」

「うん、だけど、アンコが……」

「アンジェラ？」

　アンコは二人から少し離れた場所で、フラフラと立ち上がると、地面にしゃがみこんでなにかを探し出した。

「おい、アンジェラ。なにしてんだ……？」

　佐間太郎が背後から近づく。アンコは肩を震わせ、必死に地面に飛び散った雪を手でかき集めていた。美しい彼女の肌が、泥の混じった雪で汚れていく。指には細かい傷がつき、血が滲にじんでいた。

「おい、どうしたんだよアンジェラ。おい！」

　肩をつかみ振り向かせると、アンコの目は真っ赤だった。

「お前、泣いてんのか？」

「……神様。うーに少し時間をください。お願いします」

「え、あ、ああ。いいけど……」

「ありがとうございます、ありがとうございます」

　彼女はその後も真っ赤な目をしたまま、延々と素手で雪を拾い集めた。
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「ねえ、ゆうくん。なにかにぶつからなかった？　怖くて、目、閉じてたから」

「ぶ、ぶつかってないよ、大丈夫。あは、はは……」

　小お野の寺でらくんと千ち恵え美みは雪ダルマを粉々に吹き飛ばした後も、うんとうんと走り続け、多摩川までやってきていた。平日の午前中ということもあってか、河川敷には人影もなく、のんびりとした穏やかな光景だった。

「あれ。ゆうくん。変な汗かいてるけど大丈夫？」

「だ、大丈夫。キャンディを食べればね、すぐ、なおるから、なにせ、次に消えるのは、よん……あれ、いくつだっけ。とにかく、嫌な気持ちが消えるから、素敵なんだよ」

　彼はそう言ってキャンディをひとつ口に放ほうり込んだ。何メートルもある巨大な水滴が空から落ちてきて、頭から全身を包んで彼の心をサッパリと漂白した。

　身体からだの中にあった嫌なイメージが全すべて剝はがれ落ち、ネガティブな要素が、本当に、これっぽちも、欠片かけらのひとつさえ残らず、彼から消えた瞬間だった。

「……あぁ……なんて気持ちいいんだ。この世界は希望に満ち溢あふれている」

「そう、それはよかったね。でも、学校サボってデートなんてしてていいの？」

「いいよ、だって僕らは永遠に一緒なんだ。愛は消えない、ずっとなんだ。あはは」

　彼は何度か咳せきをした後、千恵美を抱き寄せる。

「ちょっと、ゆうくん。恥ずかしい」

「なにが？　恥ずかしいことなんてないよ。だってさ、僕らは、恋人だし、世界はカラフルだし、すごく、いいよね」

　無む垢くな笑顔を浮かべる小野寺くんに、千恵美は思わず吹き出してしまった。

「ねえ、テンコさんたち心配してたよ、ゆうくんのこと」

「そうだよね、おかしいよね、心配することなんてなにもないのにね」

「そうかなあ。早く学校に帰ったほうがよくないかな？」

「いいよ。帰ってもいいし、帰らなくてもいい。もうなんでもいいよ」

　川の流れる音が耳に心地よく響く。青空は絵に描いたように美しく、空気も心なしか甘く感じた。胸いっぱいに幸せを吸い込み、そのまま身体に吸収する。

　その時、視線の先、河川敷を誰だれかがこちらにやってくるのが見えた。目を細めて観察すると、それはキャンディをくれた例の男だということがわかった。小野寺くんは千恵美に「ちょっと待ってて」とだけ言って彼のほうに歩いていった。

「どうしたんですか、こんなところで」

　小野寺くんが言うと、男は申し訳なさそうに答える。

「実はですね、あなたの心の中にあった嫌な想おもい出が、全部消えてしまったんですよ」

「ああ、そうみたいですね。今、僕は、すごく気持ちが良いです。だから、わかります。ありがとうございました。ああ、フワフワしてて、すごく気持ちいい」

「ですが、そのフワフワは飴あめのおかげなんですね。効き目がきれたら、また以前の勇ゆう気きのない、自信のない、あなたに戻ってしまいますよ」

「大丈夫、そうしたらまた飴を食べればいいだけじゃないですか」

「いえいえ、もう飴は食べないほうがよいろしいかと」

「え？　それはどういうことですか？」

　男は頭をポリポリとかいて答える。

「嫌な想おもい出が存在しない以上、これからは別の記憶が消えていくんです」

　別の記憶？　小お野の寺でらくんは少し考えた。不幸な記憶が存在しないのならば、次に消えるのは幸せな記憶なんじゃないだろうか、と。それは消えてしまっては困る。

「ねえ、それは無理だよ。だって」

　彼の言葉の途中で、男は笑った。

「いえいえ、大丈夫ですよ。なにしろ、最初に消えるのはたったひとつですから」

「ひとつ……か」

「心の中には楽しい想い出、幸せな記憶もあるでしょうが、不幸ではないけれども、取り立てて幸せでもない記憶もあります。そういったものから消えていきます。大切な思いでは最後の最後まで残ります。ですから、きっと大丈夫です」

　きっと大丈夫、という男の声が頭に響く。そうだ、きっと大丈夫だ。だって最初に消える想い出はたったひとつ。もう一粒舐なめたところで、ふたつ。さらに舐めてもよっつ。我慢すればきっと大丈夫だ。

「わかった、だったら心配ないね。でも、消えた記憶はどこにいくの？」

「いえいえ、消えるといっても一時的にお預かりしているだけです。きちんとお返し致します。ほらね、安心でしょう？　奪うのではありませんから、お返しするんです」

「うん、じゃあ安心だ。返してくれるなら、すごく安心だ」

　小野寺くんはポケットの中の瓶から、さっそくキャンディを一粒口に放ほうり投げた。歯で嚙かむと、甘い味がジャリジャリと口の中に濃厚に広がる。

「ありがとう。すごく落ち着いたよ。なんとお礼を言っていいやら」

「いえいえ、ご安心ください。お礼を言いたいのはこちらのほうですから」

　舌をとろけさせる甘みの中で男と別れ、小野寺くんは千ち恵え美みの元へと戻る。彼女はだらしなく口を開けて笑う彼を見て、しょうがないなあという顔をした。

「ねえ千恵美、僕らの約束覚えてるかい？」

「なぁに、約束って？」

　小野寺くんは、子供の頃ころに交わした約束のことを思い出していた。彼にとって、とても大切な約束だ。その約束があるから、毎晩のように星空を眺めているのだ。

「新しい星を見つけたらお嫁さんになってくれるって約束」

　千ち恵え美みは少し考えた後に、あっけらかんと言った。

「ううん、覚えてない」

「え？」

　幸せでいっぱいの彼の気持ちの中に、ひとつだけシミがつく。真っ黒い、真っ黒いシミが。

「なんで？　だって、え？　約束しただろ？　だから僕はずっと新しい星を探してきたんじゃないか。冗談だよな、ねえ」

「そんな約束したっけ？　子供の頃ころの約束なんて忘れちゃったよ」

　屈託なく首をかしげる千恵美。

「そうかあ、忘れたのかあ。まあでも、いいや。だって千恵美は、僕の、こと、好きだもんね。強いし。強い男好きだろ？　強い男が好きだって言ってたもんなあ。僕は千恵美にとって理想の男になったんだよな。あははは」

「それは……」

　言いにくそうに彼女は続けた。

「強い男の人に憧あこがれてたんだけど、なんか、漫画とかだといいけど、実際は、ちょっと、怖いと思う。男の人の強さが他ほかの場所に向いてる時はいいけど、もし自分に向いたらって思うと、なんか、怖いよね」

　小お野の寺でらくんの中のシミが、大きくなる。

「そうなの？　でもさ、僕、千恵美に好きになって欲しくて、一生懸命柔道練習したりしたんだよ？　千恵美のために柔道部に入ったし。だから、なんか、変だよね。だって、そう言ったの、千恵美なのにね、千恵美の為ために努力したのにね」

「ごめんなさい。確かに強い人が好きって言ったけど、軽い気持ちでっていうか、勢いでっていうか。そんな、いちいち言ったことに責任もてないよ。言ったこと全部記憶してるわけじゃないし。ゆうくんは、ゆうくんのままでいいんだよ？」

　小野寺くんは言葉を失う。彼女の為にとやってきたことが、全すべて無駄になった気がした。自分は今までなんの為の努力をしてきたんだろう。好きになって欲しいから、その為に頑張ってきたのに、全てはまったくの無駄だったのだ。

「そうかぁ……でもいいよ、これから僕らで、色々な想おもい出を作っていこうね……。あ、あれ？」

　幸せな気持ちの中に広がる黒いシミを感じて、彼は少しだけ不安になった。

　でも大丈夫、たったこれくらいのこと、なんてことないさ。でもおかしいな、さっきからずっと指が震えてる。怖いのかな。怖いってなにが？　わからない。怖いわけない。いいや、落ち着くためにキャンディを食べよう。

「あむっ」

　キャンディを一粒口に放ほうり込むが、爽そう快かい感がいまいち足りない。では、もう一粒。

「んぐっ」

　今度は大丈夫だ、指の震えも止まり、気持ちもだいぶ楽になった。

「あぁ、よかった。大丈夫、僕は幸せなんだから」

　深呼吸。もう一度深呼吸。遠くで川の音。冬の空気の香り。

「好きだよ、千ち恵え美み」

　抱き寄せる恋人。柔らかい感触。

「う、うん……」

　彼女の優しい声。幸せな世界。そこに存在する、黒い、シミ。
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　一方、側面の塗装が剝はがれ、酷ひどく変形したポストが横たわる路上にて。

　アンコは小お野の寺でらくんに粉々にされた雪ダルマを必死でかき集め、ゴミ置き場からビニール袋を拾ってきて中に入れた。佐さ間ま太た郎ろうとテンコは、いつもと違う彼女の行動に声をかけることすらできない。そもそも、どうしてアンコが雪の欠片かけらを必死で集めているのかさえ理解できなかった。彼女が雪ダルマを人間にしたことなど知らないのだ。

「神様……」

　ずいぶんと長い沈黙の後に、アンコはビニール袋を抱えてゆっくりと立ち上がる。

「神様、どうしよう。神様……」

　そしてそのまま、気絶するようにして地面に倒れこんだ。佐間太郎は慌あわてて彼女を抱きかかえ、テンコは雪の詰まった袋を拾う。

「どうしよう佐間太郎。パパさんに相談する？」

「いや……俺おれたちで解決しよう」

「だって、緊急事態だよ？　小野寺くん変になっちゃうし、アンコは倒れちゃうし」

「俺が神様になって、初めての大事件だ。俺の力で解決する」

　とは言ったものの、これから先どうすればいいのかまったく見当がつかなかった。小野寺くんには逃げられ、千恵美はさらわれ、アンコは気を失ったまま目を開けようとしない。本音を言えば、佐間太郎だって今すぐにでも助けを求めたかった。

　しかし、いつまでも父親に頼ってばかりではダメだ。彼は、そう思った。

「あの、天使さんは大丈夫でしょうか」

「ぎにゃあああああああああああああ!!　なに!?　なに!?」

　ビニール袋の中から突然声がしたので、テンコは反射的にそれを地面に投げ捨てる。

「佐さ間ま太た郎ろう、いま、袋の中から、声がした！　なに!?」

「……マジでか？」

　佐間太郎は袋を拾い上げ、中を覗のぞく。中には雪が詰まっているだけだ。が、彼も確かに声を聞いた。

「あの、僕、その天使さんに助けてもらったものなんですけど……」

「うおおおお!?　雪が……しゃべってる？　なんで？　どういうことだ？」

「さあ、僕にもわかりません。口もないのに。どういうことでしょうね」

　ビニール袋の中から、戸惑ったような声がした。

「天使に助けてもらったって、なんの話だよ？」

「それがまあ、話せば長いことなのですが、かくかくしかじかで」

「かくかくしかじか？　なんだそれ？」

「あ、伝わりませんか」

「俺おれはかくかくしかじかのプロじゃないから、それじゃわからん」

「では、きちんと説明いたします」

　ビニール袋に入った雪は、自分が千ち恵え美みの手によって雪ダルマとして形作られたことを説明した。それから、アンコの力で動けるようになったこと。最後に、千恵美に恋をしてしまったことも正直に話した。学校から小お野の寺でらくんに彼女が連れさらわれたのを見て助けようと思い、その結果粉々になったことも。佐間太郎は真剣な顔をして話を聞き、その後ろでテンコは「雪がしゃべっとる……」と怯おびえる。

「──というわけなんです」

「なるほど……。なんだか全然わからないけど、なんとなくわかった」

　曖あい昧まいな返事をしてから、佐間太郎はアンコを背負い、袋を手に持って歩き出す。

「とりあえずあれだ、粉々になったのは気の毒だけど、会話できるなら大丈夫だろう。それでお前はこれからどうしたいんだ？」

「僕は……千恵美さんを助けたいです。あの妙に足の速い男から。その後に、千恵美さんに気持ちを伝えたいと思います。好きだって言いたいです!!」

「ってことは、どっちにしろ千恵美さんを捜さなきゃいけないな。目的は一緒だ。俺に協力しろ」

「はい、もちろんです。ですが、協力といっても、僕はビニール袋の中ですし……」

「千恵美さんがどこにいるかわかるか？　好きならわかるだろ。勘とかで」

「そ、そんな無茶な……」

　雪は彼の期待に応こたえるために、なにか手助けをしたいと思う。しかし、今の彼はもう人間の形もしていない、袋に詰められたただの雪だ。なにができるというのだろう。

「すみません、僕にはお役に立てることは……」

「いや、ある。たぶん、ある。なんか、ある。だから、必死で考えろ」

「ですが……」

「ですがじゃない。いいから考えろ。好きな人のために、できることあるだろ」

「は、はい……」

　佐さ間ま太た郎ろうと雪の会話を聞きつつ、テンコは「あらやだ彼ってば男らしいわポヨーン」と頰ほおを赤く染めたが、そんなこと言ってる場合じゃないと二秒ほどで気づいて気持ちを引き締める。小お野の寺でらくんに連れていかれた千ち恵え美みは無事なのだろうか。手がかりはなにもない。さすがの彼女も不安になる。

　一行は黙ったまま、小野寺くんが走り去ったほうへ向かってただ歩き続ける。佐間太郎はアンコを背負い、テンコは手にビニール袋を持っていた。

　どこまで行けばいいのかわからない。そもそも、本当にこの道で合っているのかさえわからない。途中で道を曲がっていたら、それまでだ。しかし彼らは当てずっぽうに歩くことしかできなかった。

　しばらく歩いていると、雪が「あっ」と声を漏らした。なにかを発見したのかと思ったが、そうではなかった。袋の中で溶け始めた自分に驚いたらしい。

「あの、僕、このままじゃ溶けてしまいそうです」

「溶けるとどうなるんだよ」

「溶けたら、消えてしまうと思います」

「消えるとどうなるんだよ」

「消えたら……どうなるんだっけな。ええと、ええと。……あ」

「どした、また溶けたか？」

「いや、違います。このにおい、千恵美さんです」

　におい？　佐間太郎は立ち止まって鼻から空気を吸い込むが、車の排気ガスのにおいしかわからなかった。振り向いて後ろを歩くテンコの反応も見るが、彼女もなにも感じないようで首を横に振った。

「俺おれたちにはわかんないけど」

「でも、僕にはわかるんです。きっと、このすぐ近くにいるはずです。急ぎましょう」

「お、おう……」

　溶けかかった雪の言うことは、にわかには信じられなかった。しかし、それからまた少し歩くと雪が言った。

「ここを曲がってください。この奥にいるはずです」

　彼らのいる場所からは、同じデザインの建物が何棟も連続している団地が見えた。本当にこの奥に千恵美がいるのだろうか。誰だれにもそれはわからなかったが、今は雪の言うことを信じるしかない。

「わかった、じゃあ行くぞ」

　佐さ間ま太た郎ろうが団地に向かって歩き出すと、大きな雲が空を泳ぎ太陽を隠す。

　光が当たらなくなった集合住宅は、壁の灰色を濃くした。

　それはまるで世界の終わりを示す巨大な石碑のように見えた。
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「ねえ、どうして僕は、ここに、いるんだっけ？」

　ブランコに乗って揺れながら、小お野の寺でらくんが言った。千ち恵え美みは驚いて返事をする。

「なに言ってるの。ゆうくんがここに来ようって言ったんじゃない」

「そうだっけ……。なんだかよく、覚えてないんだよなぁ」

　幸せに溢あふれていた心が、幸福が詰まっていた心が、なんだかスカスカになっていってる。あれからもういくつかキャンディを食べたからだろうか。頭の中から色々な出来事が、ゆっくりと消えていく。心が隙すき間まだらけだ。摘つまんで振ったら、カラカラと音がするに違いない。

「ゆうくん変だよ、どうしたの？」

「……え。ゆうくんて、誰だれ？」

「ゆうくんはゆうくんでしょ？　どうしたの？　さっきまであんなに笑ってたのに」

「笑ってた？　誰が？」

「ゆうくんが」

「ゆうくん？　ゆうくん？　知らないなあ」

　知らないなあ。ゆうくんて誰だろう。それよりも、目の前にいるこの子は誰だろう。

「ねえ、ゆうくんおかしいよ？　どうしたの？」

「さあ？　僕は、どうしたんだろうなあ」

　小野寺くんは頭をポリポリとかく。あれれ、なんだろうなあ、ここはどこだろう。

　周りには大きな建物がある。大きいなあ。なんて大きいんだろう。

　揺れてる。世界が揺れてる。あ。そうじゃない。僕が、揺れてるのか。ブランコで。

　ブランコってなんだろう。公園にあるやつだよ。公園ってなんだろう。ここは公園？　ここってなんだろう？　なんだろうってなんだろう。頭が痺れてくる。痺れるって、なんだろう。僕って、誰だろう。あー。だるいなあ。甘いものが食べたいなあ。

　キャンディが。食べたい。なあ。

「あれ？　千恵美じゃないか。どうしたの？　こんなところで？」

「ちょっとゆうくん？　しっかりしてよ、ねえ！」

　あまりにもおかしな態度の小野寺くんに、さすがの千恵美も怖くなってくる。

「そうか、キャンディ、食べればいいんだ。そうすれば、解決するんだ」

　彼はそう言ってポケットからガラス瓶を取り出すが、ポトリと地面に落としてしまう。

　落ちた瓶を見ても、彼がそれを理解するのにたっぷり数秒かかった。

「あ……落ちた」

　拾い上げようとするが、先に千ち恵え美みが瓶を奪う。

「ダメ。これ食べちゃダメ。これ食べるとゆうくん変になる」

「……え？　なにが？　ならないよ、だから、返して？」

「ダメだってば。だって、おかしいもん。ゆうくん」

「おかしくないよ？　だから、返して？　ほら、ねえ？」

　ずっと無表情のままで彼は繰り返した。取り返そうと立ち上がったりはせずに、ブランコの上でユラユラと揺れながら、力なく呟つぶやき続けている。千恵美は恐ろしくなって、彼から一歩、また一歩遠ざかる。

「待ってよ、きみ。逃げないで。僕に、それを返して」

「ダメだってば。だって、変だもん。ゆうくん、ゆうくんじゃない。怖い……」

　いいえ、返してあげてください。

「え？」

　いつの間にか、小お野の寺でらくんの隣のブランコに男が座っていた。

「それは、彼のものです。返してあげてください。とても大切なものですから」

　男はゆっくりと立ち上がって、千恵美に近づいてきた。

「やだ、やだ……」

　彼女は今すぐにでも逃げ出したかったが、小野寺くんを置いていくわけにもいかない。

　男は千恵美に手を伸ばし、そっと瓶を取り上げた。

「いけませんよ。人の物を取ったりしたら」

　そう言って口の端を少しだけ上げて男は笑う。薄い唇の隙すき間まから、蛇のように細長い舌が出てきた。それは信じられないほど長い舌で、彼女の顔を舐なめるようにして動いた。

「ひいっ」

　驚いて地面に尻しり餅もちをつく彼女を見て、舌はヒュッと男の口の中に戻った。

「あなたもいりますか？　飴あめ。とっても美お味いしいですよ？　あなたにはあなたの飴をちゃんとあげますから……。不安な気持ちも吹き飛びます。だから、彼の飴は取り上げないであげてください」

　男はポケットから真っ赤なキャンディを取り出し、千恵美の顔にそっと差し出す。

「美味しいですから、ぜひ……」

「いや、やめて……」

「怖がることはありません。嫌な想おもい出が消えるだけです」

「やだ、やだよぉ……助けて、ゆうくん……」

　千ち恵え美みは地面にへたり込んだまま、小お野の寺でらくんに助けを求める。しかし彼は、ブランコの上でどこか一点を見つめたまま表情のない顔をしていた。

「やめろおおおおお!!」

　その声は、団地の壁に反射してあたりに大きく響いた。男は振り向き、声のするほうを見る。そこにはアンコを背負い、ビニール袋を持った佐さ間ま太た郎ろうが立っていた。その少し後ろで、彼に隠れるようにしてテンコが様子を窺うかがっている。

「お前、千恵美さんになにしてんだ。つうか、誰だれだよ」

　男は帽子のつばを手で引っ張り、ニコッと笑った。

「おや。あなた、人間じゃないですね。そこのお嬢さんも」

　一瞬で正体を見破られたことに、佐間太郎は動揺した。しかし、それはこれが初めてではない。以前にも経験したことだ。ということは……。

「お前、悪魔だな」

　彼の言葉に、男はクスッと笑う。

「いえいえ、ただの商売人ですよ。しがないサラリーマンです」

　千恵美は地面にへたり込みながら、その会話に混乱していた。人間じゃない？　悪魔？　一体どういうことだろう。もしかして、これは夢なんじゃないだろうか。












　だとしたら全すべて説明がつく。小お野の寺でらくんがおかしくなったのも、何十センチもある長い舌を持つ男も、この妙な会話も。

「神かみ山やまくん！　助けて！　ゆうくんが変になったの、この人のせいで！」

　彼女は自分の声が震えているのがわかった。夢ではよくあることだ、逃げようとしてもうまく走れない、叫さけぼうとしても声が出ない。やっぱりこれは夢なのだ。

「おう、任せておけ！　んで、お前は誰だれだよ。人に名前を聞く前に自分が言えっていうんなら言う。俺おれは神山佐さ間ま太た郎ろうだ。文句あるか」

　男はクシャクシャっと紙を丸めた時のような音を出して笑った。

「そうですか。あなたが佐間太郎くんですか。ええ、噂うわさは聞いておりますよ。ということは隣のお嬢さんはテンコさんですね」

　テンコは怖くなって佐間太郎のシャツのはじをギュッと摑つかむ。

「はは、怖がることはありません。わたしも佐間太郎くんも、目的は同じですから。いわば、仲間なんですよ」

「佐間太郎とあんたが仲間なわけないでしょ！　ベーダッ!!」

　舌を出してみせるテンコの真ま似ねをして、男も口を開けて舌を出した。それはニュルニュル垂れ下がり、地面にボテッと落ちた上に、何重にもとぐろを巻く。

「ひいいいいいいい、長すぎるうううううう!!」

　騒ぐテンコを落ち着かせ、佐間太郎は改めて言った。

「んで、お前は誰だよ」

「わたしは、幸せコーポレーションの岡おか崎ざきです」

　男は舌を口の中に戻しながら答える。

「コ、コーポレーション？　会社？　なんの会社だよ」

「人間を救う会社です。おわかり頂けますか？」

「わからん。悪魔に人間が救えるとは思えない」

「おやおや、とんだ悪魔差別ですね。これだから神様ってのは……」

　岡崎はそう言って悲しそうに笑った。

「いいですか、佐間太郎くん。我が社は、人間を救うことを目的に作られた組織です。目的はきみと同じですよ。近ちか頃ごろの世の中ってのはストレスばかりですからね。だから嫌な想おもい出をあま～い飴あめで消してあげるんですよ。そうすれば幸せになるじゃないですか」

　営業トークにしては気味が悪すぎる。

「だけどそれだけじゃ足りませんよね。また辛つらいことがあったらまいってしまいますからね。だから、それ以外の想い出もね、全て取り除いてあげるんです。なにも感じない人間にしてあげるんです。そうすれば世界は怖くありません。ただ生きればいいんですから」

「なにも感じないなんて、そんなのおかしいだろ。人間をそんなふうにして、どうするつもりよ！」

「いやあ、わたしはただのサラリーマンですから。そうしろ、と上から言われているだけですので、それ以上のことは……」

　彼はガラス瓶を手でもてあそびながら、小お野の寺でらくんのところまで歩いていった。小野寺くんは怯おびえる様子もなく、ただ呆ほうけた顔で岡おか崎ざきを見ている。

「いいですか、佐さ間ま太た郎ろうくん。これは彼が望んだことなんですよ。なぜ彼は今まで勇ゆう気きを出せなかったかと思いますか？　失敗が怖いんです。なぜ失敗が怖いか。それは心が酷ひどく傷つくからです。人間というのは、失敗をすると笑われたり、バカにされたり、叱しかられたりするそうじゃないですか。失敗なんて誰だれにでもあるものです。それなのに、人間は他人の失敗を許容できないようです。それが恐ろしくて、自由な行動が取れないらしい。ですから、わたしたちが恐れを取り去ってあげているんですよ。全すべての感情から自由になるんです。全人類がそうなれば戦争も起こりません。世界平和ですよ？」

　小野寺くんの肩をぽんぽんと叩たたきながら説明を続ける岡崎。小野寺くんは、その話をまったく理解できないようだった。

「そんなの平和じゃない。返せよ。小野寺くんの心を」

　佐間太郎の声に反応して、小野寺くんは呟つぶやいた。

「ねえ、僕は、空っぽになっちゃうの？」

　彼の言葉に、岡崎は優しく答える。

「大丈夫です。なにも感じなくなれば不安にもなりません。いけませんね、佐間太郎くん。せっかく嫌な想おもい出を取り除いたっていうのに、そんな彼を怖がらせるようなことをしたら」

　ほとんどの記憶を失った小野寺くんの心に、佐間太郎の言葉が不安を植えつけた。彼は恐怖で震えだす。

「大丈夫です、安心してください。ほら、飴あめを食べましょうよ。そうすれば気が楽になりますよ」

　小野寺くんはすがるような顔をして岡崎に手を伸ばした。

「ダメだ！　そんなの食ったらおかしくなる!!」

　佐間太郎が叫さけぶと、叱られた子供のようにビクッと身を小さくする。しかし、不安は徐徐に大きくなり、彼の心を蝕むしばむ。

　キャンディが欲しい。あれを食べれば、気持ちが楽になる。小野寺くんはキャンディに手を伸ばそうとするが、佐間太郎に叱られるのも怖かったので、泣きそうになりながら落ち着きなく視線を動かす。

「やい悪魔。いいか、人間っていうのはバランスなんだ。いいことばっかりでもダメ、悪いことばっかりでもダメ。どっちも経験するのが大事なんだよ！」

　岡おか崎ざきはキャンディを一粒瓶から取り出し、小お野の寺でらくんの目の前に差し出した。小野寺くんにはもうキャンディしか目に入らない。顔の前でキャンディを揺らされると、それに合わせて顔を動かしてしまう。

「そうでしょうか？　辛つらいことは少ないほうがいいではありませんか。誰だれだって傷つくのは怖いでしょう？　ほら、彼はこの飴あめが欲しくて欲しくてたまらないんです。あなたには、彼の意志を邪魔する権利があるでしょうか？」

　小野寺くんは、目にいっぱい涙を溜ためて佐さ間ま太た郎ろうを見た。唇が細かく震え、顔から脂あぶら汗あせが吹き出ている。

「ねえ、これ、食べたいよ。お願い、食べたいよ」

「ダメだっつの！　それ食ったら心がなくなるんだぞ!?」

「でも食べたい。食べたい、食べたい」

　岡崎は乾いた声で笑った。

「本人がこう言ってるんですよ？　止めることはないでしょう」

「うるせー、お前は黙ってろ!!」

「そうですか？　では、黙ります」

　彼は素直に黙ったが、それと同時に小野寺くんの口の中にキャンディを放ほうり込む。

「ああああああ、なにすんだてめえ!!　小野寺、それ、吐け!!」

　小野寺くんはもう佐間太郎のことなど気にしていなかった。口に広がる甘みに、幸せそうに顔をとろけさせる。

「甘い……甘い……」

　小野寺くんの頭の中にあった、幸せな記憶は徐々に萎しぼんでいく。千ち恵え美みと知り合った時のこと、一緒に公園で遊んだこと、一緒に星空を見たこと。大切な約束。愛する気持ち。そういった数々の記憶が、暗くら闇やみの中にスゥーっと吸い込まれていく。

　最後の最後まで残っていたのは、千恵美の笑顔だった。しかしそれも、間もなく完全に消え去ってしまう。

「ちえ…………み……」

　ブツブツと呟つぶやいていた小野寺くんであったが、しばらくすると黙りこんでしまった。それっきり一言も喋しやべらずに、抜け殻になって微動だにしなくなった。

「ゆうくん!!」

　千恵美が悲しそうな声で叫さけぶが、その声も既に彼の心には届かない。岡崎は満足そうに笑った。

「はい、これで彼の心は空っぽです。もう傷つくことも悲しむこともありません。幸せな人間になりましたよ」

「どこが幸せなんだよ！　全然幸せそうじゃないだろ!!」

　アンコとビニール袋をテンコに渡し、佐さ間ま太た郎ろうは岡おか崎ざきを睨にらみつけ一歩前へ出た。

「佐間太郎くん。幸せの価値は人それぞれです。あなたが決めることじゃない」

「さっきから適当なことベラベラ喋しやべりやがって……。言ってわかんないんなら、ぶつぞ！　グーで、ぶつからな!!」

「それがあなたの結論ですか？　結局を手を出すのが遅いか早いかの違いだけで、あなただって他ほかの誰だれとも違わないじゃないですか」

「うるさいっ!!」

　佐間太郎は彼に飛び掛って地面に押し倒した。それから馬乗りになって拳こぶしを振り上げる。

「おや、暴力はいけませんね。まさか、佐間太郎くんのほうから手を出すんですか？　わたしは誰も傷つけていませんよ？　救って差し上げただけです」

「黙れ！　黙れ!!　なんなんだお前はよ！」

「怒りが収まらないのであれば、こういったサービスを提供しましょう。テンコさんが持っているビニール袋ですが、あれに入っているのは雪でしょう？　元雪ダルマの。彼とは面識があるんです。あんな形になってかわいそうに。ほら、これでどうですか？」

　岡崎が指をスナップさせると、テンコの持っていたビニール袋が一瞬で大きく膨れた。

　驚いたテンコは「きゃっ」と短い声を発した後に手を離す。

　袋はどんどんと膨れ、最後には破けてしまった。その中から出てきたのは、雪の塊ではなく人間だった。それを見て千ち恵え美みは驚き、言葉も出せないまま気絶してしまう。テンコも、佐間太郎も呆ぼう然ぜんとしてその様子を見ていた。

　当の雪ダルマ本人だって驚いたはずだ。砕け散り、ただの雪になった自分が、また元の姿に戻れたのだ。消えてしまったはずの洋服も、きちんと上下揃そろっている。

「ほらね。わたしは誰にも危害を加えたりはしません。ただ、望みをかなえて差し上げるだけです」

　振り上げた拳を、どうすればいいのか佐間太郎にはわからなかった。岡崎の言う通り、結局は暴力に訴えようとしている。

「ちくしょう……ちくしょう……」

　唇を嚙かみ動けないでいる佐間太郎を押しのけ、岡崎はゆっくりと立ち上がった。

「まだなにかありますか？　今日の仕事は既に終了ですから、いくらでも付き合って差し上げますよ？」

「ふざけるなああああああああああ!!」

　叫さけんだのは佐間太郎ではなく、雪ダルマだった。雪ダルマは岡崎の元まで走り寄ると、自分の拳を彼の顔面に叩たたき付けた。彼の右手の手首から先が砕け、辺りに雪が散らばる。

「おや、どうしましたか？　せっかく人間の姿にしてあげたというのに」

　殴られた岡崎は、平然として雪ダルマに言った。彼からしたら、顔に雪をぶつけられた程度の衝撃しかなかったのだ。

「ふざけるな、あんたは、あんたは悪者だ！」

「それは違いますよ。わたしは彼の望むように……」

「そうじゃない！　千ち恵え美みさんを悲しませたんだ！　僕はあんたを許さない!!」

　今度は左手を使って殴りつけようとするが、岡おか崎ざきはヒョイと身体からだを反らせてそれを避よけた。

「学習しない雪ダルマですね。そんなことしたら、そっちの手も砕けてしまいますよ？」

「うるさい！　僕は怒ってるんだからな!!」

「雪ダルマのくせに？」

「うるさいいいい!!」

　岡崎を殴ろうと手を振り回す雪ダルマを、背後から佐さ間ま太た郎ろうが押さえつける。

「やめろ、お前壊れちまうぞ！」

「止めないでください、僕は、あいつを許せないんです!!」

「いいから落ち着けって!!　俺おれがなんとかするから」

「でも！　だけど、あいつは千恵美さんを!!」

「いいから!!　俺は神様なんだから！　絶対丸く収めてやる!!」

　佐間太郎は雪ダルマに、自信たっぷりに言った。雪ダルマが反論する前に、テンコが近寄ってくる。

「大丈夫。佐間太郎がなんとかしてくれるから、こっちおいで。今までだって、ずっとなんとかなったんだから。今回だって、きっと大丈夫」

「……は、はい」

「よしよし。いいこ」

　雪ダルマはテンコに腕を引っ張られ、佐間太郎から離された。

「いいか、幸せコーポレーションの岡崎さん。あんたは自分たちの好き勝手で、千恵美さんを困らせたり、雪ダルマを怒らせたり、小お野の寺でらくんを空っぽにした。これは、とってもとってもいけないことなんだ」

「小野寺くんは幸せになったじゃないですか！　その為ために少女が一人泣くぐらいなんです。人間の幸せには、多少の犠牲はつきものです。仕方のないことでしょう？」

「いいや、俺には許せないね」

「許せないとしたら、どうするんですか？　わたしを殴るんですか？　わたしを殺すんですか？　え？　どうするっていうんですか？」

　テンコと雪ダルマは、心配そうにその様子を見つめている。果たして彼に、なにか名案はあるのだろうか？

「いいか、よく聞けよ岡崎……」

　佐さ間ま太た郎ろうはニヤッと笑うと、岡おか崎ざきの顔をビシッと指差し、全力でこう叫さけんだ。

「その話は、また今度だあああああああああああああああああ!!」

　先延ばしである。

「いいか岡崎！　お前を殴りたいが、それはできない！　だから、また今度だ！　だから今は帰れ！　さっさと帰れ！　お前の顔なんて見たくないんじゃ！　帰れ！　小お野の寺でらくんの記憶だけ置いて、さっさと帰ってくれえええええええええええええええ！」

　テンコ呆ぼう然ぜん、雪ダルマ啞あ然ぜん。この重要な問題から、佐間太郎は全力で逃げたのである。

「帰れ！　帰れ！　帰れ帰れ！　うちに帰れ！　ここはお前のいる場所じゃない！　帰れ帰れ帰れ!!　帰れええええええええ！　帰れ！　帰れ！　か・え・れ！　帰れ！　帰れ！　帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ、帰れ!!　かぁ、え、れっ!!　帰れ！　帰れ！　帰れ！　かあああああええええええれえええええええええええええ!!」

　最後は魂のシャウトであった。その際に思わず振り上げた拳こぶしが、偶然岡崎の鼻にペシッと当たった。

「あ」

　岡崎の鼻からはツツーと鼻血が一筋流れる。彼はそれを手でぬぐってから、言った。

「殴りましたね」

「いや！　今のは違う、殴ってない！　今のは事故!!」

「なんですか、その言い訳は」

「言い訳じゃない。事実！　だから俺おれは悪くない！」

　今度は屁へ理り屈くつである。神様なのに、屁理屈である。

「佐間太郎くん。あなたはムチャクチャですね」

「うるさい。お前だってムチャクチャするだろが。俺がちょっとムチャクチャでも問題ないだろ」

「ありますよ、あなた、一体何様ですか？」

「神様です。偉いんです。だから言うことを聞け。さっさと帰れ」

　はぁ、と深いため息を岡崎はつく。

「あなたとは話が合わないようですね。わかりました、仕方がありません、わたしは会社に帰ります」

　勝利である。佐間太郎の先延ばしと屁理屈と、偶然発せられたパンチが、このしょーもない争いにピリオドを打ったのであった!!

「帰るだけじゃダメだぞ。小野寺くんの記憶を置いてけ」

「佐間太郎くん、それは都合が良すぎますよ。わたしだって仕事でやっているんですからね。そう勝手なこともできません。しかし」

　岡崎は止まらない鼻血を手で拭ぬぐい、続ける。

「あなたの妙な行動は非常に愉快でした。ですから、これだけ置いていきます。これは、小お野の寺でらくんにとっての、辛つらい、嫌な記憶です」

　彼が指をスナップさせると、抜け殻になった小野寺くんの隣に、真っ黒い人影が現れた。

「あれが彼の悲しい想おもい出ですよ。これだけは返してあげますからね。それでは、失礼します」

「ちょ、待てよおい!!」

　佐さ間ま太た郎ろうは岡おか崎ざきの胸むな倉ぐらを摑つかんだ……はずだったが、不思議となんの感触もなかった。岡崎の身体からだは徐々に輪郭からぼやけ、数秒後には目の前から消えていた。

「……なんだよ……ふざけたやつだな」

　彼は頭をポリポリとかき、振り返る。と、もちろんそこにテンコキックである。

「いでええええええええ！　なにすんだ!!」

「ふざけてんのはあんたでしょ────！　なによさっきの延期っぷりは!!」

「しょうがねえだろ、考えても良いアイデア思いつかなかったんだから!!」

「だからって、あんなの、いいの!?　あんな大事な場面で、先延ばしって、いいのそれ!?」

「うるせえなあ、じゃあ他ほかにどうすればよかったんだよ」

「それは、そんなの、わかんないけど、でも、よりによって、先延ばしって……」

　ポリポリと頭をかき続ける佐間太郎と、ブツブツと文句を言い続けるテンコに声をかけたのは目を覚ましたアンコだった。

「あの、うーに状況を説明してもらえますか？」

　彼女は頭痛がするのか、頭を手でさすりながらも、冷静にそう言った。
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「つまり、かくかくしかじかなわけよ」

　テンコの説明に、アンコは何度か軽く頷うなずいた。

「わかりました。だから彼が元の姿になっていたんですね」

　彼というのは雪ダルマのことである。素早く状況を理解したアンコを見ながら、佐間太郎は「おー、あいつもかくかくしかじかのプロか」と感心している。

　雪ダルマは気絶している千ち恵え美みを抱きかかえ、その顔をまじまじと見ていた。こんなに近くで彼女の顔を見るのは、ものすごく久しぶりだ。彼が菊きく本もと町に舞い降りた日、キスをされた時以来である。

「それで、神様はどうするおつもりですか？」

「どうするって？」

「彼を、です」

　アンコの視線の先には、ブランコに乗る小お野の寺でらくんと、その横にまったく同じ姿勢でいる黒い影があった。

「今の小野寺くんは心が空カラのようです。そんな彼に、悲しい記憶だけ戻したら大変なことになってしまいます」

「そうだけどさぁ、あんなんでも一応、記憶の一部だからなあ」

　自分のことを話されていると知った黒い人影は、不安そうにこっちを見ている。とりあえず佐さ間ま太た郎ろうは近づいて声をかけてみた。

「どうよ、戻る？　元の身体からだに？」

　影はふるふると首を横に振る。嫌がっているようだ。

「なんでよ？　だってもともとは小野寺くんの記憶だろ？　だったら戻りなよ」

　黒い影はしゅんとして肩を落とす。どうやら自分が小野寺くんに嫌われているのがわかっているようだった。

　影はブランコから降りると、地面の砂に指を使って文字を書く。

『ぼくは　いらないから　きえたほうが　いい』

　佐間太郎はやれやれ、というふうに肩をすくめた。

「そりゃ間違いだ。嫌な想おもい出ってのは確かに、そりゃ、嫌だけど、でも必要なんだよ。そういう記憶だって、小野寺くんの身体を作ってる一部なんだから」

『でも　ぼくだけじゃ　かれは　かなしいにんげんに　なってしまう』

「他ほかの記憶がないんだからしょうがないだろ。せめてお前だけでも戻ってやれよ」

『ぼくは　きえたほうが　いい　だから　きえる』

「だから消えなくてもいいって言ってんの。誰だれだって嫌な想い出ぐらいあるよ。あんま自分を悪者にすんな」

『でも　あのひとは　ぼくが　いないと　せかいは　へいわに　なると　いった』

　あの人とは、岡おか崎ざきのことだ。黒い影は、彼の言うことに納得しているらしい。

「あいつは極端だから。な、真まに受うけんな。戻ってやれ。小野寺くんに」

『でも　こわい』

「大丈夫」

『きょひ　されたら　ぼくは　どこにも　いくばしょが　ない』

「文句いうなボケ。いいからこいっ」

　佐間太郎は黒い影の手を取り、立たせると、ずっと黙ったままの小野寺くんの前に引き寄せる。

「じゃあ、ちょっとだけ戻ってみろ」

　戸惑う影の顔を見ながら、佐間太郎は小野寺くんの指先に触れた。

「ほら、こんなふうに触ってみろ。ちょっとだけ」

　影は少し考えた後に、恐る恐る小お野の寺でらくんの指先に触れる。その瞬間、小野寺くんは身体からだを痙けい攣れんさせるように動かした。影は驚いて彼から離れる。

　小野寺くんは苦しそうに声を漏らし、ブランコから転げ落ちた。

「ううううぅ、やだよぉお、苦しいよぉお、辛つらいよぉおぉ」

　それがなんの記憶なのかはわからない。だが、黒い影から彼に移った、悲しい記憶の一部であることは間違いない。たった少し触っただけで、これだけ辛そうにしているのだ。もし完全に元に戻ったらどうなるか、想像もできない。

「我慢しろ小野寺！　嫌だってもそれはお前の心なんだ。ずっと一緒に生きていかなくちゃいけない記憶なんだ」

「やだよぉ、こんなのやだよぉ、消したい、忘れたい、消えてくれえ、もう、僕から、出ていってくれええ、くるしいぃよぉ」

　小野寺くんは地面の上で胸をかきむしりながら泣いていた。それを見た黒い影は、怯おびえるようにして彼から遠ざかる。

「逃げるな！　戻れ。お前はここにいなくちゃいけないんだ！」

　影は激しく首を振り、嫌だ、嫌だと拒否をしている。そんな影に、アンコが囁ささやいた。

「戻りなさい。あなたはなにも悪くないから」

　彼女は影の背中を優しく押し、ゆっくりと小野寺くんに近寄らせた。

「大丈夫。あなたは必要な存在だから」

　影は泣きそうな黒色で、倒れている小野寺くんに手を伸ばす。

「やめてよ、やめてよぉ、やめてえ、やめて……」

　小野寺くんは涙を流して影を拒む。影はアンコと佐さ間ま太た郎ろうの顔を交互に見て、お願いだから逃がしてくれ、というような動きをした。

　佐間太郎は影の頭に手を置き、静かに言った。

「大丈夫。俺おれがなんとかするから」

　その言葉を聞いて安心したのか、あきらめたのか、影は頷うなずく。それから手を伸ばし、小野寺くんの胸に当てた。

「うああああああああああああああ！」

　小野寺くんは苦痛に顔を歪ゆがめ、必死でそれを払いのけようとする。影の腕は彼の身体に吸い込まれるようにして一体化していく。

「小野寺、耐えろ！　これはお前のものだ、ちゃんと見てみろ！　しっかり見ろ！」

「痛いよぉ、やだよぉ、怖いよぉおおおおおお」

「痛いことだって必要だ、怖いことだって大事なんだ！　世の中にいらない思い出なんてない、必要のない記憶なんて存在しない！　全すべての出来事がお前を作ってるんだ！」

　空っぽの心に悲しい影が突き刺さる。影はもう片方の手も小野寺くんに差し込み、ゆっくりと中に潜り込んでいく。

「小お野の寺でらくん、これは、あなたの問題です」

　アンコが言う。

　たった十数年間の人生だけれど、その中で数え切れない痛みを抱えて小野寺くんは生きてきた。今、その全すべてが一度に心の中に入ってきているのだ。悲しみは嵐あらしとなり心を揺さぶり、痛みとなって血の雨を降らす。咳せき込こみ、痙けい攣れんし、声をあげ、小野寺くんはその苦しみに耐えようとした。影は彼の体の中を覗のぞきこむようにして、頭を潜り込ませる。テンコは痛々しくて、それを見ていられずに思わず顔を背けた。

　頭を飲み込み、肩を受け入れ、影の上半身はすっぽりと小野寺くんの中へ迎え入れられた。その間も小野寺くんは悲鳴を上げ、どうにかなってしまいそうな苦しみに耐えようとした。

　しかし。影を腰まで受け入れたところで、彼は身体からだをよじり、その行為から逃れるために影を蹴けり飛ばした。影は腰から千ち切ぎれ、下半身だけになって吹き飛ばされる。小野寺くんは身体を小さく折り曲げたまま、気を失った。

「神様……どうしますか」

「いや、小野寺はよくやった。後は俺おれに任せろ」

「なにか案でも？」

「もちろん！」

　の後に一瞬だけ間を開け

「ない！」

　と彼は叫さけび、自分の顔をパシンと手で叩たたく。

「でもやるしか、ないっ！」

　吹き飛ばされた影は、上半身を失った状態で、何度も転びながらなんとか立ち上がる。

　テンコは黙ってその様子を見つめる。もう目を逸そらすことはしなかった。

『ねえ　やっぱりぼくは　いらない　そんざいなんだ』

　影の声が佐さ間ま太た郎ろうの心に届く。

「そんなことはない。お前はそこにいて、いいんだ」

『じゃあ　どうして　うけいれ　て　くれないの？』

「小野寺にはあれが限界だったんだ。だけどあいつは頑張った。後は俺に任せろ」

『まかせるって？　ぼくはどこにも　いけないよ　こわいよ　きらわれるのはこわいよ　おそろしいよ　きえるのは　おそろしいよ』

　失ったはずの影の上半身が、徐々に輪郭から浮き上がってくるのがわかった。ゆっくりとだが、元の姿に戻りつつある。新しく出現した上半身は、静かに、黒い炎で燃え上がっていた。

『あついよ　からだが　あついよ　あつくて　いたいよ　たすけて　きらわないで』

「大丈夫だ、誰だれもお前を嫌ったりしない」

　佐さ間ま太た郎ろうが一歩影に近づくと、影は一歩後ろにさがる。

『きらわないで　すてないで　むししないで　ばかにしないで』

「いいから逃げんな。大丈夫だから」

『やだよ　こわいよ　こないで　いたくしないでよ』

　影を燃やす黒い炎は、いつの間にか全身を包んでいた。佐間太郎と彼は、手を伸ばせば触れられるほどの距離にいた。影の炎の熱は佐間太郎の皮膚を焦がし、鉄で打たれているように痛んだ。

「大丈夫だ。安心しろ」

『うそつきいいいいいいいいいいいいいいいい！』

　影が叫さけぶ。それと同時に炎が数メートルまで燃え上がり、大きな爆発が起こった。

　炎が周囲に飛び散り、佐間太郎は爆風により大きく吹き飛ばされた。佐間太郎だけではない。少し離れていた場所から見ていたテンコ、倒れている小お野の寺でらくんと千ち恵え美み、アンコや雪ダルマまで衝撃により地面に叩たたきつけられる。

『もう　ぼくに　かまわないで　さよなら』

　炎をさらに燃え上がらせながら、影はその場から逃げようとした。しかし、彼は見つけてしまった。自分の炎により、顔をすすだらけにして倒れている千恵美を。

『ちえみ　わるいのは　ちえみだ　ちえみが　ぼくを　ずっと　くるしめてきたんだ　どうして　ぼくのきもちを　わかってくれないんだ　ちえみ　ちえみ』

　影はそう呟つぶやきながら彼女に近づく。それに気づいたテンコが叫んだ。

「佐間太郎、彼を止めて!!」

　しかし、一番近くで爆発を受けた佐間太郎は、倒れたまま起き上がろうとしない。テンコは自分で影をなんとかしようとしたが、身体からだが言うことを聞かなかった。

『ちえみ　あいしてる　あいしてるんだ　だから　ぼくを　うけいれて』

　倒れている千恵美の上に、影はゆっくりと自分の身体を重ねた。黒い炎は千恵美に燃え移り、ヒュウヒュウと気味の悪い音を立て燃え上がる。

「きゃああああああああ!!」

　あまりの熱さに彼女は目を覚まし、それと同時に叫んだ。助けなきゃ、とテンコは思うが全身が痺れて立ち上がれなかった。這はってでも近づこうとするが、それもままならない。こんな大事な時になんの力にもなれない自分が悔しかった。千恵美を助けたい、佐間太郎の助けになりたい、テンコは願うが、どうにもならない。

「僕が……僕が」

　そう言ったのは雪ダルマだった。彼は起き上がると、すぐに千恵美の元に向かい、燃え上がる炎の中へ飛び込む。影から千ち恵え美みを奪い取り、彼女を強く抱きしめた。

「千恵美さん、千恵美さん！」

　彼はそういいながら、雪の身体からだで炎から千恵美を守った。身体が溶け、水になり、千恵美の身体を熱から守ろうとする。

　影の姿は黒い炎と一体になり、激しく燃え上がる。

　テンコはアンコに助けを求めようとするが、彼女も身体が思うように動かないようだった。地面に倒れ、目をしっかりと開き、雪ダルマが黒い炎に溶かされるのをじっと見ている。佐さ間ま太た郎ろうは気絶しているのか、ピクリとも動かなかい。

　その間にも雪ダルマの身体は溶けて小さくなっていく。このままでは完全に溶け、消えてしまうのも時間の問題だ。そうなったら、次に燃え尽きるのは千恵美である。

　テンコは思い切り空気を吸い込んで、一気にそれを吐き出した。

「さまたろおおおおお、いいかげんに、おきなさあああああああいい!!」

　佐間太郎の鼓膜は、心は、テンコに飛び蹴げりを食らったような衝撃を受け、一瞬で目を覚ました。

「わあああああ！　テンコ!?」

「佐間太郎、あれ！　助けてあげてよ!!」

　テンコは黒い炎に包まれる千恵美と、もう元の姿がわからないほどに溶けてしまった雪ダルマを指差す。佐間太郎は無理やりに身体を動かして起き、よろけながらも真まっ直すぐに黒い炎に突っ込んだ。

　彼は千恵美と雪ダルマを抱きしめる。呼吸をしようと息を吸うと、恐ろしく熱い炎が肺を一瞬で満たした。肺が内側から燃え上がるのがわかった。

　その一呼吸で佐間太郎は意識を失う。彼は黒い炎に飲み込まれてしまった。
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　気がつくと、佐間太郎は別のどこかに立っていた。

　なにもない、どこまでも闇やみの続く真っ暗な世界で、黒い炎は燃え続ける。

　佐間太郎の身体を、炎は憎しみで包んだ。

『ぼくは　いらないんだ　ここに　いては　いけないんだ』

　炎は耳元でそう言った。佐間太郎は焼けつく喉のどで、なんとか声を出す。

「そんなことはない。お前は、ここにいていいんだ」

　ヒュウヒュウと炎は燃え続ける。

『うそつき　だれも　ぼくを　うけいれてはくれない』

「大丈夫だ。お前は自分が思っているほど悪くない。その証拠に、俺おれがお前をもらってやる」

　炎の音がスッと消える。

　なにもない暗くら闇やみで、無音のまま黒い炎が佐さ間ま太た郎ろうの身体からだを燃やす。

『うそつき』

「噓うそじゃない。俺おれに、入ってこい」

『うそつき』

「うそじゃない。だから、こっちにこい」

『そうやって　きぼうを　みせて　あとで　うらぎる』

「裏切らないから、俺に、入ってこい！」

　正気を保っているのがやっとだった。いっそ殺して欲しいほど身体が熱い。

　影は黙っている。佐間太郎の言葉に返事はしない。

「こい！　早くこい!!　俺がお前の居場所になってやる！」

　返事はない。

「俺が燃え尽きる前に、早く入ってこい!!」

　返事はない。

「いい加減にしろ、さっさとこい！」

　返事はない。が、黒い炎の中に、腕のようなものが見えた。佐間太郎はそれが目に入った瞬間、強引に手で摑つかみ、自分の身体に押し込んだ。

　なにもなかった場所から、影が姿を現し、そのまま佐間太郎の身体にズルリと流れ込んだ。その途端、佐間太郎の頭の中には小お野の寺でらくんが経験した痛み、悲しみ、そういった感情が数千、数万と吹き荒れ、心を燃やし尽くそうと暴れた。

「うああああああああああああああ!!」

　佐間太郎は目をかたく閉じ、その痛みに耐える。皮膚の表面から、心の底から、黒い炎は燃え続ける。

「大丈夫だ」

　佐間太郎はぼんやりとした目で、暗闇を見つめながら言った。

「痛みはいつか乗り越えられる」

　そして「そして、俺がお前の居場所になる」

　佐間太郎を包んでいた暗闇の端が、本のページをめくるようにしてゆっくりと裏返る。暗闇の裏側は、目を開けていられない程の真っ白な光で満ちていた。

　光は暗闇を侵食し、徐々にその姿を佐間太郎の前に現す。その時、彼は悟った。

　黒い影を作る為ためには、白い光が必要だと。そしてその光は、影の中にひっそりと隠れているものなのだと。
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「……ろぉ、たまたろぉ……」

　テンコが泣きながら彼の名前を呼び続けている。そのうえ、頭をポコポコと叩たたいている。

「……いたい」

「あっ！　佐さ間ま太た郎ろう!!　起きた！　起きた!!」

　嬉うれしさの表現か、彼女はポコポコからゴリゴリというふうに叩き方を変えた。そんな強弱のバリエーションはいらない。

「だから痛いってば……。てか、お前、なにしてんの燃えるでしょ、ここにいたら」

「ううん、もう大丈夫なの。だから、ゴリゴリしてんの」

「お、なんとかなったか？　そりゃよかった」

　ゆっくりと目を開けると、佐間太郎は千ち恵え美みを抱きしめたまま地面に倒れていた。そのすぐ近くにテンコは座り、ゴリゴリポコポコとやっている。

　佐間太郎も、千恵美も、テンコもびしょ濡ぬれだった。知らない間に雨が降り出していたのか、地面には水みず溜たまりまでできている。

「うあ、ぐっしょりじゃん。あ、だから炎が消えたの？」

「わかんない。佐間太郎が炎に飛び込んで、すんごい勢いで燃えて、その直後に、雨が降ったの」

「そうか、タイミングよかったな……。って、なにこれ」

　ほっとして辺りを見渡した佐間太郎の目に、異様な光景が映った。地面がぬかるんでいるのは三人の周囲数メートルだけで、それ以外の場所はカラカラに乾いていたからだ。

　視線を上空に向けると、小さくて平べったい雨雲が、しとしと雨を降らし続けていた。

　ものすごい局地的な雨である。

「なにこれ……なんでこんなことになってんだよ」

「わかんないよぉー、うえーん」

　テンコは佐間太郎に抱きつき、大声を出して泣いた。しょうがねえなあ、と彼は頭を何度か撫なでてやる。

「あ、そうだ。アンジェラー、生きてるかー？」

「はい、神様」

　アンコは少し離れた場所から返事をした。顔は無表情だったが、大きな瞳ひとみから雨のように涙が流れ続けている。

「……もしかして、この雨は、お前がやったのか？」

「はい、おそらく、そうだと思います。意識的に行なったわけではありませんが」

　なんでもないふうにアンコは答える。

「お前があの火を消してくれたの？」

「そこまではわかりません。ただ、目から液体が出てきて、それと同時に、雨が降りました」

「目から液体って……。お前いつの時代のあれだよ。そりゃ涙って言うんだぞ？」

「わかっています」

「じゃあなんで、わざわざ液体なんて言うんだよ」

「うーは、泣くはずがないからです」

　よくわからないアンコだ、と佐さ間ま太た郎ろうは呆あきれた。しかし、とりあえず無事ならばそれでいい。

「あ、小お野の寺でらは？」

「肉体は無事なようです。精神まではわかりません」

「そっか。とりあえずなんとかなったな」

　テンコの頭を撫なでながら、佐間太郎は少しだけ笑った。
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　その翌日！　菊きく本もと高校の校庭には元気に走り回る小お野の寺でらくんの姿が！

「わーい、神かみ山やまくーん、テンコさーん！　アンジェラさんもこっちにきてみんなで遊ぼうよー！　ヤホホーイ!!」

　小野寺くんは校庭の隅で、千ち恵え美みと一緒に縄跳びなんかしながらキャッキャとはしゃいでいた。なにそれ、なにそれ、なにそれ、という感じである。元気なのはいいことだが、あんだけ派手に苦しんだのだ、もうちょっとダメージを受けてもらいたいものである。

　それなのに、むしろ以前よりほがらかな笑顔なんか浮かべていた。

「なんかムカつくわね」

　その様子を佐さ間ま太た郎ろうと一緒に見ているテンコが言う。アンコはあまり興味がないのか、どこか見当違いな場所に視線を向けていた。

「ムカつくけど、まあ、いいんじゃないか？　丸く収まったみたいだし」

「そうなのかしら。あたしには全然意味がわかんないんだけど」

「まあいいさ。人間ってのは勝手なもんだよ」

　彼はそう言って、地面に寝転び空を見上げた。テンコもそれを真ま似ねする。

「真似すんな」

「してない。あたしも寝ようとしてたもん。むしろ佐間太郎が寝転がろうかなって思うより先にそう考えてたんだもん」

「はいはい」

　言い争うのも面倒だったので、とりあえず彼女の頭をポンポンと撫なでてやった。

「にゃー」

　かわいこぶってテンコが言う。軽くムカついたので、最後はチョップにした。

　昨日までの冷たい風とは違う、どこか優しい風が吹く。もうすぐ春がやってくる。

　彼は目を閉じ、あの時のことを思い出した。
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　アンコの作った雨雲はいつの間にか消え去り、空は晴れ渡っていた。泣き続けるテンコの頭を何度か叩たたき、佐間太郎は誰だれに言うともなく呟つぶやく。

「さあ、みんな帰るぞ。うちに」

　誰だれも返事はしなかったが、彼はそれを気にしなかった。

　佐さ間ま太た郎ろうはまず小お野の寺でらくんのところまで行き、身体からだを揺すって目を覚まさせると、優しい口く調ちようでたずねる。

「怖いか？　小野寺」

「神かみ山やまくん？　ん、……わからない。心がぐしゃぐしゃになってる」

「お前の心から良い想おもい出は全部消えた。でも意識はある。ちゃんと俺おれたちのこともわかる。それがなんでかわかるか？」

「どうして？」

「俺は見たんだ。ここじゃないどこかで、気持ちの仕組みみたいなものを。黒い炎が裏返って、白い光が出てくるのを」

　小野寺くんは頭を手で押さえながら、不安そうに返事をする。

「言ってる意味がわからないよ」

「じゃあ質問する。今ある昔の記憶を言ってみ。なんでもいいから」

「え？　えと、母親とデパートに行って迷子になって、すごく怖くて散々泣いた」

「そのことについて、それしか覚えてないか？」

「え……。う、うんと。その時」

　その時？

「その時にデパートのお姉さんが優しくしてくれて、それで、嬉うれしかった」

「他ほかには？」

「小学校の時に、ジャングルジムで遊んでる時にイジメっこに脚を引っ張られて落ちました。頭を打って、しばらく入院することになった。すごく痛かったし、怖かった」

「でも？」

「でも、お見舞いにおばあちゃんから貰もらったメロンが、すごい美お味いしかった」

　佐間太郎はにっこりと笑う。

「つまり、そういうことなんじゃないかな。嫌な想い出は強いから、そればっかりを思い出しちゃうけど、その近くや裏側には他の記憶だってちゃんとある。確かに人生嫌なことは多いかもしれない。だけど、ちゃんと優しい記憶だってあるんだ。小野寺は今、ちゃんと意識もはっきりしてる。それは、裏側に隠れた優しい記憶があるからだ。……たぶん」

「たぶん？」

「たぶん。だって俺は世の中の答えなんて知らない。世界の正解なんてわかんない。だから、この目で見たことを基に考えるしかない。だから、俺が考えるに、たぶん、そういうことだ」

　小野寺くんは不思議そうな顔をした後に、ほんの少しだけ笑った。

「小野寺、今日はもう帰れ。今までのことは全部夢かなんかだと思っておけ」

「うん、そうする。だって理解できないし、あんまりよく覚えてないし。だけど、これだけはわかる」

　彼はそう言って佐さ間ま太た郎ろうの顔を真まっ直すぐ見つめた。

「神かみ山やまくんは、なんか、すごい」

　面と向かってそんなことを言われたのは初めてだったので、佐間太郎は急に恥ずかしくなって頭をポリポリとかく。

「ちゃんと帰れるか？」

「もちろん大丈夫。千ち恵え美みのことも送っていく。だって俺おれ、男の子だし」

「そりゃ上出来だ」

　小お野の寺でらくんは千恵美を背負って、公園から帰っていった。佐間太郎はやれやれと息をつき振り返る。と、テンコが「あたしマジ恋しちゃったんですけど」的なキラキラ目でこっちを見ていた。

「いやーん！　たまたろなんか今の神様っぽくないですかー！　キュンキュン！　素敵！　素敵！」

「……いいからもう今日は帰るぞ。疲れた。底抜けに疲れた」

「うん、わかった！　ねえねえあたしもしてー、してー、オンブしてー！」

「やだ。重いし。さ、帰るぞ」

「ちぇ……わかりましたよ、あきらめますよぉ」

　アンコのほうを向くと、彼女は空っぽのビニール袋を持って黙っている。

「大丈夫か？」

「はい」

「よし、行くぞ」

　と、その時、佐間太郎の身体からだに衝撃が走る。テンコが五メートルほど後ろに下がった後、全力でダッシュしてから彼の背中に飛びついた。

「ピョン！　ドスン！　わーい！　わーい！　おんぶ！　おんぶ！」

「ぐええええええ、苦しい、腕が、首に!!　あと重い!!」

「重くないー、天使は重くないー！　地面から三センチ浮いてるから重くないー！」

「重いっつの!!　お前、コノヤロウ!!」

　テンコは一通り佐間太郎の背中で騒ぐと、もうあきたのか大人しくなった。仕方なく佐間太郎は、テンコを背負うことにした。

　家に帰るために菊きく本もと町を歩いていると、アンコが控えめに質問をしてきた。

「小野寺くん、大丈夫でしょうか？　悪い記憶だけが心にあるようですが」

　佐間太郎はうーんと考えてから答える。

「たぶん大丈夫。違う視点を持てたと思うから」

「違う視点？」

「そう。悪いことは、悪いことだけじゃないってこと。わかる？」

「わかりません。うーにはそもそも想おもい出というものもありませんし。理解できません」

「まあそのうちわかるよ。たぶん。それよりあの幸せコーポレーションってのが気になるよなぁ……胡う散さん臭くさい……」

　そして口には出さなかったけれど、彼はこんなことも考えた。

　アンジェラって、何者なんだろう。

　彼女は自分がそんなことを思われてるとも知らずに、相変わらずビニール袋を持ったまま歩き続けていた。




　家に帰ると、制服をボロボロにして帰ってきた一同にママさんと久く美み子こは驚きよう愕がくした。赤チンやらなにチンやらを塗ってくれるというが、疲れて早く眠りたかったのでそれを丁重にお断りした。天国の書斎に行く途中、パパさんが廊下の隅からチョイチョイと佐さ間ま太た郎ろうを手招きする。

「なんだよオヤジ」

「ボロボロだけど、なにかあったの？　悪魔とか？」

　そう言われて佐間太郎は「んー」と考え、こう返事をした。












「なんかあったけど、大丈夫。なんとかした」

　パパさんは彼のその言葉に、嬉うれしそうにニッコリと笑う。

「大きくなったね、佐さ間ま太た郎ろう。困ったことがあったらいつでも相談するんだよ。いつだって助けてあげるからね」

　昔だったら「助けなんていらない」と突っぱねていたところだ。親に干渉されるのが嫌だと思う時期も長かった。しかしその時、彼は自分でも予想しない返事をしていた。

「ありがとう」

「うん。ゆっくりお休み。またね」

　パパさんは小さく手を振って、どこかに行ってしまった。

　佐間太郎は咄とつ嗟さに出てきた「ありがとう」という言葉が、すごく不思議だった。





　　＊






「おーい！　みんなもおいでってばー！　二重飛び何回できるぅー？」

　んで翌日の小お野の寺でらだ。あいつってば、キャッキャしながら二重飛びである。

　彼は佐間太郎の考えた通り、嫌な記憶の裏側に救われ、またこうして新しい記憶を重ねている。一言でいえば、成長したのだ。簡単に言ってしまえば。

　佐間太郎は自分の胸に手を当てる。身体からだの中には、小野寺くんの想おもい出が入り込んでいた。悲しい想い出というが、心の底で寝そべって昼寝でもしているのか、ほとんど佐間太郎にはわからない。ただ、時々、本当に時々、胸の奥をチクリと刺すような痛みがある。それがなにかを訴えかけようとしているのかは、よくわからない。

　ちなみに、佐間太郎が一番心配していたのは、こんな災難に巻き込まれてしまった千ち恵え美みであったが、通学途中の坂道で会うなり、こう言ったのだ。

「いやー！　すんごい夢見たんですよー！　わたし、なんか悪魔に襲われたり、ボッカーンて吹き飛ばされたり、なんか燃えたりして！　すごくないですか？　やばくないですか？　リアルだったなー。たぶん、漫画の読みすぎだと思うんですけど、なんかこう、すごかったです！　断片的にしか覚えてないんですが、神かみ山やまくんなんて、わたしを助けようとして炎の中に飛び込んできてくれたんですよ!!　きゃー!!　素敵ですよねー、あれが現実だったら惚ほれちゃいますよね！　まあ所しよ詮せん夢ですけどね!!　だから一切惚れませんけど！」

　佐間太郎は「ああ、そうですか」というふうに返事をして、本当に、それだけで、その話は終わってしまった。なんか損した気分であった。

　小野寺くんが彼女にした告白やらなんやらもすっかり夢だと思っているらしく、今は彼と一緒に友達として縄跳びに夢中である。手をクロスさせて後ろ飛びとかしてる。

　テンコは今までずっと一緒に過ごしてきたから、あれぐらいのトラブルは慣れっこだ。もちろん、その時その時は必死だが、後で考えてみれば「ああ、そうだったねー大変だったねー」ってなもんである。それって、小お野の寺でらくんが嫌な想おもい出を受け入れたのと同じようなことなのかもしれない。

　アンコは──

「なあ、アンジェラ」

「はい、神様」

　それまでどこかを見ていたアンコは、気持ちを切り替えて佐さ間ま太た郎ろうに返事をする。

「お前、なんなの？」

「天使です。神様の言うことなら、なんでも従う天使です」

　やっぱり、なんだかよくわからない。

　授業の始まりを告げる予鈴が鳴り、一同は校舎へと戻る。一人だけクラスの違う千ち恵え美みと廊下で別れ、四人は教室に戻って着席をする。

　窓からは爽さわやかな風。隣にはテンコ。幸せコーポレーションのことを考えると頭は痛いが、とりあえず今は平和だ。

「ねーたまたろ」

　テンコがシャーペンをイジイジしながら言う。

「小野寺くんのことは解決したのに、まだ学校に通うの？」

「んー。もうちょっと様子見てもいいかなと思って」

「そっか。まあ、こうしてまた学校生活が送れるのは楽しいからいいんだけどねっ」

　彼女はえへへと笑う。

「神様」

　今度は前の席のアンコが振り返って、彼に言った。

「少しお時間を頂いてよろしいでしょうか」

「え。これから授業だよ？」

「はい。わかっています」

「……いいよ、じゃあ、ちょっとなら」

「ありがとうございます」

　そう言って彼女は席を立ち、教室を出ていく。それと入れ替わりで、愛あいちゃん先生の旦だん那なさん、進しん一いちが慌あわてた様子で飛び込んできた。

「おい！　みんな、大ニュースだぞ、大ニュース!!　このクラスに、すんげー美少女が転入してくるんだってよ!!」

　それを聞いて、クラスの一同がどよめく。おお、それは本当っすか進一さん。

「いやマジだよマジ。だからおめーら、なんかこう、フレグランス的なものつけろ！」

　男子は一斉にカバンからフレグランス的な物を取り出してプシュプシュやりだす。もちろん佐さ間ま太た郎ろうはそんなことには興味がないので、ボケーッと窓から外を見ている。

「なんだよ佐間太郎。お前、興味ないのか？　美少女だぞ、チョーカワイコちゃんだぞ、ウッシッシだぞ？」

「いや、俺おれは、興味ないです」

　佐間太郎の返事を聞いてニンマリしたのはテンコだ。彼女は佐間太郎の腕を引き寄せ、うしゃしゃと笑う。

「えへへへ！　あたしと佐間太郎はアツアツカッポーですから、美少女転入生とか関係ないんですー！」

「やめろよ！　そういうこと人前で言うな！　恥ずかしいだろが！　俺たちは、そんなんじゃねえよ！　……まあ、そんなんだけど」

「うひゃー、嬉うれしいなあ、たまたろー、たまたろー、にゃんにゃん」

「だからそれはウザいから」

　テンコの頭にチョップする佐間太郎を見て、進しん一いちは笑った。

「なんだ、お前ら仲いいなあ本当に。うむうむ。よいことだ」

　と、今度教室に入ってきたのは愛あいちゃん先生である。彼女は進一を見つけると、すぐにプンスカ怒りだした。

「こらっ！　進一くん！　授業中に来ちゃダメだって言ってるでしょー！　もー！」

「はーい！　ごめんなさいっ！　それじゃあな、みんな！」

　そう言って彼は逃げるように教室から出て行った。愛ちゃん先生はそこら中から漂ってくる強烈なフレグランス的においに首をかしげながらも、コホンと咳せき払ばらいをして話す。

「えー、みなさんにお知らせがあります。転入生がやってきました。仲良くしてあげてね？　はい、それじゃあいらっしゃい」

　男子生徒が注目する中、ドアが開き一人の女子生徒が入ってくる。

　ほっそりとしたボディライン、涼しげな瞳ひとみ、長くてストレートな黒髪。そう、菊きく本もと高校の制服を着た転入生とは。

「えへ。大おお森もり久く美み子こでーす！　神かみ山やまくん！　来ちゃった！　暇ひまだから!!」

　プシュ───とテンコの頭から湯気が出る。来ちゃったじゃねえよ、おい。

　さらに開けっ放しのドアから、ピョコンピョコンピョコンと、菊本高校の制服に身を包んだ三人の女子生徒が入ってきた。

「ママさんでーす！　来ちゃった！」

「美み佐さたんでーす！　来ちゃった！」

「メメもね」

　テンコは顔を真っ赤にして、大声で怒ど鳴なる。

「ちょっと、みなさん、なにしてるんですかああああああああ!!」

　佐さ間ま太た郎ろうは思った。ああ、この世界って平和だな。でもねテンコ、怒るのはまだ早いよ。この展開だと、最後に……。

　ドアの向こうで、制服のスカートが揺れる。そう、もう一人転入生がいるのだ。

「パパさんも……、着ちゃった」

「パ、パパさん!?　くわああああああああああ!!」

　その時テンコの頭から噴出された湯気が、菊きく本もと町に今年の春一番をもたらしたとか、もたらしてないとか。








エピローグ２







　天使さん。天使さん。あなたは僕のことがわかりますか。気づいてくれますか。

　僕は窓の外から天使さんに向かって、声をかけようとした。でも、なんて言えばいい？

　結局僕は黙ったまま、もう行ってしまおうかと思った。だけど彼女は僕に気づいて、神様の許可を貰もらって教室を抜け出した。

　トントントンと足音を立てながら、天使さんは屋上へ向かう。僕も彼女を追いかけた。

「いるの？」

　彼女がそう言ったので、僕は返事をする。はい、もう見えないかもしれないけど、ここにいます。

「よかった。消えたかと思った」

「いいえ、消えたようなものです。僕は、雪から水になって、それから蒸発して、こうして漂っていますから」

「見えないと話しにくい」

　天使さんは僕を捜してキョロキョロとする。僕はどうすればいいのか困ってしまう。自分だって、自分がどうなっているのかがよくわからない。

「あの、僕、千ち恵え美みさんには気持ちを伝えることはできなかったけど、満足しました。これで、迷うことなく旅立てます」

「どこに？」

「さあ？　どこでしょう？」

　僕は冗談のつもりで言ったけれど、天使さんは笑ってはくれなかった。僕は気を取り直して、最後の……、今回の最後の、お別れを言う。

「色々ありがとうございました。天使さんのお陰で、僕は、僕として、色々やれたような気がします」

「うーは、なにもしてない」

「そんなことはありません。本当にありがとうございました」

　天使さんは落ち着かない様子で、髪の毛の先を指でいじっている。金色の川の水面を、白い魚が跳ねているように見えた。

「落ち着かない。うー、変な感じがする。いつもと違う」

「僕も落ち着きませんね。もしかしたら、寂しいという気持ちなのかもしれません」

「それは違う。うーは、寂しがったりしない」

「そうですか……」

　そろそろ時間だ。

「それでは天使さん。僕はもう行きますね。でもこれはお別れじゃありません。僕が空にのぼって、雲になって、また雪になって、この街に降ることができたら、その時は天使さんが僕で雪ダルマを作ってくださいね」

「うん。そうする。それは、いつ？」

「いつですかね。ちょっと僕にはわかりません」

「そう」

　天使さんは、ほんの少しだけ寂しそうな顔をした。でも、もしそんなこと言ったら「寂しい顔なんてしない」と言われるだけなので、黙っておくことにした。

「天使さん、ありがとうございました。それでは、また会いましょう。きっとすぐ戻ってこれますから」

　僕は風に乗り、ゆっくりとこの街から離れていく。

「うん、また明日ね」

　どんどん天使さんから離れていく。僕は彼女に聞こえるように、少し大きな声で返事をした。

「明日？　ずいぶん気が早いですねー！」

　彼女も、少しだけ大きな声で言った。

「いいの。また明日ー！」

　僕は、もっと大きな声で返事をしようとした。

　だけど、あっという間に景色が変わって、もう天使さんの姿も、あの街も、視界には入らなくなった。ただ真っ青な空だけが、僕の全身を包む。

　だから僕は声には出さずに、心の中でこう呟つぶやいた。

「はい。また、明日」




　また、明日。








あとがき







　みなさんお久しぶりです、桑くわ島しまでございます（土下座）。

　初っ端から土下座スタイルでの挨あい拶さつ、まことに恐縮でございます。なぜ土下座かって？　それは神様家族ファンのみんななら知ってるよね！　すんげー待たせてたんだよね！

　神様家族八巻のあとがきに「続きはちゃんと書くよんピロローン」と記してから、この本が出るまでの長さと言ったら！　いやもう本当にごめんなさい、お待たせしました。

　僕の元にはメールなどで「ねえいつ出るの？　っていうか本当に出るの？　つうか出す気ねえだろコノヤロウ」みたいなメッセージをたくさん頂きました！　応援ありがとう！

　いやいや、ちゃんと出す気はあったんです。ありましたよ。本当に。

　正直なことを言えば、八巻を出す前は「これで俺おれの中の神様家族は終わるぜ。もう続きとか書かないぜ。プカー（ハッカパイプ）」って感じだったのですが、頂いたファンレターとかを読んで気持ちが変わりました。ぜひ続きを書かなくてはならない！　みなさんにもっと楽しんで頂きたい！　と。そのように。ええ。これ本当ですねん。

　しかし、あの話はあれで終わっている、と僕は思っていたので、その続きをどう描くかに悩みました。前のシリーズの謎なぞ（というか、僕にとっては謎ではないのですが）を解き明かす話にしようか、別のキャラクターで話を続けようか、天国を舞台にしたちょっとエッチなお色気グルメ小説にしようか、本当に色々考えました。

　その結果が、今回のＺでございます。結局は、懐かしい場所にみなさんをお連れしたくて、こういう形になりました。どんな形かは読んでくださったみんな、もうわかってるよね？　いつものユルユルなあれになりました！　わーい！

　しかし、冒頭で言っているように、この世界は前の世界とは違います。みなさんが知っているあの世界の、また別のあれ、ということで、なんというか「まあ色々あったんだねー」と思って受け入れてくださると嬉うれしく思います。

　相変わらず「好きな人はめちゃくちゃ好きだろうけど、受け付けない人はまったく受け付けない」と言われそうな神様家族でございますが、みなさんぜひ、心を広くして受け入れてあげてください。よろしくお願い致します。




　最後になりましたが、イラストのヤスダスズヒト先生、ＭＦ文庫Ｊの担当の児こ玉だまたん（ご結婚おめでとうございます）、編集長の三み坂さか様、心の支えになってくれるＭさん、そしてこの本を手に取ってくださったみなさまに、これまた土下座で感謝をしつつ、あとがきを終わらせたいと思います。本当にありがとうございました。
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